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　グレートブリトニアの異形都市──ダイロン。

　そこは古いにしえより伝わる魔法と、最新の科学技術とが融合した奇鋼歯車フライホイールの都である。

　魔法式と蒸気圧とを利用した混合動力車ハイブリツドキヤリツジが石畳の道を走り、空気を清浄に保つために放流された影魚シヤドウフイツシユが建物のあいだを自由に泳いでいる。

　人々は活気にあふれ、商店の前を子供たちが駆けすぎていく。

　そんなダイロン市内の中心部から東方に目をやれば、連なる山々のあいだにグライムス学院の威容を望むことができるだろう。

　偉大なる魔導師サー・イル・グライムスが私財を投じて建設した由緒正しい魔法学校である。



　さて、創立一八〇年を誇るこの名門校には奇妙な伝統が存在するという。

　いわく──この学院の聖徒会長職をまっとうした者には、どのような願いごとでも、一つだけ叶かなえてくれる魔導具《聖者の歯車ロードギア》が授けられる──と。










　　第一章　Ｌ



　またか！

　四日間の試験休みのあいだに、目をとおさなければならない書類が増えていた。学園祭が迫っているからなのかもしれないが、それにしても多い。多すぎる。

　小鳥たちがさえずる爽さわやかな朝だというのに、レイン・レッドハートの心は雨の日のようにどんよりとして、重たかった。

　ああ、めんどくさい。いっそ逃げだしてしまおうか……。

　レインがダークブラウンのくせ毛をくしゃくしゃとかきまわしながら、そんなことを考えていると、

「失礼しますっ！」

　唐突に聖徒会室の扉が開かれた。

　レインは手元の書類から顔をあげる。

　誰だろう？

　視線の先には見覚えのない少女が立っていた。

　もっとも、学院の聖徒の顔と名前をすべて覚えているわけでもないが。

　年齢は一五か一六。自分と同じか、それより一つ二つ下といったところだろう。

　美しい豊かな赤毛が目をひく。瞳ひとみもきれいな紅玉ルビー色だ。凛り々りしい眉まゆはつりあがり、形のいいくちびるをきゅっとひき結んでいる。背筋はピンと伸びていた。

　胸のパッチポケットに学院章エンブレムの入った上着ジヤケツト、ブラウスの襟を飾るリボンタイ、プリーツスカート。それらは見るからに新しく、まだ彼女になじみ切っていない。

「ええと、なにか用かな？」

　レインは少女に訊ねる。紅玉ルビーの瞳がレインを捉とらえた。

「あなたが《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》ね」

「《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》？」

　レインはその名前をおうむがえしに呟つぶやく。

「ぼくが？」

「ここは聖徒会室でしょ？」

「まあ、そうだけど」

「そしてあなたは聖徒会長席に座っている」

　少女がレインを指さした。その指には立派な銀の指輪がはめられていた。

　なるほど、とレインは頷うなずく。確かにレインが座っているのは聖徒会長席であった。ご丁寧に『聖徒会長』と書かれた三角プレートが備えつけられてもいる。

「それにどことなく、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》って顔つきだし」

「はあ」

「指名手配されてそうな陰険な顔だわ」

　初対面で失礼な娘である。

「悪いけど人違いだよ」

　レインはひらひらと手をふってみせた。

「ぼくは代理みたいなもんなんだ。聖徒会長は──」

　というレインの言葉は、残念ながら少女の宣言によって遮られてしまう。



「わたしの名前はリリア・マリアス・バラード──あなたに決闘を申しこむわ！」



「は？」

　レインの戸惑いをよそに──リリアは笑う。

　次の瞬間、彼女は強く右脚を踏みこんでいた。短いスカートを翻らせながら、腰にさげているホルダーから素早くなにかをつかみとる。

　銀色に輝くそれは──美麗な装飾を施された魔銃剣ガンブレードだった。















「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　レインの制止の声を、しかし、彼女は聞いていない。

　魔法式が展開され、折りたたまれていた鋭利な刃が、嗤わらう。

　弾丸のように跳躍したリリアは魔銃剣ガンブレードで強烈な突きをくりだした。

「うわっ！」

　レインは間一髪のところで魔銃剣ガンブレードをよける。

　今の一瞬で書類の束が乱れて舞いあがった。今までレインが腰かけていた椅い子すが床に倒れて、大きな音を立てる。

　リリアは刺突の勢いを殺さず、長い髪をなびかせながら、聖徒会長の机を踏み台にして飛ひ翔しようした。そのままだと窓をぶち破って落下してしまうところだが、彼女は絶妙なタイミングで窓枠を蹴けってからだを反転させ、体勢を立てなおす。

　一連の動作には少しの無駄もなかった。まるで全身がバネのような少女だ。

　しかし、それに感心している場合ではない。

「いきなりなにするんだ、あぶないじゃないか」

「峰打ちだから死にはしないわ」

「突きに峰打ちなんかねえよ！」

　その魔銃剣ガンブレード、刃引きもしてないだろ？　刺さるだろ？

「さすがは《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》だわ、いい動きをしてる」

「いや、だからさ──」

　リリアは魔銃剣ガンブレードをレインに向ける。

「でも逃がさない！」

「ちょっとくらい話を聞いてくれよ。ぼくは──」

　しかし、レインの呼びかけはまたしても無視されてしまう。リリアが引鉄トリガーをひいた。瞬間、眩まばゆい光が室内を満たす。強力な閃せん光こう弾だんだ。

「──っ!?」

　暴力的な白に塗りつぶされた視界。

　圧倒的な白に押しつぶされた世界。

　時間の流れがひき伸ばされ、

　空から薬やつ莢きようが床に転がる、カラン、カラン、という音が響いた。

「くそ……」

　焦点があわない。それでもレインは薄目をあけ、目撃した。

　眩い白を切り裂くように突進してくる──紅リリアを。

　その鮮やかさに目を奪われる。

「しくった」

　反応したときにはすでに手遅れだった。

　無慈悲なまでに鋭利な切っ先がレインのからだを貫く。

　無感動のままにレインは自らを貫通した刃を見つめる。

　流れだす血液いのち。

　溢あふれる闇やみ色いろの闇色の闇色の闇色の闇色の闇色の闇色の闇色の闇色の闇色の──、

　──否。

　魔銃剣ガンブレードの鋭い刃がレインのからだに到達することはなかった。



「うるさい、ムシケラどもめっ！」



　刃に貫かれるかわりに、レインは突如として現れた第三者によって蹴けり飛とばされていたからだ。天井に激突「うがっ」、床に落下して「もがっ」、バウンド「ぐはっ」、バウンド「がほっ」、バウンド「ごほっ」……。

「──誰っ!?」

　突然の邪魔者の介入にリリアが戸惑いの声をあげた。その第三者から急いで距離をとって、魔銃剣ガンブレードを構えなおす。彼女は、この部屋にいるのが自分とレインの二人だけだと思っていたに違いない。

「いたた……あやうく死ぬところだった」

　レインは打ちつけた頭を押さえながら、からだを起こした。骨は……たぶん折れていない。ひと息つき、それから自分を蹴り飛ばした第三者を睨にらみつける。

　そこに立っているのは、学院の制服を着崩した──華きや奢しやな少女であった。

　床に届かんばかりに伸ばされた白銀の髪が朝日を浴びて輝いている。透明感のある白い肌、小動物を思わせるぷっくりとした頬ほお、手足は細くて長い。いつ見ても、職人が丹誠こめてつくった人形みたいだ、とレインは思う。

「おい、イヴ。なにもあんなに思い切り蹴ることはないだろうが。もうちょっと優しく助けられなかったのかよ？」

　呼びかけられた少女は返事をしない。

「おい、イヴ」

　レインの声を聞いているのかいないのか、少女はゆらりと一歩踏みだした。半開きの金色ゴールドの瞳ひとみを、しぱしぱとまたたかせる。

「……イヴ？」

　少女の小さなくちびるがうにうにと波立った。

「わが眠りを妨げる者は……むにゃむにゃ……なんぴとたりとも、生かしてはおかにゅ」

　レインは青ざめた。

「やばい、寝ぼけてやがる」

　次の瞬間、

　少女は片手で聖徒会長の机を持ちあげていた。

　軽々と。

　易々と。

「な、なによ？」

　リリアが驚きの声をあげる。

　持ちあげた際に机の角が照明と接触し、硝子ガラス管が割れた。

　ぱらぱらと細かい破片が少女の華きや奢しやなからだにふり注ぐ。

　しかしそれに動揺するそぶりも見せず、少女は机を大きくふりかぶった。

　そして──投げる。

　リリアは瞬時に反応した。強い踏みこみとともに、魔銃剣ガンブレードを一いつ閃せん。机を真っ二つに分断する。割れた片方がレインのすぐそばまで飛んできた。

「うおっ!?」

　慌ててよける。こうなればなりふり構ってなどいられない。レインは這はうようにしてソファのうしろに避難した。そっと顔だけだして、部屋の中央にて対たい峙じする二人の少女を見守る。

　聖徒会室はすでにひどい有様であった。書類は床にぶちまけられ、硝子ガラスの破片が散らばり、机は真っ二つ。嵐あらしが直撃でもしたかのようだ。

「なにがどうなってるのよ？　この子はいったい……？」

　魔銃剣ガンブレードを構えたまま、リリアが疑問の声をあげた。

「ええと、リリア・マリアス・バラードさん……だっけ？　きみは二つの勘違いをしている」

　控えめにレインは発言した。

「まず、ぼくはこの学院の聖徒会長じゃない。レイン・レッドハート、聖徒会役員ではあるけど、役職はただの書記だよ。会長はそっちの寝ぼけてるやつのほうだ」

　レインは少女を指さした。彼女は覚束ない足で、ゆらり、ゆらりと揺れている。

「こ、この子が？」

　リリアは目を見開く。驚くのも無理はない。少女のからだつきはあくまでも華奢で、とてもじゃないが学院の頂点に君臨する者には見えない。

　しかし、彼女こそが《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の名でおそれられているグライムス学院の聖徒会長、イヴリン・ブラッドベリなのだ。

　イヴリンは、リリアが聖徒会室を訪れたときには、聖徒会の備品であるソファの上でだらしなくおなかをだしたまま、眠っていた。

「でもさっき、あなたは聖徒会長の机に……」

「いや、ぼくが会長席に座っていたのは、イヴのかわりに、書類に承認のハンコを押さなきゃならなかったからだ。そいつ、会長のくせにぜんぜん仕事してくれないから」

　ゆらり、と寝ぼけまなこのイヴリンがまた一歩踏みだす。「一日一殺」などと不穏な言葉を呟つぶやいていた。おそろしすぎる。

「一応、もう一つの勘違いのほうも指摘しておくと、きみが聖徒会長職を懸けて決闘するつもりだったのなら、まずは戦せん挙きよ管理委員会に申請しないとダメだ。こんなふうに無許可で決闘を挑んでも、その勝負は無効となる。一応、聖徒手帳に記載されているからあとで確認するといい」

「え、そんな……？」

　リリアは慌てたように聖徒手帳をとりだすと、中身を食い入るように確認しはじめた。その聖徒手帳も見るからに新品だ。

　どうやら彼女はこの学院の基本的なルールを知らないらしい。

　新しい制服や手帳、そして知識のなさから察するに、リリアというこの少女は途中編入の聖徒なのかもしれない。

　ひょっとして試験休みあけの今日が登校初日なのだろうか。どうりで見かけたことがないはずだ。こんな状況で思うのもなんだが、なかなかの美少女である。一度見れば忘れない。上着ジヤケツトを着ていてもなお主張している胸だって、なかなか……。

「それから助言を一つ」

　レインは人差し指を立てる。

　リリアが手帳から顔をあげて、レインを睨にらむようなまなざしで見つめた。

「寝ぼけているイヴは超絶危険生命体だ。悪いことは言わない。早く逃げたほうがいい」

　イヴリンがゆらりと右手を掲げる。と、同時に魔法の詠唱をはじめた。まるで不吉な詩でも暗唱するみたいに。



「──魚は溺おぼれ、鳥は墜ち、太陽は西からのぼって東へ沈む」

　イヴリンの右手が蒼あおく光りだす。



「──屍し者しやは蘇よみがえり、生者は死なず、地獄の門は開かれる」

　蒼い光はイヴリンの手の中で渦を巻くように小さな球体を形づくる。



「──花に刃を、傷口に蜜みつを、われに混こん沌とんの理論を」

　蒼い球体は膨張し、収縮する。



「──汝の名は絶滅志願者。自らをも破壊し、むさぼる者」

　そしてイヴリンは手の中の球体を握りつぶした。



　蒼あおい光が部屋中を満たし──爆はぜる。



　　　　　†



　英雄とは困難な環境にあって創作される生贄である、というのがサー・イル・グライムスの持論だった。

　王室お抱えの国家認定魔導師であったグライムスは、今より一八〇年前、きたるべき戦時に備え、優秀な人材を育てあげるべく魔法学校を設立する。

　それが現在、魔法界の最高学府と呼び声高いグライムス学院である。

　この一八〇年のあいだに、グレートブリトニアが参加した大きな戦争は六つ、そのすべてに勝利したのは、グライムスの手柄とも言われている。

　事実、グライムス学院の卒業生たちの活躍は目をみはるものがあった。先の世界大戦ワールド・ウオーでも同様であったし、今後もそうありつづけるだろう。

　開校当初より、グライムスは聖徒らに自治権を委ゆだねた。教師たちは知識を提供し、聖徒を導きはするが、「かくあるべし」と押しつけることはしない。よって、聖徒たちは自ら決め、実践しなければならなかった。















　同時に、彼は聖徒間の調停機関として聖徒会執行部を発足させる。

　聖徒会役員には破格の待遇が用意された。授業料の免除にくわえ、学食の無料利用が許され、さらには特別寮での生活まで保障される。

　また、聖徒会長にかぎり、就任から任期満了の二年間、その職をまっとうした者には、どのような願いごとでも、必ず一つだけ叶かなえる魔導具《聖者の歯車ロードギア》が授けられるとした。

　公式戦せん挙きよにより現職の会長を破った者は、在学期間に関係なくその時点で次の会長の資格を獲得し、学院聖徒の承認をもって就任する。任期を満了すると同時に、《聖者の歯車ロードギア》が授与される、という仕組みだ。

　言葉にするのは簡単だが、達成するのは難しい。

　なぜなら、会長は常に挑戦者を受け入れなければならないからだ。

　心休まる暇もなく、戦い、戦い、戦う。さらに戦い、そして戦い、なおも戦う。

　さながら前線で銃をとる兵士のように。

　そして聖徒会長の座から転落した者には再戦の権利が与えられない。会長は決して負けてはいけないのだ。

　この制度のおかげで学院聖徒の魔法戦の能力はずば抜けていると、内外からも評価が高い。



　ところで、現存するサー・イル・グライムスの魔導具は五つとされている。

《聖者の歯車ロードギア》

《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》

《憑匣パラダイス０》

《愛匣パラダイス４》

《病人形マイ・フエア・レデイ》

　この五つの魔導具は学院内で厳重に保管されている、らしい。見た者はいない。保管室には高度な回廊魔法がかけられているため、誰も辿たどりつくことができないからだ。会長職をまっとうした者だけが入室を許可されるといううわさだが、確認できた者がいるのかどうか……。



「相席しても構わないかな」

　声をかけられ、レインはかぶりつきかけていたサンドイッチから顔をあげた。

　ここはグライムス学院の学聖食堂である。昼休みなので大勢の聖徒で賑にぎわっていた。レインは上着ジヤケツトを脱いで、ワイシャツにベストといういでたちで、食事をしていたところだ。

「ああ、メルか」

　レインは琥珀色アンバーの瞳ひとみを細めた。

　トレーにミートパイとサラダをのせた、メル・ホワイトが立っている。青玉サフアイアを思わせるきれいな目、筋のとおった高い鼻、美しい黄金色の髪はショートボブでまとめられている。上着ジヤケツトのパッチポケットに簪カンザシとかいう飾りものをさしていた。ジパングからの舶来品らしい。

「べつにいいけど、変なうわさが立っても知らないぜ？」

「きみとなら悪い気はしないな」

　レインの軽薄な言葉に、メルも余裕のある軽口で答えてきた。テーブルの上にトレーを置いて、レインの正面に腰かける。少年のような口調でしゃべる彼女だけれど、その仕草は、あくまでも優雅だった。

　それはそうだろう。彼女はダイロン市議であるブランドン・ホワイト氏の娘で、つまりはお嬢さまなのだ。自分なんかとはできが違う。

　ところで、メルのお父上は、娘が髪をばっさりと切ってしまったことをご存じなのだろうか？　きれいだったのに、もったいないことをするものだ。

「朝の一件、聞いたよ」

　サラダにフォークを突き刺しながらメルが言った。

「さすがは戦せん挙きよ管理委員、情報が早いな」

　聖徒会長戦における中立機関、それが戦挙管理委員会だ。メルはそこに所属している。学院は無法地帯ではない。私的な決闘や制裁が横行すれば治安は乱れてしまうから、ルールを守らせる者が必要だ。

「べつにボクだけじゃないさ。今や学院中で知らない者はいないんじゃないかな」

「そんなレベルなのか」

　レインは食堂の中を見まわす。なんとなく視線を集めている気がしないでもない。そこには様々な意味がこめられていそうだけれど。

「そりゃ、そうさ。朝の爆発はそれなりに大きな騒ぎになったのだよ？」

　イヴリンのせいで聖徒会室は半壊した。いや、半壊というより八分壊だ。係の聖徒が「またですか？」と文句をたれながら修繕魔法でなおしてくれたので、今は元どおりだが。元どおりというのはつまり、元のとおりに書類が山積みになっているという意味でもある。

「しかも蓋をあけてみれば、開校以来二人目のＬクラス聖徒が、編入早々、イヴリンに挑戦した結果だって言うんだからね。それは話題にもなるさ」

　メルが愉快げに青い瞳を細めた。

「リリア・マリアス・バラード嬢。なかなか、かわいい子だそうじゃないか。もう話はしたのかい？」

　レインはいささかげんなりした気分で、今朝のつづきを思いかえす。



　広大な敷地面積を誇るグライムス学院には四つの校舎が並んでいる。その中で最も古くに建設された、石づくりの建物が北校舎だ。

　特別学級Ｌクラスの教室は北校舎の四階にある。

　階段状につくられているその教室は、本来は講演会や発表会などをおこなうための、最大収容人数が二五〇人という大規模教室なのだが──。

「いい報しらせと悪い報せがある」

　特別学級の専任教師アイリーン・ダリアは言った。きれいな黒髪をおだんご状にまとめていて、ぴったりとした軍用スーツを着こんでいる。そのくせ、妙にヒールの高い靴をあわせていたりする。アイリーンが歩くとコツコツと音が響いた。

「まずはいい報せからだ。喜べ、今日は休講だ」

「──はあ。で、悪い報せってのは？」

　レインが促すと、

「休講情報は誤報だった」

　しかつめらしい表情でアイリーンは答えた。

　レインは深々とため息をつく。

　学院の卒業生だというアイリーンは、現役聖徒であるレインの目から見ても十分に美しい女性なのだが、性格に少々問題があった。教師にあるまじきことだが、まるでやる気が感じられない。二言目には「休講」と「自習」を口にする不良教師である。

「まあ、陳腐チープな冗句ジヨークはさておきだ、おい、転入生」

　アイリーンが呼びかける。

「自己紹介しろ」

　レインは呼びかけられた少女へと目を向けた。二五〇人も入れる教室には、たった三人の人間しかいない。教師であるアイリーンと、聖徒であるレイン、それからもう一人。

　少女はその場で立ちあがった。

　無表情……よりは、少し怒気のほうに傾いた顔つきをしていた。赤い髪に、紅玉ルビーの瞳ひとみ、凛り々りしい眉まゆ、姿勢がいい。制服は真新しいが、朝の一件のせいか少しほこりがついてしまっていた。

「リリア・マリアス・バラードです。よろしくお願いします」

　彼女はそれだけ言うと、一礼して、席に座った。

　つづいてレインも自己紹介をしたが、リリアからはなんの反応もなく、目があいそうになると、あからさまにそらされてしまった。

　なんだかなあ、とレインは思い、琥珀色アンバーの瞳を細めた。



　魔法界の最高学府グライムス学院には実質的な学年制度が存在しない。満一〇歳より受験資格が与えられ、あとは完全実力主義に徹している。最大八年間の在学が認められ、必要な単位をすべて獲得できた時点で卒業となる。期間内に単位を満たせなければ退学処分と、なかなかに厳しい。

　入学試験は筆記と実技の二つからなり、合計点が基準値である一〇〇点を満たしていれば誰でも入学することができる。筆記、実技、ともに一〇〇点満点なので、半分ずつとることができれば、それで合格となる。

　もちろん、言うは易し、するは難しEasier said than done.、というやつではあるが。

　入試の際の実技試験は別名、能力認定テストとも言われている。聖徒たちはこの結果によって能力レベルを〈１～５〉に分類される。そのレベルごとに所属するクラスが決められるという仕組みだ。

　ただし魔法能力の素養を持たない者にも、グライムス学院の門戸は開かれている。

　魔法学校であるにもかかわらず、である。

　つまり入学試験において、実技試験が〇点であったとしても、筆記試験で満点をとることができれば入学は許可されるのだ。

　この場合、能力認定は〈ＬＥＶＥＬ０〉となる。

　もっとも魔法を使うことのできない者が魔法学校を受験すること自体がまれだ。門戸は開かれているが、門をくぐろうとする者がそもそもいない。

　従って、これは学院が掲げている建前にすぎない。学院は〈ＬＥＶＥＬ０〉の聖徒のことをはじめから考慮などしていなかった。

　しかし。

　レイン・レッドハートの能力レベルは〈０〉である。

　魔法適性・零ゼロ。

　完全なる一般市民ノーマル、それがレインだ。

　レインの入学が決まった際は理事会も職員も慌てた。前例がなかったからだ。長期にわたって会議が開かれた。入学をとり消すという案もでた。

　結果的には、入学は許可されたが、魔法適性を持たないレインが通常授業を受けることは危険であるという判断がくだされた。そしてレインには特別学級が用意された。

　能力ごとにふりわけられるクラスはＡからＥクラスまで存在する。ならば当然そこはＦクラスなのだが、聖徒たちからはＬクラスと呼ばれている。

　負け犬ＬＯＳＥＲのＬだ。

　レインはグライムス学院でただ一人のＬクラスの聖徒だった。

　これまでは──。



　授業中、レインは何度もリリアの横顔を盗み見た。

　意志の強そうな紅玉ルビーの瞳ひとみ、ぴんと伸びた背筋、ときどき長い髪を耳にかける。アイリーンが解説する魔法方程式を律儀にノートに書き写していた。

　誰かに似ている、レインはそう思った。けれど、誰に似ているのかまったく思いだせなかった。人気の歌手ポツプスター？　じゃないな。主人を待つ忠犬……には似ている気がしないでもないが違う。

　そうではなくて、どこかで会ったことがあるのか？

　いや記憶にない。豊かな赤毛とあの目は、一度見たら忘れられない。

「おい、きさま」

「んあ？」

　呼ばれてレインは顔をあげた。アイリーンが腕組みをして、レインの目の前に立っていた。腕組みをしているせいで豊満な胸がにょっきりと押しあげられていた。

「んあ？　じゃねえ。珍しくちゃんと授業してやってるのに、よそ見とはいい度胸だな」

「珍しくって……」

　それは問題発言では？

「なに編入生に色目使ってやがる。色ボケ小僧が」

「べつにそういうつもりじゃ……」

「やる気が失うせた。きさまのせいだ」

「え？」

「あとは自習だ。残り一〇ページ分、ノートにまとめておけ。あとでテストするからな。手を抜くなよ、愚か者ども」

　それだけ言うと、アイリーンは本当に教室をでていってしまった。

　だだっ広い教室に、レインとリリアの二人きりがとり残された。

「おいおい……」

　レインはリリアにも聞こえるような声で呟つぶやいた。しかし、リリアはとくに反応しなかった。気まずい空気が流れた。

「あのさ、今朝のことなんだけど──」

　今度はリリアのほうを見ながら告げる。すると、レインの言葉を拒絶するように、リリアは勢いよく立ちあがった。光の加減で、右手の人差し指にしている指輪がきらりと光った。

「図書館で勉強してくるわ」

「よければ案内するけど？」

　リリアが疑わしげな目をじっとりと向けてくる。

「あれ、もしかして誤解してるのかな。べつに下心があって言ったんじゃないよ？」

「わたしは敵とは馴れあわない」

「敵って」

「あなた、聖徒会役員なんでしょ？」

「まあ一応。ただの書記だけど」

「なら敵だわ」

「敵ねえ」

「次に声をかけてきたら先制攻撃とみなすからねっ！」

　リリアは荷物をまとめると、レインを置いて教室からでていってしまった。広い教室には、とうとうレイン一人となってしまう。

「なんだかなあ」

　今度は声にだして言ってみた。



「こんなに短期間で二人もＬクラスの聖徒が入ってくるなんて、とても興味深いね」

　レインにはメルの言葉が不可解だった。

「魔法適性を持たない者のどこが興味深いんだよ？」

　そんなやつら、町中にいっぱいいるじゃないか。

「ミス・バラードは実技試験が満点だったそうだよ」

「実技が満点？　まじか？　なんでそんな子がＬクラス入りなんだよ？」

　実技で満点なんて聞いたことがない。それも学院はじまって以来なのではないか。

「彼女は筆記が〇点だったそうだ」

「……そりゃまた極端だな」

　実技で満点なのに、筆記が〇点なんてことがありうるのだろうか、とわずかにひっかかる。しかし、つづくメルの言葉でその疑問も曖あい昧まいになってしまった。

「きみと逆だね」

　言いながら、メルがレインにフォークを向けた。

「きみは実技が〇点で、筆記が一〇〇点だった。これも極端だと思うよ」

「フォークを向けるな、フォークを」

　メルは嬉うれしそうに口もとを緩める。

「うちの入学筆記試験の平均点を知っているかい？　たったの二五点だよ。語学、歴史、数理、魔法式、暗号解読など、膨大な範囲の中からランダムで一〇〇問、出題されるんだ。難易度に関係なく、すべて一点。満点なんてだせるわけがない」

「あれはまぐれだよ」

　と、レインは肩をすくめてみせた。

「……どういうことだい？」

「正直、ぼくには最初の数問しか解けなかった。たぶん一〇点分くらいだ」

「では、どうやって満点を？　勘で埋めたなんて言わないでくれよ？」

「ここだけの話」

　レインは声をひそめる。

「ぼくは視力がいいんだ。そして斜め前に座っていたやつの答案はまる見えだった」

　そう答えると、メルは眉まゆを寄せて、くちびるを曲げた。その表情はなかなかにユーモラスで、きれいな顔をいとも簡単に崩してしまえるメルを好ましく思う。

　メルは〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉だ。在学二年、Ｂクラスに所属している。彼女もまた優秀な学生なのである。メルが優秀であればあるほど、どうして落ちこぼれのレインにこんなふうに話しかけてくれるのか、よくわからないところではあるのだけれど、レインにとっては数少ない友人の一人だった。

「きみは入試で不正行為カンニングをしたと言うのかい？」

「今思いかえすと、ぼくの斜め前にいたのはメルだったんじゃないかな？　入学当時は髪が長かっただろ？　そのときも、きれいな金髪ブロンドのかわいい女の子だなって思った記憶がある」

「ふん、呆あきれたやつだな、きみという男は」

「内緒にしておいてくれよ？」

　冗談めかして言い、レインはサンドイッチを頬ほお張ばる。

　メルはそんなレインをじっと見つめていた。

「なんだよ、見られてると食べにくいんだけど？」

「ソースがついている」

　メルはひょいと手を伸ばして、指でレインの口もとを拭ぬぐうと、そのままぺろりと舐なめとった。それを目の当たりにしてレインは固まった。天然なのか計算なのか、

「ふむ、なかなか美味だ」

　などとメルはうそぶく。

「お、おまえな……、本当に誤解されるぞ」

　レインはあたりを慎重に窺うかがう。何人かがひそひそと囁ささやきあっているのが見えた。最悪だ。ホワイト氏の耳に届いたら暗殺されかねない……。

「言ったろう？　べつに構わんさ」

　メルは柔らかく微笑ほほえむ。それから、「ああ、そういえば」と言って話題をかえた。

「聖徒会では把握しているかい？」

「……なにをだよ？」

「ここ数日、裏山付近で不審な影の目撃が相次いでいるらしい」

「裏山？　あそこは立ち入り禁止区域だろ？」















　グライムス学院の裏手には学院所有の広大な森がそびえている。古くは実技演習場として利用されていたらしいが、攻撃性の有毒植物などの繁殖により、現在では立ち入り禁止区域に指定されている。

「まあ、そうなのだがね。しかし立ち入り禁止区域であるからこそ、不審な影というのは聖徒の目にとまるのだよ。学園祭も近いし、準備で遅くまで校内に残る聖徒も多い。中には不気味な声を聞いたとの報告もある。大戦時に亡くなった兵士の亡霊ではないかと、うわさされているのだけど」

「兵士の亡霊ねえ。どうせ、なにかの見間違いだろ。不気味な声とかいうのも風が吹き抜ける音が偶然、ひとの声に似ていたってだけだよ」

「しかしボクの耳に届いているだけでも一〇件は超えているんだよ。無視できない数だと思うけどね」

「集団ヒステリーとか、そういうやつじゃないのか？　メルは見たのかよ？」

「いや、ボクはまだ見ていない」

「ほら見ろ」

「ふむ、そう言われると弱いな。しかし、かなりのうわさなのだけどね。聖徒会まで届いていなかったのが不思議なくらいだ」

「会長がアレだし、ぼくはこんなだしな。信用がないんだろ」

「ご謙けん遜そんを……おっと、いけない。もう、こんな時間か」

　そこでメルは席を立つ。彼女の細い髪が空気を含んでふわりと揺れる。

「すまないが、先に失礼するよ。戦管の会議があるんだ」

　メルはトレーを持ちあげた。けれど、すぐには立ち去らず、レインを見おろしている。

「どうした？」

　レインはメルを見あげた。

「ちなみにボクは七一点だった。満点まで二九点たりない」

　メルはそう言って、にやりと笑った。



　　　　　†



「さてと」

　昼食を食べ終え、レインは席を立つ。売店で売れ残りのパンを紙袋につつんでもらった。クリームたっぷりの甘いのと、チーズが練りこんであるものを一つずつ、どちらもイヴリンのものだ。それを持って、聖徒会室へと向かう。

　イヴリンの能力認定は〈ＬＥＶＥＬ５ダムド〉で、在学二年、Ａクラスに所属している。が、授業にはほとんど出席していないようだ。聖徒会室で寝転がりながら漫画本カートウーンでも読んでいることだろう。

　そんなイヴリンに食事を運ぶのもレインの仕事だった。

　近道をすべく、中庭を突っ切るコースを選ぶ。

　今日は天気がいい。中庭で食事をとる聖徒も少なくない。

　レインの足もとを小型の影魚シヤドウフイツシユが素早く泳いでいく。

　かつて、ダイロンの町は大量に吐きだされる煙で淀よどんでいた。とりわけ、先の世界大戦ワールド・ウオーのころは、軍事工業施設が昼夜を問わず稼働しており、そのせいで昼間でも太陽を見ることは叶かなわないほどであった。

　しかし八年前、グレートブリトニア率いる連合国側の勝利をもって戦争は終結し、軍事工業施設も縮小化された。その際に、町に放流されたのが影魚シヤドウフイツシユだ。微細魔術機関マイクロマシンである厚さ二ミリの魚たちが、半永久的に空気中にただようチリを吸収し、分解してくれる。

　そのおかげでダイロンの町はずいぶんと美しい町に生まれ変わった。今日も空気はきれいだ。日差しは穏やかで、風は緩やか。なにもかもがうまくいく、そんな気にさせてくれる。

　などと、思っていたそのとき。

「とり消しなさいっ！」

　レインの耳に大きな声が飛びこんできた。

「今の声は……」

　レインはすぐさま声がしたほうへ駆けていく。

　まずレインの視界に飛びこんできたのは、三人の男子聖徒だった。

　彼らには見覚えがある。名前は……とっさにでてこないけれど。

〈ＬＥＶＥＬ３クラツシユ〉で、在学三年、Ｃクラスに所属している連中だ。去年、新入生への暴行・恐喝事件を起こして一カ月の停学処分を受けたのだが、どういうカラクリか、たった三日で復学した。暴行を受けた聖徒は訴訟を起こすこともなく退学してしまい、今はもういない。つまりはそういう連中だ。

　そんな彼らに、一人の少女が食ってかかっている。

「発言をとり消して、今すぐ、この場で謝罪しなさいっ！」

　美しい赤毛と、紅玉ルビーの瞳ひとみ。

　間違いなくリリアであった。

　肩をいからせ、譲れないものを守るように、三人を見つめている。自分よりも背の高い男子聖徒に囲まれているというのに、声が震えているようでもない。なんとも勇ましい。

「どうしておれたちが、おまえに謝罪しないといけないんだよ？」

　三人のうちの一人が、にやにやと下卑た笑みを浮かべて言った。

「あんたたちが、父と母を侮辱したからよ」

　三人は顔を見あわせて、また笑う。

「おれたちはただ事実を言ったまでだ」

「事実ではないわ。撤回して」

　察するに、三人がリリアの家族を貶おとしめるようなことを言ったのだろう。

　三人はリリアに侮ぶ蔑べつと好奇のまなざしで答える。

「Ｌクラス風情が偉そうな口を聞くなよ。〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉のくせに。なんでうちの学院を受験したんだ、ああ？　学院の恥さらしが」

　ＦクラスがＬクラスと呼ばれているように、それぞれのレベルを聖徒たちはこう呼んでいる。〈ＬＥＶＥＬ１リバテイーンズ〉、〈ＬＥＶＥＬ２オアシス〉、〈ＬＥＶＥＬ３クラツシユ〉、〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉、〈ＬＥＶＥＬ５ダムド〉。

　そして〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉。

　空気の読めない場違いの、変わり者クークス、と。

「聖徒会長になるためよ」

　リリアは臆おくせずに答える。そこに、ためらいのようなものは感じられない。

「聖徒会長？」

　彼女は胸を張り、誇るように宣言する。

「聖徒会長になって、《聖者の歯車ロードギア》を手に入れるためよ」

　一拍置いて、三人は吹きだした。これにはまわりで様子をうかがっていた聖徒たちもくすくすと笑いだす。

「なにがおかしいの？」

「Ｌクラスの落ちこぼれなんかが聖徒会長になれるわけないだろ？　朝だって、ブラッドベリに負けたってうわさじゃないか？」

　リリアがぎゅっとこぶしを握りしめるのがわかった。

「わたしは誇り高きバラード家の娘よ。落ちこぼれなんかじゃない」

　三人はいっそう嘲ちよう笑しようを深めた。

　リリアは強い視線で三人を睨にらみかえす。

「わたしが落ちこぼれなどではないことをこの場で証明してあげるわ」

「どうやってだよ？」

　リリアは三人を順繰りに眺め、そして提案した。

「決闘よ。わたしが勝ったら、これまでの発言を撤回し、きちんと謝罪して」

「はっ、バカバカしい」

　三人のうちの一人が吐き捨てる。

「〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉となんか勝負にならねえよ」

「つまり逃げるってわけね？」

「──あ？」

「わたしに負けるのが怖いんでしょう？」

　リリアの挑戦的な言葉によって、その場の空気がかわる。

「なんだと？　おい、もう一度言ってみろ」

「わたしに負けるのが怖いんでしょう？　あんたたちはただの腰ぬけよ。おうちに帰ってママのおっぱいでもしゃぶってれば？」

　さすがに言いすぎだろ、とレインは焦る。実にめんどうくさい場面に遭遇してしまったものだ。見なかったことにするか？

　幸いにも、周囲の者は誰もレインに注意を払っていない。ここでそっと立ち去ったとしても、誰も気づかないだろう。

　イヴリンがこの場にいれば、それはもう喜んで首をつっこむのだろうが、レインはイヴリンほど好戦的ではない。というか、めんどうなことには極力関かかわりたくないというのが本音だ。なんの得にもならないことなどやりたくないし、そもそも目立ちたくもない。

「調子にのるなよ、女のくせに」

　一人がリリアの胸ぐらをつかんだ。

「調子にのるなよ、男のくせに」

　リリアはひるまない。

「どうなっても知らねえぞ」

「大きな声で言えば怯おびえるとでも？　幼稚ね。あと顔を近づけないで。息が臭いし、唾つばが飛ぶし、それにあんたのその不細工な顔を見てると視力が低下しそうだわ」

「てめえ！」

　一気に血がのぼったのか、男子聖徒が手をふりあげた。

「大恥かかせてあげる！」

　リリアが上着ジヤケツトを払って、腰のホルダーに手を伸ばしているのが見えた。

「ああ、くそ、めんどくせえな」

　レインは呟つぶやき、飛びだす。そのままリリアと男子聖徒のあいだにわりこんで、盛大に顔面を殴られた。目の前を星が飛びかう。イヴリンの餌えさ、もとい昼食のパンは紙袋ごと落としてしまった。

「な!?」

　みんなが突然の闖ちん入にゆう者しやに驚いていた。その中でも一番驚いているのはリリアだろうか。

「偽会長！」

　って、そりゃないだろ。助けてやったんだから感謝の一つくらいしてくれたって、いいじゃないか……。

「なんだ、おまえ、フォックスじゃないか。なにしてやがる？」

　今度はレインの胸ぐらがつかまれていた。力任せにひき起こされる。

「ああ、いや、聖徒のもめごとを解決するのも聖徒会の仕事なんで」

「邪魔すると痛い目見るぞ、フォックス？」

　制服の胸もとが、ぎりぎりとしめあげられる。ネクタイがよじれ、ワイシャツのボタンが飛んだ。

「お、お手柔らかに頼みますよ、先輩」

「ちょっと、そいつは関係ないんだから、手をはなしなさいよっ！」

　リリアがさらにわりこんでこようとするが、その言葉は無視された。

「おまえなんて所しよ詮せん、ブラッドベリの腰こし巾ぎん着ちやくだろうが。邪魔するんじゃねえよ」

「いや、そういうわけにもいかないと、言う、か……くっ」

「ああ？　よく聞こえないな」

　胸ぐらをつかむ手の力はますます強まり、今やレインの呼吸を圧迫していた。

「その手をはなしなさい。さもなければ──」

　リリアが腰のホルダーから魔銃剣ガンブレードを抜いた──そのときだった。



「感心しないな、レイモンド」



　ああ、そうだ。こいつの名前はレイモンド・コーネルだ。コーネル伯爵の息子。

　なんて、どうでもいいようなことをレインは思いだす。

　次の瞬間、レインの胸ぐらをつかんでいたレイモンドの腕が、ぼきりと、不吉な音を立てた。

「ぐああああああああああああああっ！」

　レイモンドは絶叫をあげてレインを突き飛ばす。レインはリリアを巻きこみながら無様に尻しりもちをついた。ついでに、なにやら柔らかいものに触れる。ふむ、これはなかなか。

「うきゃっ、ちょ、ちょっと！　どこ触ってんのよ！」

　リリアの手がレインの首に巻きついた。

「く、くる、し……」

　そんな中、女聖徒からは黄色い歓声が飛んでいる。

「オスカーさまよ」「ああ、なんてお美しいのかしら」「きゃあ、こちらをご覧になられましたわ」「いやねえ、あなたのことなんて眼中にあるわけないでしょう？」

　オスカー・ベネトン封ふう規き委員長殿のご登場だ。

　オスカーは封規委員だけが着る白いコートに身を包んでいる。整った顔立ちをしており、アッシュブルーの髪を長く伸ばしていた。背は高く、眼光は鷹たかのように鋭い。

　すらりとコートを着こなしているので細身に見えるが、その実、均整のとれた筋肉をしていることが動きの端々からわかる。

　オスカーのうしろには彼と同じ白いコート姿の封規委員たちが控えていた。

　学院の規則と治安を守るために組織され、聖徒会執行部からも独立している特務機関、それが封規委員会である。

「オ、オスカー……」

　レイモンドは右腕を押さえ、苦痛に顔をゆがませながら呟つぶやいた。

「こんなことして、ただで済むと思っているのか？　うちの親父おやじが──」

「脅しのつもりか？　そんなもの、おれには無意味だ」

「くっ……」

「ここで退くなら見逃してやるがどうする？」

　オスカーが鋭い視線を向ける。三人組は屈辱的な表情を浮かべていたが、しかし、それ以上はなにも言いかえしたりせず、ただ足早にそこから立ち去っていった。「覚えていろよ」なんてセリフを吐かなかっただけでもマシな部類かもしれない。

　レインはリリアの手から逃れ、起きあがる。ズボンについたほこりを払って、オスカーに向きなおった。

「助かりました、封規委員長」

　礼を言ったのに、オスカーは冷ややかな目をレインに向けてくる。

「勘違いするなよ、フォックス。封規委員われわれは聖徒会執行部おまえたちとは相あい容いれない。ただ、学院の風紀を乱すような事態を見すごすことができなかっただけだ」

「そースか」

　オスカーは鼻で笑い、次にリリアを見やる。

「きみは転入生だな」

「ええ」

「学院内での無秩序なふるまいは遠慮願いたい。どのような理由があろうともだ。一度目は警告で済ませるが二度目はない。肝に銘じておけ」

　それだけ言うと、オスカーは白いコートをはためかせて、レインたちに背を向けた。ほかの封ふう規き委員を連れて、この場からはなれていく。

　女聖徒たちのため息が再び中庭を埋めつくした。

　リリアは魔銃剣ガンブレードを折りたたみ腰のホルダーにおさめる。

「今のひと何者？」

「なんだ、惚ほれたのか？」

「脳みそが腐ってるのかしら？　まあ、あなたより顔はいいと思うけど」

「きみって、けっこう口悪いよね。友達できないぜ？」

　ぎろりと睨にらまれた。なんでそんなにツンケンしてるかね。

「友達なんかいらない。わたしはずっと一人でやってきたし、これからも一人でやってく。必要ない」

　ぎゅっとこぶしを握りしめているリリアは信念を貫いて孤独に果てた古代の英雄のようでもあったし、迷子であるのを認めようとしないただの子供のようでもあった。

「オスカー・ベネトン封規委員長だよ。〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉、在学三年、Ｂクラス所属。白いコートは全員封規委員で、どいつもこいつも堅物も堅物」

「ふーん」

　リリアは呟つぶやき、オスカーたちが消え去ったほうへ視線を向けた。それからまた、レインを見やる。

「ところで、偽会長」

「なんだよ、その偽会長ってのは。やめてくれよ。もともと、きみが勘違いしただけで、ぼくが意図したことじゃないし」

「あなたなんて名前だっけ？　影薄いから忘れちゃった」

「……レイン・レッドハートだ」

「レインね。じめじめした名前。あなたにぴったりだわ」

「すごく失礼なことを言われた気がする」

「ねえ、レイン」

「なんだよ、リリア」

「あなた、鼻血でてるわよ」

「え？」

　慌てて触ってみると、手が真っ赤な血で濡ぬれた。



　　　　　†



「これ、使いなさいよ」

　にゅっと、さしだされたのは、水で濡らした白いハンカチーフだった。ユリの花の刺し繍しゆうがなされている。

　中庭は普段どおりの穏やかさをとり戻していた。リリアは中央にある噴水でハンカチを濡らしてきて、ベンチに腰かけていたレインにさしだしたのだ。

「いや、シミになるからいいよ。べつに大したことじゃないし」

　もう出血もとまっている。

「そんなの気にしないから使ってちょうだい。一応は、わたしを助けようとして怪け我がしたわけだし。べつにあなたの助けなんかなくても、わたし一人で対処できたわけだから、無駄な怪我以外のなにものでもないし、実際にはただの邪魔だったんだけど」

「だと思ったよ」

「それと、まあ一応、今朝の謝罪をしてなかったし」

　謝っている……つもりなのか？　人違いで危うく殺されかけたのだから、もっと誠実な謝罪を求めたいところではあるが。

「……じゃあ、これでチャラということにしよう」

　リリアからハンカチを受けとる。そっと鼻に当てて乾きかけている血を拭ぬぐった。

「あとで洗ってかえすよ」

「けっこうよ。焼却処分しておくから」

「嫌いって言われたようで、心が抉えぐられる」

「嫌いだわ」

「そんなにはっきりと言わないで！」

　と、そこで突然、リリアが「むう」とうなり、おなかを押さえて座りこんだ。

「な、なんだ、おい、どうした？　腹が痛いのか？」

　ベンチから立ちあがってリリアの顔を覗のぞきこもうとすると、リリアがむにゅっとレインの顔を押し戻した。

「死守してるの！　邪魔しないで！」

「死守？　なにを？」

　次の瞬間、くきゅるるる～、とおなかの鳴る音がやけに切なげに響いた。

「……なんだ、昼ごはん食べてないのか？」

　リリアがレインを睨にらみつけてくる。

「そんなあからさまな言い方しないでよ！」

　ほかにどう言えと？

「ああ、じゃあこれ、食べるか？」

　レインがリリアに示したのは、イヴリンに持っていくつもりだったパンだ。レイモンドに殴られたときに、地面に落としてしまったのだが、紙袋の中に入っていたので食べられないことはない。本当はすぐに聖徒会室まで運ばなければいけないのだけれど、イヴリンだって空腹に耐えかねれば自分で食料くらい確保するだろう。……たぶん。

「て、敵の施しなんか受けないわっ！」

「いや、ぼくもハンカチ借りたし。遠慮すんなよ」

「ど、毒入りね？　空腹につけこもうなんて、この卑ひ怯きよう者ものめ！」

　紙袋からクリーム入りのパンをとりだして、ひと口分をちぎって食べる。

「ほら、毒は入ってない」

　残りを差しだす。リリアは屈辱からなのか顔を真っ赤にしながらレインを睨み、ちらっとパンを見て、またレインを睨み、しかし誘惑に負けたのかおずおずとレインの手からパンを受けとった。

「あ……ありがとう……なんて言わないんだからね！　懐柔できたと思ったなら大間違いよ、わたしはそんな安い女じゃないわ」

　変なやつ。

　リリアはプリーツスカートを折るようにして、そっとレインの隣に腰かけた。隣といっても、だいぶ距離を置いていたが。レインがちょっと近づいてみると、同じだけレインから遠ざかる。あれ、本気で嫌われてたりする……？

「なんであいつらと揉もめてたわけ？」

　もそもそとパンをちぎって食べるリリアに向かって、レインは訊ねた。先ほどの会話の断片から、だいたいのところは察したが、具体的なことまではわからなかったからだ。

「……べつに」

　リリアは言葉を濁し、やはり、もそもそとパンを咀そ嚼しやくする。こくりと飲みこむと話題をかえるように「それより」と言った。

「レインってすっごく弱いのね」

「いやあ、それほどでも」

「褒めてないから」

「ですよね」

「あなたみたいなちゃらんぽらんなひとが、どうして聖徒会にいるわけ？」

「ちゃらんぽらんって響きはかわいいと思う」

　リリアの瞳ひとみはまっすぐだった。やはり、なにかに似ているなと思った。でも、それがなんなのか思いだせない。

「ぼくが聖徒会執行部に在籍しているのは、イヴに誘われたからだよ」

　と、答えておく。べつに嘘うそじゃない。本当のことではない、というだけで。

「《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》……」

「会長戦に立候補するつもりだったなら、せめて顔くらい調べておくべきだと思う」

　朝の一件を念頭に置いてレインは言った。

「……聖徒会のメンバーは一人だって聞いていたから」

「それは残念ながら少し前の情報だな」

　歴代最強の聖徒会長、イヴリン・ブラッドベリ。あまりにも強大すぎる力ゆえに、聖徒会執行部には、しばらくのあいだ彼女の補佐をする聖徒さえいなかった。誰もがイヴリンをおそれて、避けている。

「ブラッドベリの一族のことは知ってる？」

「もともと殺し屋の一族だと聞いてるけど。古くは王室の直属部隊だったとか」

　リリアは、今度はチーズ入りのパンを食べはじめる。ずいぶんとおなかをすかせていたらしい。

「そう。あるときは、われらが女王陛下ハー・マジエステイをその命にかえてでもお守りし、またあるときには、密命を受けて敵将校や国賊を暗殺する、そんな秘密部隊を構成していた一族、それがブラッドベリだった。だけど、一〇〇年ほど前かな、一人のブラッドベリが失態を演じてしまった」

「失態？　どんな？」

「命令に違反して敵の命を救ってしまったんだ。女王陛下はたいそうお怒りになられた。そして王室に仕える魔導師に命じて、ある呪のろいをかけさせた」



　──ブラッドベリの血を継ぐ者は未み来らい永えい劫ごう、ひとを殺すことができなくなる。



「グレートブリトニアにその名を轟とどろかせた殺し屋一族ブラッドベリは、それであっけなく失業、どん底に転落する──かと思われた。しかし実際には、そうならなかった」

　リリアが首を傾かしげる。豊かな髪がふわりと揺れた。

「呪われたブラッドベリは確かに王室から追放された。けれど、それはただ、ひとを殺せなくなったというだけだった」

「どういうこと？」

「呪のろいのせいで、ブラッドベリの者はひとを殺せない。本気をだしても殺すことができない。これは逆に言うと、相手を殺さないために手加減をする必要がなくなった、ということでもある」

　直接的にも間接的にも、ぜったいに殺人を犯すことのできない殺し屋ブラッドベリ。殺し屋としては廃業したものの、裏稼業ではますます成長していくこととなる。

　戦場ならば、誰だれ一人ひとり殺すことなく町を焼き払うことができる。

　捕虜を拷問しても、誤って相手を死に至らしめることもない。

　どんなに残酷なことをしても、どんなに手荒な真似をしても、相手を生かしてしまう。

　それがブラッドベリだ。

「さて、そんなブラッドベリの秘ひ蔵ぞっ子こがイヴリンだ。当然のように、グライムス学院の聖徒会長に就任した。あいつ、ああ見えて頭もいいんだ。最初は挑戦者が絶えなかった。聖徒会長職に就いた者の宿命だな。ブラッドベリの者を負かしたとなれば箔はくもつく。イヴは嬉き々きとして挑戦者を蹴け散ちらした。一時期は医務室が半死半生の聖徒で溢あふれかえったほどだった」

　思いかえすだけでぞっとする、死し屍し累るい々るいの山。

「もちろん、死ぬことはぜったいにないのだけどね。イヴからしてみれば、挑戦者は決して壊れないおもちゃみたいなもんだった。それでいて本当の意味で楽しむことはできなかった。イヴは強すぎたんだ。誰もイヴには敵わない。本気をだすまでもない。そう、イヴは本気をだしたことがない。いつも仏頂面をして相手を医務室送りにするだけ。で、不気味な魔法詠唱もあってつけられた名前が《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》だ」

　レインはその場で足を伸ばした。涼しい風がとおりすぎる。

「誰もがあいつをおそれるようになった。誰もあいつには近づかない。おかげで、半年前まで聖徒会のメンバーはあいつただ一人だった」

　リリアが持っていた情報はこのときのものなのだろう。

　彼女は黙ってレインの話に耳を傾けている。

「あるとき、ぼくは聖徒会室に書類を提出するよう頼まれた。憂ゆう鬱うつな気分だったね。意を決して扉をノックしたんだけど返事はなかった。留守なんだと思った。ラッキー、書類だけ置いてとっとと帰ろう、そう思って扉をあけると、ひどい有様だったよ。まったく掃除というものがされていない部屋だった。山積みになった書類はなだれを起こしていた。比ひ喩ゆじゃなくて足の踏み場もなかった。まあ、いいやと思って机の上に書類を重ねようと思ったんだ。そのとき、ぼくはなにかを踏んだ」

　ぐにゃりとした妙な感覚を思いだす。

　ふぎゅうという変な鳴き声と一緒に。

「イヴのやつ、崩れた書類の中に埋もれていたんだ」

　レインが言うと、リリアは変な表情を浮かべる。それはそれで間抜けでかわいい。

「なに、それ？」

「ちゃんと食事をとっていなかったらしい。あいつはとにかく極端なんだ。食べるときにはバクバク食べ、でも、めんどうくさがって絶食をすることもある。さすがに見て見ぬフリもできなかったから介抱してやった。そしたら、なんか気に入られちゃってね」



『よし、きさまを聖徒会役員に任命する。喜び狂い、地べたにひれ伏すがいい！』



「って言われた。ほとんど強制的で、ぼくに拒否権はなかった。イヴよりかは字がきれいだったから書記になったんだ」

　ということにしておく。

「次期聖徒会長の座を狙って聖徒会にいるのではないの？」

「まさか。ただ聖徒会役員特権のほうはありがたく使わせてもらってるけど」

　そこまで言って、レインはリリアの顔を正面からとらえる。日に透けるきれいな赤毛が眩まぶしい。レインと違って、制服の上着ジヤケツトをきちんと着こんでいる。ぴんと伸びた背筋は彼女の心の象徴のようでもあった。曲げないし、曲がらない。

「なあ、悪いことは言わない。イヴに挑戦するのはやめたほうがいい」

「どうして？」

「イヴがなぜ聖徒会長の職に就いてると思う？　イヴは強いやつと戦いたいだけなんだ。チャレンジャーなら誰でも受け入れる。そしてイヴは負けたことがない。一度もね」

「やってみなければわからないわ」

「今朝はダメだったろ？」

　リリアは顔をしかめた。

「きみではイヴを倒せない。その魔銃剣ガンブレードを使っても無理だろう」

　刃を折りたたむ型式タイプの魔銃剣ガンブレード。常態ではグリップを含めて六〇センチほどか。刃が起動して一メートル。今朝見たところでは、魔法式の展開によって刃を硬度化、及び軽量化しているようだった。なかなかの業物だ。

　けれど、それでもダメだろう。

「あなたに、わたしのなにがわかるの？」

「きみがＬクラスの聖徒であるということくらいは知っているつもりだけど」

　なにせ学院でただ二人のＬクラスなのだから。

「わたしは〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉じゃないわ」

「そこが不思議だな。きみは実技が満点だったらしいね。そのくせ筆記が〇点だったって聞いたけど。せめて平均点くらいとっておけば格好もついたのに」

　レイモンドはＬクラスのリリアを〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉と思いこんでいたが、実際は〈ＬＥＶＥＬ５ダムド〉に相当する実力者なのだ。能力的にはＡクラスでおかしくない。筆記の成績を考慮しても、Ｃクラスあたりが妥当だろう。

　なぜ、リリアはＬクラスなのだろう？　それも不思議だ。

「……どうしてあなたが、そんなこと知ってるのよ？」

　リリアの瞳ひとみに警戒の色が浮かぶ。

「それは企業秘密」

　単にメルに聞いただけだが、もったいぶっておいた。手の内を見せる必要はない。

「今ぼくに言えることは、それでもきみはイヴに敵わないだろうということだ。危険だからやめたほうがいい。狙うなら、イヴリンが任期を終えてからにするんだね。公式の会長戦がおこなわれるから、そのとき立候補すればいい」

「わたしがどう行動しようと、それはわたしの自由でしょ」

「そりゃそうだけど。じゃあイヴを倒してきみが新しい聖徒会長になったと仮定しよう。きみは二年間、その職を守らなければならない。きみがほしがっている《聖者の歯車ロードギア》は会長職の任期をまっとうした者にしか授けられない。そのあいだ、きみは大勢の挑戦者と戦わなければならなくなる。この学院は、なにも品行方正な聖徒ばかりじゃない。さっきのやつらみたいなのも少なくないんだ。とてもじゃないけど、もたないと思うな」

「そんなことは覚悟の上よ」

「それじゃ、これは知ってる？　歴代の聖徒会長たちの中で任期をまっとうした者は四人しかいないんだ」

　この一八〇年の歴史の中で、たった四人。

　それ以外の聖徒会長たちは途中で辞職している。

　会長職をまっとうするだけならいかにも簡単そうに聞こえるだろう。けれど、実際に職を得た聖徒の多くは生活のリズムを崩してしまう。肉体的にも精神的にも傷つき、誰が味方で誰が敵なのかわからなくなる。人間不信に陥り、自主退学した者も少なくない。

　イヴリンくらいに強くて、図太い精神をしていないともたないのだ。その意味ではイヴリンほどグライムス学院の聖徒会長に相応ふさわしい人間もいない。

「知ってるわ」

　リリアは重々しく頷うなずいた。

「それでもよ」

「ずいぶんと頑かたくなだな。そんなに《聖者の歯車ロードギア》がほしいのか？」

　レインが問うと、リリアは強い視線でレインを見つめかえしてきた。

「どうしても叶かなえたい願いがあるから」

　銀色の指輪をつつむように、リリアは手を握りしめた。

　ちらりと見えた指輪の模様は、ハンカチにあったユリの花の刺し繍しゆうと同じものだった。

　と、ちょうどそこで、昼休みの終了を告げる鐘が鳴り響いた。中庭で談笑していた聖徒たちが腰をあげる。レインは中庭にたたずむ石づくりの時と計けい塔とうを見あげた。

「時間か」

　レインはベンチから立ちあがった。アイリーンはいい加減な教師だが、さすがに午後の授業まで自習とは言いださないだろう……そう信じたい。

「ねえ、一つ訊きいてもいい？」

　リリアがレインを見あげてくる。

「なに？」

「どうして、レインは『フォックス』と呼ばれているの？」

「ああ、それはあだ名みたいなもんだよ」

　なんということはない、という具合にレインは答えた。

「ぼくが卑怯者フオツクスだから」

　歴代最強の聖徒会長──イヴリン・ブラッドベリ。

　歴代最弱の聖徒会書記──レイン・レッドハート。

「みんなはぼくの背後にイヴを見る。虎イヴの威を借る狐レインってところかな。べつに意図していたわけじゃないけど、結果的にそうなった。おかげで〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉のぼくでも聖徒会役員が務まる」

「その呼び名に甘んじているってこと？」

　リリアの声には小さな憤慨がこめられていた。気高くあろうとする心は美しい。それがリリアの生き方なのかもしれないけれど。でも、そんなに潔癖では生きにくいだろう？

「ブラッドベリの名前は、それなりに便利ではある」

「不真面目だわ。正々堂々としてない」

　リリアの瞳ひとみはまっすぐだ。

　それを受けとめるのは勇気がいる。しかたがなくレインは肩をすくめた。

「ぼくもそう思う。気があうじゃないか」

　レインは笑い、リリアは笑わなかった。










　　第二章　日常的な非日常



　綱渡りを見にくる観客は、曲芸師が落ちることを期待している。

　皮肉屋の彼はそう言った。

　落ちないよりも落ちたほうがおもしろいからだ。

　そうも言った。

「そして、道化師クラウンは観客の期待を常に裏切らなくてはならない。いい意味でも、悪い意味でもだ。落ちると見せかけて落ちず、落ちないと見せかけてやはり落ちない」



　そして彼はもういない。
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　放課後、聖徒会室の扉をあけると床の上に死体が転がっていた。

「ぎゃあ！　殺人事件！」

　首が変な方向に曲がっており、からだ全体がねじれている。

「……ってなんだ、イヴか。寝てるのか？」

　レインは妙な体勢で寝転がるイヴリンのそばにしゃがんだ。

「おい、だいじょぶか？　その体勢、痛くないか？」

　声をかけてもイヴリンは反応しない。細い銀色の髪が床に散らばっている。プリーツスカートがめくれかけていたので、そっとなおしておいた。

「おい」

　試しに、イヴリンのほっぺたをつついてみる。

　ぷにぷに。

　お、柔らかいぞ。

「おーい」

　ぷにぷに、ぷにぷに。

　なんだかおもしろくなってきた。

　ぷにぷに、ぷにっ。



「がぶっ！」



「ぎゃああああああああああああっ！」

　レインの人差し指、というか右手全体がイヴリンに食いつかれる。

「はなせ、バカ」

　思い切り腕をふりまわすが、イヴリンは一向にはなれようとしない。

「ふがはがほご」

「なに言ってるかわからん！　ってか痛い痛い痛いっ！」

「もがもごふご」

「この、痛いって言ってるだろう、がっ！」

　レインは自由なほうの左手でイヴリンの小さな鼻をつまんだ。

「ぬ？」

「ふふふ、口をあけないと息ができないぞ？」

「むむ」

　そのまま睨にらみあうこと一分弱。

「ぺはっ」

　イヴリンは顔を真っ赤にしてレインの右手を吐きだした。とりかえした右手はイヴリンの唾だ液えきでべちゃべちゃである。噛かみつかれた部分には歯形が残っていた。

「うう、なんてことしやがる、このはらぺこ番長め」

「褒め言葉として受けとっておく」

　イヴリンは腕組みをしてふんぞりかえった。銀色の髪がさらりと流れる。

「おまえ、床に寝転がってなにしてたんだよ？」

「あ、そうだ！　レイン、きさま、なぜすぐにこないんだっ！　お昼持ってきたきさまを驚かせようと思って待っていたのにっ！　昼休みからず────とっ！」

「昼休みからずっとって……」

　本当にずっとあの体勢だったわけではないよな？　想像するとちょっと怖い。

「悪かったよ。昼はいろいろあってさ──」

　昼休みの件をイヴリンに報告しておく。ありのままに真実を語るとイヴリンの昼食を食べたのはリリアということになるので、そこは騒ぎに紛れて潰つぶされてしまったことにしておいた。イヴリンはソファの上であぐらをかいて、レインの話を聞いていた。一応、女の子なのだから、もうちょっと考えてほしいものだ。

「わたしのお昼を台無しにしたのはレイモンドか。よし、軽く殺害してこよう」

「なに不穏なこと言ってやがる」

　ブラッドベリの者はひとを殺すことができないので、そこはまあ心配していないが。

　イヴリンはぷくぷくと頬ほおを膨らませた。

「その転入生の話はアイリーンから聞いている。史上二人目のＬクラス聖徒だそうだな。クラスメイトができてよかったじゃないか」

　小バカにするように言ってから、イヴリンは「むう」とうなり、腕組みをする。

「いや、放課後の教室に男女二人きり……なにやら卑ひ猥わいだ。即刻入学許可をとり消せ！」

「なにアホなこと言ってる」

「きさまはわたしのおもちゃなんだ！」

　べしべしとソファを叩たたくイヴリン。

「いったいどんなやつだ、Ｌクラス入りの女子聖徒とやらは？」

「今朝、おまえがふっ飛ばした女の子だよ」

「……む、まるで記憶にない」

　本当に記憶がないらしく、イヴリンは眉まゆを寄せ、首をくにゃんと傾ける。

「おまえ、寝ぼけてたからな」

「そうか、じゃあしかたがない」

　あれだけのことをしておいて記憶にないというのは大問題なのだが、まあいい。

　レインの報告を聞き終えたイヴリンはソファからぴょこたんと立ちあがる。が、すぐさま空気の抜けた風船みたいに脱力して、へなへなとその場に座りこんでしまった。

「……うう、おなかがへったよぉ。力がでないよぉ」

「そんなふうになる前に、食べ物くらい自分で調達してこいよ。ぼくに任せないでさ」

　聖徒会役員特権で、食堂での食事はすべて無料だ。好きなものを好きなだけ好きなように食べればいい。

「わかってないな。きさまのために仕事を残してやっているのだ」

　うずくまりながら偉そうなことを言うイヴリン。

「そりゃ、どうもありがとうよ」

「心がこもっていない。やりなおし」

「皮肉だ、バカ野郎」

「うう、燃料補給が最優先だ。レインを待っているあいだに底を突きかけてしまった」

「ぼくのせいみたいに言うなよ」

「おんぶだ。食堂まで」

　おんぶおんぶ、とイヴリンが手をふってくる。とてもじゃないが《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の名でおそれられている、歴代最強の聖徒会長とは思えない。ただのわがままな子供だ。レインは大きくため息を吐きだした。

「まあいい。そろそろ目安箱を覗のぞきにいかなきゃならなかったし、ほら、のれや」

　イヴリンに背中を向けてしゃがむ。

「うむ、苦しゅうない」

　イヴリンは、なんだか妙に嬉うれしそうに言って背中にしがみついてきた。

「足をばたばたさせるな。歩きにくい」

「むふふ。さあ、進むのだっ！」

　大して重くないからまあいいか。イヴリンを背中にのっけていると、みんなが道を譲ってくれるので、それも快適だった。



　聖徒会の目安箱は食堂の脇わきに設置されている。聖徒会室のそばにあったのでは一般聖徒が投書しにくいのではないか、という配慮による。

　白く塗られた木製の箱に「目安箱」と書いてあるだけのシンプルなものだ。

　レインはポケットからカギをとりだし、目安箱にとりつけられている南京錠パツドロツクをはずした。かなりの枚数が投書されていた。

　背中のイヴリンがにゅうっと手を伸ばし一枚を手にとる。

「ふん」

　中身を確認して鼻で笑うと、まん中からびりっと破いた。

　投書の半分は聖徒会への罵ば詈り雑ぞう言ごんだ。レインも一枚とって読んでみた。なかなか威勢のいい文言が並んでいる。とはいえ、この手あいは無視して構わない。こいつらは、昼間のリリアの言葉を借りるならば「腰ぬけ」でしかない。面と向かっては言えないのだ。

　もっとも、中にはイヴリンへの熱烈なラブレターのようなものも、まじっていないでもないが……それもまあ無視していいだろう。

　投書の内容がこんなものばかりなら、目安箱など撤去してしまったほうがいいのだけれど、中にはちゃんとした聖徒会執行部への依頼もまじっているので、ぞんざいには扱えないという事情があったりする。

　そして案の定であった。レインはそれらの投書を発見する。

『最近、学院裏の立ち入り禁止区域付近で幽霊がでるといううわさがあります。学園祭間近で遅くまで残るので怖いです。どうか調査をお願いします』

『裏山の幽霊って本当にいるんですか？　わたしは見ていませんが、目撃したという友人がいます』

『学院の裏山で妙な人影を見ました。浮浪者が勝手に入りこんでいる可能性があります。聖徒会権限で調べてください』

　どうやら、メルの言っていたとおりのようだ。目安箱の解錠は三日に一度くらいと、いい加減極まりない上、試験休みも挟んだために確認が遅れてしまったけれど、聖徒会執行部のほうにも報告はあがってきていたことになる。

「おまえ、知ってたか、これ？」

　背中のイヴリンに訊ねてみる。

「ぜんぜん」

　レインの背中でイヴリンはぶんぶんと大きく首をふった。

「レインは知っていたのか？」

「ちょうど今日の昼にメルから聞いた」

　そのときは幽霊話だけで、浮浪者という可能性はあがらなかったけれど、なるほど、そういう場合も大いにありうる。

　イヴリンは「む」とうなり、レインの頬ほおを両側からぐにゅっと押しつぶした。

「きさま、わが従僕の分際で、あの小娘と逢おう瀬せを重ねていると言うのか？　けしからん」

「まず、ぼくはおまえの従僕ではないことをあきらかにしておこう。そして、メルとおまえの小娘度は同じようなものだ。最後に、逢瀬とかじゃなくて、メルとはたまたま食堂で一緒になっただけだ」

「口答えするな！」

　べちべちとイヴリンに頬を叩たたかれる。

「耳もとで大きな声だすなよ、キンキンするだろ」

「わたしのお昼ごはん持ってこなかったくせに、なんであの小娘と……許せん」

「いや、いつも言ってるけど、昼めしくらい自分でどうにかしてくれって話だ」

「そうやってすぐいじわるを言う。すねるぞ！」

「すねる前に宣言するやつとか、はじめて見たぞ」

　イヴリンはぷくぷくと頬を膨らませた。つつくと「ぷしゅう」と空気が抜ける。

　レインはあらためて三通の投書に視線を落とす。

「これ、一応、調査しとかないといけないのかな」

　めんどうだなと思いながら、イヴリンに訊ねる。

「そうだな」

　レインの背中でイヴリンが頷うなずいた。

「よし、レイン、きさまいってこい。昼ごはんを持ってこなかった罰だ」

「いや、おまえも一緒にいくんだよ」

「わたしは燃料補給をせねばならない。クリームブリュレがわたしを呼んでいる」

「食い終わるの待つし」

「バカ者め。わたしは遠まわしに、めんどいから、いきたくないと言っているのだ。空気を読め、空気を。まったく気がきかなくて困る」

「……このナマケモノ将軍め」

「褒め言葉として受けとっておく」
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　森の中は緑と土の香りで満たされていた。木々は日差しを目指して高く伸び、その太い幹にからまるようにしてツタやコケが茂っている。

　立ち入り禁止である以上、人通りはなく、道らしい道は失われてしまっていた。地面から根が盛りあがっていて、うっかりするとつまずきそうになる。

「けっこうしんどいな」

　足を踏み入れてわずか五分、レインはどんよりした気持ちで呟つぶやいた。



　くりかえしになるが学院の裏山は立ち入り禁止区域である。聖徒会役員であっても勝手に足を踏み入れたと知れれば、あとで問題になりかねない。

　イヴリンもレインも敵は多い。ちょっとしたことが命とりになる。

　そうならないためにも、レインは事前に許可をとっておくことにした。

　いや、許可がおりないことを期待して入山許可を申請しにいった、というのが本当のところだ。許可がおりなかったのなら、めんどうな調査を断念する口実ができるので、それはそれで都合がいい。はずだったのだが……。

「ああ、裏山な」

　と、アイリーン・ダリアは頷うなずいた。彼女は職員室にある自分の机でネイルの手入れをしていた。

「幽霊だかなんだかがいるってな、教職員のあいだでも問題になりかけてたんだ。学園祭前だし、聖徒の安全を確保しなくちゃならない。ちょうどいいから解決してこいや」

「え、そんな簡単に許可していいんですか？」

　頭ごなしにダメだと一喝されることを期待していたのだし、そうでなくても、ほかの教員に意見を聞きにいくなどの時間のかかる展開を予想していたのだが……。

「バレなきゃいい」

　おいおい。

「そんな顔をするな。冗談に決まっているだろう？　これは正式な許可だ。問題にはならない。ちゃんと調査して、あとで報告しろよ。ほら、とっとと片づけてこいや」

　レインのことを、しっしっと追い払ったようにも見えたけど、それはたぶんネイルを乾かそうとしたのだろうと、好意的に解釈しておく。

「了解ですコピー・ザツト」

　そんなこんなで、あっさりと許可がおりてしまった。



　──というわけで、学院の裏に広がる森の中をレインは進む。歩けど歩けど、うっそうとした木々が茂っているだけだった。額にじんわりと汗が浮かぶ。

　鳥の鳴き声が聞こえてはくるのだけれど、不思議とその姿を見かけることはない。町中や学院内とは異なり、影魚シヤドウフイツシユの姿もなかった。

　今のところ無断侵入者の痕こん跡せきみたいなものは、なにも発見できていなかった。

　もちろん、幽霊とも遭遇していない。それはまだ日中だからなのかもしれなかったが、日が暮れてからこんな森の中を歩きたくはない。幽霊とやらは、どれくらいの時刻に目撃されているのだろうか。

　そもそも、目撃者は本当に『何者か』を見たのだろうか？

　そこからしてレインには疑問だった。

　たとえば誰か一人目が注目を浴びたくて、でまかせを口にしたとする。それを二人目、三人目が模倣する。彼ら彼女らは、自分が嘘うそをついている自覚さえないだろう。本当に見たと思いこんでいるのだ。そのあたりが真相なのではないだろうか。だとしたら自分はとんだ貧乏くじをひかされたことになる。レインは大きなため息をついた。

　ひとまず自分がどこにいるのかを確認するために地図を広げる。

　腕を広げる枝葉のせいで太陽の位置も判然とせず、方位すら定かではない。もっとも、それは想定の範囲内のことだ。

「備えあれば患うれいなし、と」

　レインは上着ジヤケツトのポケットから親指サイズの人形をとりだす。背中についている螺ネ子ジを巻いてから、地図の上に置いた。

　人形は少しのあいだ、座ったままくてっとしていたが、じっと見守っているとぎこちなく動きはじめる。ゆっくりと立ちあがると、やがて動作は機敏なものとなり、地図の上で踊るようにぐるぐるとまわりだす。それから一度、こっくりと頷うなずき、ぴこぴこと歩を進めて、ある一点で立ちどまった。

　そこがレインの現在位置である。

　汎はん用よう魔法式による全地球測位システムグローバル・ポジシヨニング・システム採用のこの螺子巻き人形は、磁力に影響されることなく現在位置を割りだすことが可能だ。

　商品名「ほういくん」。登山客や旅行者などの必ひつ須すアイテムである。

　かつて魔法は一部の者の特権だった。しかし、現在では魔法解析技術の向上により、魔法適性を持たない一般人でも、簡単に擬似魔法を使うことができるようになった。

　便利な時代だ。

　レインがいるのは森の中でもまだ学院側に近いあたりだった。一応、目撃談のあった場所を重点的に歩いてみたのだが、『何者か』がいたという痕跡は見つかっていない。

「めんどくせ」

　呟つぶやき、再び歩きだす。

　そのままさらに二〇分ほど、ぐるぐると歩いただろうか、不意に今まで見落としていたあることに気づいた。

　一度もラズベリーの実を見ていないのだ。

「おかしいな」

　バラ科キイチゴ属の植物であるところのラズベリーはブリトニアのいたるところに自生している。山林はもちろんのこと、道ばたでもよく見かける。白い花を咲かせた後には、赤い実を実らせる。ちょうど今の季節なら一〇分もかからないで、両手いっぱいになるはずだ。そのままでも食べられるし、煮つめてジャムやジュースにしても美味しい。幼いころはそれで空腹を癒いやしたものだ……。

「摘みとられてる、のか」

　明らかに自然現象ではない形で、実が失われていることに気づいた。当然ながら幽霊がラズベリーを採取するはずがない。ということは、

「こりゃ、本当に誰か森の中にいるのかもしれないな」

　しかし、たとえそうであるにせよ、この広い裏山の中にいる『何者か』を、自分一人で見つけられるものなのだろうか？　こういうことは人海戦術でおこなうものなのではないか？　このままひきかえして、なにも見つからなかった、とでも報告しようかな、と思ったそのとき。

　がさり、という物音がして、レインはふりかえった。

　そこには──、

　全長二メートルほどの巨大なキノコの姿があった。

　けれど、こいつはキノコではない。

　食虫植物カニバラス・プラントの一種だ。普通の食虫植物カニバラス・プラントと異なるのは、光合成をまったくおこなわず、捕食によってのみ養分を得るところだ。おもに鳥やリスといった小動物を捕食対象とするが、人間を食すこともある。

　そこで名づけられたのが、

「……食人草マントラツプ」

　傘の下から伸びる、触手にも似た根は特殊な粘液に覆われており、一度捕まると逃げることは容易ではない。なによりも厄介なことは、こいつらは移動するのである。

「やばっ！」

　食人草マントラツプがレインに向かって根を伸ばしてくる。

　レインはとっさに反応して根をかわした。地面を転がり、すぐに起きあがる。

「あっぶね」

　制服のズボンが土で汚れてしまったが、気にしてなどいられない。

　食人草マントラツプは移動性植物とはいえ、それほど速いわけでもない。くるとわかっていればよけられないことはない。

　こいつらは本来、ブリトニアには存在しない外来種である。大戦前夜に実験用として輸入されたものが脱走し、繁殖してしまったらしい。グライムス学院では業者に依頼して、毎年駆除しているのだが、なかなか数が減らず、結果的に裏山は立ち入り禁止区域となったのだ。光合成をおこなわない彼らは日光を嫌うため、日のあたる場所では活動できない。結果として薄暗い森の中に封じこめられているというわけだ。

　裏山に足を踏み入れると決まった時点で、彼らとの遭遇は予測済みである。なんの対策もせずにのこのことやってきたわけではない。

　レインは素早く二つのビンをズボンのポケットからとりだす。

　左右に一つずつ握りしめ、親指でフタを弾はじいた。

　相手は植物である以上、火に弱い。だが、こんなところで発火しようものなら、山火事をひき起こしかねない。それは自殺行為以外のなにものでもない。

　だから、レインが用意したものは──。

「食らいやがれっ！」

　レインはビンを両方とも投げつける。中身が、食人草マントラツプにぶちまけられた。食人草マントラツプに痛覚はない。意思もない。ただ獲物を追う本能だけがある。食人草マントラツプがまたしても根を伸ばそうとする。

　しかし、それがレインに届くことはなかった。

　凍りついていたからだ。

　レインが用意していたのは水酸化バララウム八水和物と硝酸アレモリウムであった。この二つが反応すると、熱を吸収して水を氷にする働きがある。魔法化学の授業では吸熱反応実験で使用する。これは夏場でもスケートリンクを設営する際に使用される技術だ。

　量が少ないので足止め程度にしかならないが、それで十分でもある。

　レインは一目散にその場から逃げだした。



「はあ、はあ……ふう、まったくえらい目に遭った」

　なんとか逃げ切り、レインは額の汗を拭ぬぐう。食人草マントラツプとの遭遇は、はじめから予想していたことではあったが、いきなりの登場には肝を冷やした。

　群体でなかったのが、せめてもの救いか。囲まれでもしたら逃げ場はなかった。

　レインは呼吸を整え、倒木の上に腰かける。

　不審者の影というのは、ひょっとして、食人草マントラツプのことだったのだろうか？　キノコに似た形状はよくよく考えてみると人の形に近い。

　……いや、それではここ最近になって、急激に目撃情報が増えたことと一致しないか。食人草マントラツプは何年も前から森の中で生息しているのだ。それに日差しを避ける習性から学院との境目に姿を現す可能性も低い。なによりラズベリーを摘んだりしない。

　レインは膝の上で、あらためて地図を広げてみた。「ほういくん」の人形はぴこぴこと地図の上を歩き、現在位置を教えてくれる。

　やみくもに走ったせいで、ずいぶん奥まで迷いこんでしまったようだ。「ほういくん」の周辺を確認する。

「ん」

　レインのいる場所からそう遠くない場所に、泉のマークが記されていた。そこから細く川が伸びている。無断侵入者もこの泉を利用しているとは考えられないだろうか。生命にとって水は不可欠なものだ。レインがさがす『何者か』も、ここを利用している確率は高い。山の中をあてどもなくさがしまわるよりは、ここで『何者か』を待ち伏せたほうが効率もよさそうだ。

「よし、いってみるか」

　きちんと方角を確認し、立ちあがる。泉を目指して歩きはじめた。うっそうとした木々がレインの顔に枝を伸ばしてくる。それを払いのけながら、ひたすら進んだ。ときおり地図をとりだし方向を確認、そしてまた歩きだす。

　おそろしく地味で、ひどく骨の折れる仕事を命じられたものである。

　やがて川のせせらぎが聞こえてきた。音のする方を目指し足早に進む。

「やっとついた」

　長い年月をかけて石や土でろ過された水は透明だった。レインは膝をつき、川に両手を差し入れる。とても冷たい。のどが渇いていたので、手のひらで水をすくい、口をつけた。生きかえるようだった。ばしゃばしゃと顔も洗っておく。

　手の甲で滴を拭ぬぐい、レインは顔をあげた。

　と、

「ごふっ!?」

　動揺のあまり思わずむせてしまう。

　その声が届いてしまったらしく、彼女は瞬時に反応した。

「──っ!?」

　魔銃剣ガンブレードを手にとり、鋭い視線を飛ばしてくる彼女。

　──リリア・マリアス・バラード。

　お互いの視線がぶつかる。

「…………」←レイン。

「…………」←リリア。

「よ、よお」

　あくまでもフランクに、レインは手をあげてみる。

「奇遇じゃん？」

　リリアは水浴びでもしていたのか──、

　服を着ていなかった。

　生まれたままの姿。

　裸。

　すっぽんぽん。

　水を弾はじく滑らかな肌。胸は濡ぬれた髪がはりついていて、はっきりとは見えないが（おしい！）けっこう大きい。ひきしまった細い腰からお尻にかけてのラインも美しくて……。

　などとスケベ心に浸っている場合ではなかった。

　リリアの視線が鋭くとがる。

　一糸まとわぬ姿のまま、リリアがレインに向かって突進してくるではないか。

　魔法式が展開し、魔銃剣ガンブレードの刃が起きあがる。

　水しぶきが舞いあがった。

「ちょ、まっ！」

　慌てたレインは足をもつれさせてしまう。

「頭をさげて！」

　リリアが大声をあげた。

　ほぼ同時に、魔銃剣ガンブレードが横に一いつ閃せんされる。

　レインが足をもつれさせてしまったのは、結果的には幸運だった。

　体勢が崩れ、刃をギリギリで避けることができたのだから。

　レインはそのまま川の中に落ちる。

　そして、それを目撃した。

　レインが立っていたすぐ背後に食人草マントラツプの姿があった。傘の下から根が伸びている。おそらく水辺に集まる動物を狙っていたのだろう。枝葉によってできた影に隠れることで、日差しを嫌う食人草マントラツプでも行動できたのだ。

　リリアの魔銃剣ガンブレードが、食人草マントラツプの胴を薙なぎ払はらう。どろりとした液体があふれ、地面にこぼれた。根をうねうねとのたくらせる。やがて、その動きも小さくなっていき、ついには沈黙した。

　リリアはレインを助けてくれたのだ。

　レインは濡れたダークブラウンの髪をかきあげる。

「……ありがとう、命拾いした」

　礼を言い、川から起きあがろうとした。

　だが、動作の途中で動きをとめる。

　首筋に冷気。

　息がとまる。

　レインの首に鋭い刃が突きつけられていた。

「どうして、あなたがこんなところにいるわけ？」

　リリアの声は川の水よりも冷たい。

「あ、いや……」

「わたしを尾行したの？」

「そういうわけでは……」

「あなたの目的はなに？　答えて」

　静かに、けれど威圧的に、リリアが迫る。

「これ以上、わたしからなにを奪おうというの？」

「奪う？」

　なんの話だ？

「それとも、わたしの弱みを握って退学にでも追いこもうって作戦なわけ？　なるほど、やり方が汚い。さすが卑怯者フオツクスと言ったところね」

　リリアがその美しい顔を歪める。

「でも無駄よ。どんなにされても、わたしはこの学院を辞める気はないわ。ようやくここまでこられたのだもの。ぜったいに、ぜったいに諦あきらめない」

　レインは返事ができず、静かにリリアの紅玉ルビーの瞳ひとみを見つめつづける。

　リリアもレインを睨にらみつづけている。

　二人のあいだに沈黙が横たわる。

　耳に届くのは、川のせせらぎと、鳥の鳴き声ばかり。

　リリアがあと少し刃を押しこめば、レインの首はあっけなく胴体から、はなされてしまうだろう。

　レイモンドたちに謝罪を求めるリリアの姿がレインの脳裏に浮かびあがる。彼女が守ろうとしているものは、今にも折れそうなプライドなのか。ツギハギして、補強して、必死に守ろうとしている。そんなものがなんの役に立つんだい？

「……きみを尾行したわけじゃない」

　やっとのことで、レインは口を開いた。

「こんなところにきみがいるとは知らなかった。本当だよ」

「それならいったい……」

「その前に」

　レインはリリアの言葉を遮る。

「服を着てくれないかな？　ぼくには、ちょっと刺激が強すぎる」

「え？　あっ!?　ふお!!」

　そこで、リリアは急に顔を赤らめた。まるでそれまで自分が裸だったことを忘れていたみたいに。自分の姿を失念するほどに、彼女は必死だったらしい。魔銃剣ガンブレードをひいて、あちこちを隠す。

　同時に、リリアはこぶしをふりあげた。

「────っ、忘れなさいっ！」

　レインはそこで一度意識を失った。



　　　　　†



　ぱちっ、と音がするたびに、火の粉が空に舞いあがる。

　レインは焚火に手をかざしていた。ずびずびと洟はなをすする。濡ぬれたベストは脱いで、ワイシャツとズボンという格好だった。

　リリアはむっつりと押し黙っている。彼女も制服に着替えていた。膝を抱えているので若干下着が見えそうであったが、非常に高度なテクニックでもって防御されていた。今さら下着が見える見えないとかどうでもいいが。

「あのさ」

「話しかけないでヘンタイ。わたしの耳を汚す気？」

「あれは」

「呼吸もしないでヘンタイ。大気が汚染されるじゃない」

「ヘンタイの汚名は晴らせないものか」

　不可抗力のはずなのだが、すっかり嫌われてしまった。レインはため息をつく。最近、ため息をつく回数が増えてきたなと思った。

　焚火のおかげで濡れた服はほとんど乾いている。

「ところで、そろそろ質問に答えてくれないかしら」

　リリアが言った。

「話しちゃいけないんじゃないのか？」

　あげ足をとるとリリアに睨にらまれた。怖い、怖い。

「質問ってなに？」

　ぱちっ、と、木が爆はぜる。

「どうして、あなたがこんなところにいるのか、よ」

「ああ、それね。聖徒会の仕事だよ。最近になって、この森で不審者が目撃されるようになったらしいんだ。幽霊なんてうわさもあるけど」

「ゆ、幽霊……？」

　リリアは、どことなく不安そうな顔をして、あたりをきょろきょろと見まわす。風に揺られて木々がしなると、びくりとからだを震わせた。

「うわさだけどね……なに、まさか怖いの？」

「怖くないわ。むしろ怖くないわよ！」

「ああ、そう」

「ふん、そもそも幽霊なんているわけないじゃない」

　言うわりに、ずいぶん、きょろきょろしてるじゃないか……。

「この裏山って一応、立ち入り禁止区域なんだ。食人草マントラツプとか繁殖してて、あぶないだろ？　知らずに誰かが侵入しているんだとしたら警告をしないといけない。そういうわけで調査にきたんだけど……………………ん？」

　レインはリリアに視線を注ぐ。今、なにかに気づきかけた。閃ひらめきが逃げないようにしっぽをつかむ。

「な、なによ？　あっ！」

　リリアは慌てたようにスカートの防御をあげた。

　いや、そんなところを見ていたわけじゃない。

「リリア、どうか正直に答えてほしいんだけど」

「さっきからなによ、ヘンタイ？」

「きみ、いつからこの裏山に出入りしてる？」

「一週間前からよ」

　一週間前……。















　レインは勢いよく立ちあがった。

「犯人はおまえか！」

　びしっと指さす。

「失礼ね、指ささないでよ。へし折られたいの？」

　ひとに刃を向けていた人間がなにを言うか。

「なんだ、あっけない解決だったな」

　レインは脱力して、その場に座りなおす。

「なによ、どういうことよ？」

「幽霊の正体はきみだったんだよ。まったく紛らわしい」

　不審な影はリリアが森を出入りするときに目撃されたものだろう。不気味な声というのも、リリアのあげた悲鳴かなにかに違いない。幽霊という言葉に動揺したリリアから推測すれば、彼女は怖がりだ。指摘しても反論されるだけだろうから言わないけど。

「それにしても、なんでこんなとこにいるわけ？　くりかえすけど、ここ立ち入り禁止区域なんだぜ？」

　リリアは返事をしない。

「まあ、イヴの顔も知らなければ、戦せん挙きよのやり方も把握してなかったってことを考慮すれば、単純に知識を持ってなかったってことなんだろうけど。べつにラズベリーが目的でもないだろう？」

　するとそこで、ぼそりと、リリアがなにかを口にした。

「え、なに？　ごめん。よく聞こえなかったんだけど」

「……入寮申請が受理されなかったんだから、しかたないでしょ」

　口の中でもごもごとリリアは答えた。

「入寮申請が受理されない？　途中編入だったから部屋が足りなかったのかな……」

　グライムス学院は全寮制ではないけれど、ほとんどの聖徒が寮を利用している。

　しかし、入寮申請が受理されなかったことと、リリアがこの森の中にいたこととが、レインの中でうまくつながらなかった。

　…………。

　……。

　いや、唐突につながった。でも、まさか……。

「……リリア、その、もしかしてだけど」

　レインはごくりと唾つばを飲みこんだ。

「この森の中で暮らしてる、とか……じゃないよな？」

　はは、まさかね。いくらなんでも、それはないだろう。

　が。

「……そうよ」

　忌々しそうな表情を浮かべて、リリアは頷うなずいた。

　レインは絶句する。

　出入りしているとかそういうレベルではなかった。

　暮らしてる？　ここで？　年とし頃ごろの女の子が？

「すぐ近くの洞どう窟くつを利用していたから雨風はしのげたし、食料もなんとかなったわ。水も豊富だから清潔に保つことだってできるし。ヘンタイに覗のぞかれるとは思ってなかったけど」

「ちょ、ちょっと待て。ご両親はこのこと知ってるのか？　ふつう心配するだろ？」

　入寮申請が受理されなかったにしても、町で部屋を借りるなりすべきだ。年頃の女の子が一人で山やま籠ごもりなどと、とてもじゃないが健全ではない。お金がないのだろうか？　唐突に、リリアが昼休みにおなかをすかせていた事実を思いだし、あれは食堂を利用できなかったのではないかと思い至る。リリアはいったい、どんな生活を送っているんだ？

　リリアは下を向いてしまった。膝に顔を埋めるような格好になる。

「べつに、あなたには関係ないじゃない」

　レインはくしゃりと髪をなであげる。

「いや、関係なくもない。ぼくはこのことを学院側に報告しないといけないから、遅かれ早かれきみの家にも通達されるはずだ」

　言うと、リリアが顔をあげた。

「そ、それは困る」

「困ると言われてもな」

　リリアは歯を噛かみしめ、魔銃剣ガンブレードを手にとった。

「かくなる上は、ヘンタイであるあなたを亡き者にして、情報を隠ぺいせねば」

「ナチュラルに、なに怖いこと言ってんだよ」

　あと、ヘンタイってつけくわえなくていいと思う。事実を曲解している。

「冗談よ」

　まあ、冗談に決まってはいるが。

「わたしがやったと証拠が残るようなことはしないわ。確実な不在証明アリバイを確保し、わたしには実行不可能であるというように錯覚させられる条件下でなければ」

「いや、リアルに怖いから」

「冗談よ」

「……ほんとかよ」

「いいえ、冗談よ」

　え、どっち？

　そして。

　レインの首にまたしても魔銃剣ガンブレードが突きつけられる。

　速すぎて動きが見えなかった。

「黙っていて」

　リリアは言った。その目は本気に見えた。声も平へい坦たんだった。

「オーケー。黙っていよう」

　べつにどうでもいいことだ。アイリーンにはもっともらしく報告をしておけばいい。

「でも一つ条件がある」

「条件？」

「きみが立ち入り禁止区域に無断侵入していたことは黙っていてもいい。でも、きみには早急にここを立ち去ると約束してもらわなければならない。なぜなら、今後も幽霊の目撃情報が相次げば、いずれはぼくの嘘うそもバレるからだ。言ってる意味、わかるだろ？」

　リリアは眉まゆを寄せたが、やがて頷うなずいた。

「わかった。すぐにでていく」

「いく当ては？」

「なんとかする」

　リリアの表情は険しい。

「ということは、当てはないんだな」

「……それがなによ？　レインには関係ないでしょ」

「しょうがないな」

　レインはがしがしと頭をかきむしる。



　グライムス学院聖徒会執行部特別寮は、一般聖徒向けの学聖寮とは外観からして異なっている。戦後になって建てなおされた一般寮のほうは骨組みに鉄骨を採用した最新の建築物だが、聖徒会特別寮のほうは改修をくわえつつも、一八〇年前からその姿を保ちつづけている石づくりの荘厳な建物だ。さながら貴族のお屋敷を思わせる。

　内装ももちろん手がこんでいる。重い扉を抜けると、そこは玄関ホールになっており、豪ごう奢しやなシャンデリアがつるされていた。

　レインがリリアを連れ帰ったときには、すでに日は傾きはじめていたが、そのシャンデリアによって寮内は煌こう々こうと照らされている。

「防犯の意味もあって自動なんだ。ひとの出入りを感知して点灯する」

　リリアはレインの隣で感嘆のため息をもらしていた。

「……すごい」

「それより腹へってるだろ？」

　レインはリリアを先導して厨房キツチンへと向かった。フライパンを用意し、食材を並べる。

「なにしてるの？」

「夕飯をつくる」

「レインが？　寮監さんはいないの？」

「いないわけじゃないけど、まあ、あれは……」

　あいつはレアキャラクターだからな。

「まあ、おいおい紹介する機会もあるだろう」

　レインの曖あい昧まいな言い方にリリアが首を傾かしげていた。

「《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》は？」

　リリアはイヴリンの存在を気にかけているようだ。それもそうか。彼女にとっては打ち倒すべき敵であるらしいし。

「イヴはここにはいない」

　レインはそれだけ言った。

「そう……。ところでそれはなに？」

　レインがつかんだ肉を見て、リリアが疑問を投げかけてくる。

「なにかの肉だな」

　骨つきの、黒みがかった、なにかの肉。

「わたしは、なんのお肉なのかを訊きいてるんだけど」

　リリアがじっとりした目を向けてきた。

「……まあ、火をとおせば食べられるなにかだ」

　リリアは額に手を当てる。

「あなた、いつもそんな適当なものばかり食べてるの？」

「加熱すれば、たいていのものは食べられるだろ？　あとは塩でもふりかければいい。昼は学食を使うから問題ないしね。学食の料理はとても美味しい」

「どきなさいよ。わたしがなにかつくるから」

「料理得意なんだ？」

　いいところのお嬢さんが自分で料理なんてできるのか？　普通は使用人にやらせるだろうに。

「べつに」

　リリアはそう言うと、レインからフライパンを奪った。肉に顔を近づけて、すんすんとにおいを確かめる。

「腐ってはいなさそうね。これはウサギかしら？」

　いや、たぶんウサギでもない。

　リリアは腕まくりをすると、手早く調理をはじめた。レインは椅い子すに腰かけ、てきぱきと手を動かすリリアのうしろ姿を眺める。こうやって見ると、リリアの腕は細い。よくもあんなふうに魔銃剣ガンブレードを扱えるものだと感心してしまう。

「なんか新婚家庭みたいだな」

　うっかり口にしたところ、包丁がレインの顔の横をとおりすぎ、壁に突き刺さった。

「あら、手が滑ったわ」

「ぼくも口が滑ったみたいです」

　リリアがふりかえる。

「ところでお砂糖はどこにあるの？」

「あ、ああ。えっと右の棚の上。だったような」

　リリアは棚をあけようと背伸びをする。ぐいーっと手を伸ばしているけれど、届かないようだった。スカートがなにやら心もとなげに、ひらひら揺れている。

「なんで、あんな高いとこに入れてるのよ！」

「いや、塩以外あんまり使わないから」

　レインはリリアのうしろから手を伸ばして、砂糖の入ったビンを手にとると、「ほい」とその手に握らせた。どういうわけかリリアはむうっと、ふくれっ面をしている。顔を赤くして、レインを睨にらみつけてくる。

「なんだよ？」

「背が高いことを自慢してるわけ？」

「いや、平均身長だって」

「これで勝ったと思うなよ！」

「なんなんだよ」

　わけがわからない。



　聖徒会特別寮の食堂は学院の学聖食堂と同じくらいに大きい。なのに、そこにはレインとリリアの二人の姿しかなかった。部屋の隅には大理石でつくられた暖炉がある。もちろん、今の季節、火は入れられていない。

　ウサギ肉（仮）はローストされて甘辛そうな香りのソースがかけられている。オークシャープディング（オークシャー地方の郷土料理で、シュークリームからクリームを抜いてでかくしたようなやつ）と野菜のスープ、マカロニ・アンド・チーズが並ぶ。

「これは美味そうだ」

　レインはさっそく手をつけた。肉をナイフで切り分け、口に運ぶ。

「すげえ、これ、めちゃくちゃ美味い」

「べ、べつに美味しくなんてない！　食べるな！　今すぐ吐きだしなさい！」

「え、なに、その反応！」

「う、な、なんでもない」

　むにゃむにゃと小さく言って、リリアも食事をはじめた。その食べ方は、きちんと教育を受けたお嬢さまのものと思える。そんな彼女がどうして、森の中で暮らしていたんだろう？

「リリアは、いくつなんだっけ？」

　学院は満一〇歳から受験資格を得る。よって、一七歳のレインよりも年下で在学期間が長い聖徒も珍しくない。

「……一六」

　リリアは短く答えた。

「そっか。ぼくより一個下だ。出身は？」

「……エクスター」

「月映えの町エクスターか。いいところだね。土地が広大だし、海も比較的近い」

「知ってるの？」

　パッとリリアが顔をあげる。表情に少しだけ明るさが宿っていた。

「いや、適当に言ってみただけ」

　レインの答えを聞いて、リリアはくちびるをむにゃっと曲げた。

「で、きみが叶かなえたい願いってのは？」

　さりげなくレインは訊ねた。

　けれど、その問いに対して、リリアは強い視線をかえしてくる。踏みこまれることを拒むように。紅あかい拒絶。

「それに答える義務はないと思うけど」

「気があうな、まったく同感だよ」

　それきり、二人は無言で食事をつづけた。
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「へっぷち……ずず」

　リリア・マリアス・バラードは湯船の中でくしゃみをした。

　熱いお湯にからだを浸すのはどれくらいぶりだろう。知らずにたまっていた疲れが、お湯の中にとけていくようでもあった。

　変な感じ……。

　食事が終わってから、リリアはこの部屋に案内された。

「バス・トイレは各部屋に完備されているし、寮には基本的に、ぼく以外誰もいない、ようなものだから気にせず、好きに使ってくれ」

　と、レイン・レッドハートは言った。

「あなたが一番危険じゃない。ヘンタイなんだから」

「じゃあ、ぼくに襲われないよう、くれぐれも注意してほしい。くれぐれもね」

　そんなやりとりをしながらも、リリアはやっぱり変だと思った。

　どうして、聖徒会長である《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》こと、イヴリン・ブラッドベリは寮にいないのだろうか？

　一般寮にいる可能性はまずない。グライムス学院は全寮制というわけでもないので、自宅より通学している可能性もなくはないけれど。でも、聖徒会執行部が利用できるこの特別寮は学院の敷地外にあるとはいえ、ほとんど併設するように建っていて便利だ。利用を避ける理由が見つからない……。

　でも、これは幸運と捉とらえるべきだろう。敵である《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》と一つ屋根の下ですごすなんて、とてもじゃないけれど耐えられない。

　それを言うのなら、レインがいることも問題ではあるのだけれど……。

　彼には裸を見られているし。

　思いだし、リリアはお湯の中に顔の半分まで沈めた。

　ぶくぶくぶく……。

　年とし頃ごろの女の子の裸を見ておいて、ひょうひょうとしているところも気に食わない。べつに喜べとまでは言わないけど、もうちょっとそれらしい反応があってもいいはずだ。

　……って、なにを考えているんだ！

　ぶくぶくぶく……。

　卑怯者フオツクスと呼ばれる少年、レイン・レッドハート。リリアよりも一つ年上らしい。くせのあるダークブラウンの髪と、琥珀色アンバーの瞳ひとみの持ち主。

　リリアは信念と目的を持って、グライムス学院にやってきた。目的を達成するためならばどんなことも厭いとわない。野宿しようと苦しくはない。

　なら、彼は？

　レインは魔法適性を持っていないらしい。

　だから〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉。

　どうしてレインは魔法学校であるグライムス学院を受験したのか。確かに学院の卒業生であるならば、今後の人生で有利に働く場合があるだろう。でも、魔法が使えないのであれば、あまり意味のない称号でもある。

　考えられるのは──《聖者の歯車ロードギア》を手に入れること。

　それなら納得がいく。

　リリアがそうだからだ。必死に勉強し、あらゆる手段を講じて、ようやく切符チケツトを手に入れた。あとは聖徒会長になり、任期をまっとうするのだ。

　早く。早く。一刻も早く。

　レイン・レッドハートを信用しちゃダメだ。騙だまされるな。油断するな。これ以上の弱みを見せるな。



　──リリア、おまえは、いつでもわたしたちの誇りなのだよ。だから、顔をあげていなさい。恥ずべきことなど、なに一つないのだから。

「お父さま……」



　──ああ、わたしのかわいいリリア。その顔を見せてちょうだい。きっといつか、あなたを迎えにいくから。それまでどうか無事で。

「お母さま……」



　リリアは瞳ひとみを閉じる。強く強く閉じる。

　この決心だけは、お湯にとけて消えてしまわないように。

「わたしはまだ幸せになってはいけない」

　リリアは呟つぶやく。それは祈りにも似て──。

「楽しいと感じてはいけない。喜んではいけない。まだ、なにもなし遂げられていないのだから」

　湯船の中でからだをまるめ、こぶしを握りしめる。右手の人差し指にある指輪をそっと上からつつみこんだ。

「わたしはだいじょうぶ。わたしはだいじょうぶ。わたしはだいじょうぶ。わたしはだいじょうぶ。わたしはだいじょうぶ。わたしは──」
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　夜のグライムス学院はどこか不気味だ。石づくりの校舎は無表情でいて、禍まが々まがしい。

　レイン・レッドハートは、コンコンと聖徒会室の扉をノックする。

「おい、イヴ。夕飯だぞ」

　返事はなかったが、レインは真しん鍮ちゆう製せいのノブをまわした。

　イヴリンは明かりもつけずに、窓枠に腰かけ月を見あげていた。まるい月が浮かんでいる。憂ゆう鬱うつな月の蒼あおに照らされてイヴリンの銀髪が冴さえ冴ざえと輝いていた。

　制服が床に脱ぎ捨てられている。イヴリンはほとんど下着同然の格好だった。腕も脚も人形のように細く、今にも折れてしまいそうだった。

「なんて格好してんだよ。それにこんなに暗くして」

　レインがスイッチに手を伸ばすと、

「このままでいい」

　イヴリンはけだるげに答えた。彼女はゆっくりとレインに視線を向けてくる。ねぎらうでもなく、どこか冷めた瞳ひとみをしていた。まるで、永遠に牢ろう獄ごくでの生活を義務づけられた囚人のような瞳。

「なんだ、外へでたいのか？」

「会長でありつづけるかぎりそれは叶わない」

「誰かに譲れば自由になれる」

「きさまにか？」

「ぼくは会長ってキャラじゃない」

　ふん、とイヴリンは鼻で笑った。

「ところで裏山の件はどうなった？」

　リリアを連れて寮に戻る前に、レインはアイリーンのもとを訪れていた。そのときは嘘うその報告をしたが、イヴリンには真実をありのままに告げておく。

「ふーん」

　イヴリンはむしゃむしゃと夕食を口に運ぶ。リリアとは違ってマナーなどあったものではない。

「ずいぶん気のない返事じゃないか」

　しかし、イヴリンはレインの言葉に反応しない。自分の手のひらを眺めていた。イヴリンの手はソースと脂で汚れていた。その手をレインに向かって突きだしてくる。

「舐なめろ」

　イヴリンは言った。レインはなにも言わなかった。

「舐めろ」

　イヴリンがもう一度言う。

　レインはイヴリンのそばで跪ひざまずき、その華きや奢しやな手をとる。人形のような小さな手。滑らかで、白い。強く握ったら壊れてしまいそう。

　レインはゆっくりと彼女の指先を口に含んだ。甘辛いソースの味がする。

「きさまはわたしの所有物おもちやだ」

「わかってる」

「きさまの目も、きさまの腕も、きさまの罪も、きさまの闇やみも、すべてわたしのものだ」

「知っている」

「ぜったいにわたしを裏切るな」

「おまえもな」



　　　　　†



　腕をギプスで固めたレイモンド・コーネルは夜のダイロン市内を歩いていた。

　とり巻きたちの姿はない。

「オスカーのやつ、許さねえ」

　レイモンドはギリと奥歯を噛かみしめた。

　聖徒会執行部も封ふう規き委員も気に食わない。どいつもこいつも気に入らない。

　幼いころ、レイモンドは世界の中心に君臨する王だった。

　栄えあるコーネル伯爵家の跡取りとして生まれ、ゆくゆくは女王陛下ハー・マジエステイに仕える国家認定魔導師になることを期待されて育てられた。

　しかし、自分が世界の王などではなかったことに気づかされるのに、それほど時間はかからなかった。

　グライムス学院には優秀な学聖が集まる。

　レイモンドよりも、ずっと優秀な学聖たちが。

　レイモンドはグライムス学院の中では平均的な一聖徒でしかありえなかった。

　能力認定〈ＬＥＶＥＬ３クラツシユ〉、Ｃクラス。

　進級試験でも、その地位はかわらず、やがてレイモンドは努力することを諦あきらめた。

　見あげることをやめる。足もとを見つめ、アリを踏ふみ潰つぶす快感を覚えた。

　あるいは、そうしなければ、レイモンドの心は平静を保てなかった。

　そのことを自覚しないようにも努めた。気づいた瞬間に、レイモンドのプライドは粉々に砕けてしまうだろう。

　レイモンドは暗い夜道を歩く。逃げるみたいに。

　町の明かりは微細魔術機関マイクロマシンである発光天使エンジエルフライに頼っている。その姿は海洋生物のクリオネに似ているものの、大きさは一センチから手のひらサイズくらいまでと幅広い。昼間は硝子ガラス筒の中でおとなしく眠っているが、暗くなりはじめるとひとりでに発光し、町に明かりを提供してくれる。硝子ガラス筒から飛びだして空中をひらひらと泳いでいるものもある。

　しかし、レイモンドはできるだけ街灯の明かりの届かない、暗い道を選んで歩いた。

　目的地があるわけではなかった。ただ、誰にも会いたくなかった。

　惨めだ。

　そして、自分が惨めであることを自覚するほどに敵意は外へ向かう。

「殺してやる殺してやる殺してやる」

　レイモンドは、足もとばかり見ていたせいで、気づくのに遅れてしまった。

　浮浪者たちが路地裏の細い道を塞ふさいでいる。一目でそうとわかる、みすぼらしい身なりの男が三人。一人は右手が粗末な機械義手で、一人は眼帯をしている。もう一人は一見するとどこも異状がないようだが、足のサイズが左右で違うところを見ると、機械義足でもしているのだろう。

　ひょっとすると、先の大戦の帰還兵なのかもしれない。帰国した兵士の半数以上が心を病んだと聞いている。身をやつして、路上生活を余儀なくされる者も少なくない。

「どけよ、ゴミども」

　レイモンドは怒鳴るようにして言った。浮浪者たちは顔を見あわせ笑った。

「兄ちゃん、カネ貸してくれよ」



　魔法の詠唱も間にあわなければ無用の長物だ。ゴミと見下した三人の浮浪者に、レイモンドは殴られ、蹴けられ、有り金すべてを奪われた。ゴミ捨て場から見あげた月は、涙で滲にじんでいるせいだろうか、熟した果実のように映った。

　全身が燃えるように熱い。けれど痛みらしい痛みは感じない。からだが動かなかった。

　どうにでもなればいいような気がした。こんなクソみたいな世界、終わってしまえばいい。そう思った。

　そのときだ。



「憐あわれに見えるのが、あなた」



　レイモンドの頭上に声がふり注いだ。

　そこには少女が立っていた。

　雨もふっていないし、今は夜だ。それなのに、なぜか真っ黒い傘パラソルをさしている。その上、真っ黒い衣装ドレスを着ているせいで、半分以上が闇やみの中にとけこんでいた。

　顔は驚くほど美しく、しかし、肌は屍し者しやのように白い。妙な化粧が施されている。

　なんだよ、おまえ？　見せもんじゃねえぞ。

　思ったが、口が動かなかった。



「欲しいのは、力ね」



　少女は言った。透きとおった水晶クリスタルのような声だった。

　レイモンドのそばでしゃがみ、なにかを手渡してくる。

　それは見たこともない装置だった。手のひらよりもいくらか大きく、アルファベットと数字が記載されたボタンと、硝子ガラス窓のようなものがついている。

　ただ、ギアやコイルが剥むきだしになっていて、およそ正常な状態とは思えない。

　なんだよ、これ？

　レイモンドは少女を見あげる。

　しかし──そこにはもう誰もいなかった。

　幻だったのだろうか？

　いや、レイモンドの手にはその装置が残されている。

　そして唐突に。

　装置が起動した。

　硝子ガラス窓──ディスプレイに大量の文字が羅列される。

　それは古代語であるため、レイモンドには読みとることができない。にもかかわらず、レイモンドはディスプレイを見つめつづけた。



　レイモンドは知らない。手の中にあるそれが、サー・イル・グライムスが遺のこした五つの魔導具の一つ、《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》であることを。










　　第三章　優しい弾丸、あるいは刃



　夢を見ている。

　彼はいつものように泣き笑いの化粧を施していた。だから、レインには彼の本当の表情が見えない。

「ご来場まことにありがとうございました。本日の公演はこれにて幕。またのお越しは、くれぐれもご遠慮くださいませ」

　拍手喝さいを浴びた彼は、おどけてお辞儀をする。

「救われざる者には笑いを、幸福なる者にはせめてもの不幸を。あなたに愛と憎しみをこめて……なあに、道化師クラウンのほんの戯たわ言ごとでございます」



　敵を愛し、味方を溺でき愛あいするのが彼のやり方だった。みんなが笑顔になれば争いなんて消えてしまう。彼はそう信じていた。

　生意気な子供は彼に反発する。みんなが幸せになんてなれるわけがないじゃないか。誰かの幸せは、ほかの誰かの不幸の上にしか成り立たない。

　彼は子供の真面目まじめすぎる言葉ににやにやと笑う。

「おまえの言っていることは正しい。でも、それだけだ。意味ないね」

「なんだよ、それ」

　子供は食ってかかる。彼はやはり笑っている。

「おまえの言ってる、どっかの借り物みたいな正しさなんてゴミみたいなもんだっつってんだよ」

「じゃあ、あんたの正しさってなんだよ？」

「正しさなんてどうでもいいんだ。そんなのなんの役にも立ちゃしねえ。おれがやりたいことは最初から一つだけだ」

「やりたいこと？」

　彼は笑って言う。

「世界を救うんだ。男に生まれたからには、一度くらいはやってみてえじゃねえか」



　目が覚めればすべて消えて、それでおしまい。

　世界は今日も救われていない。
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　昼休みになって、レインはまず食堂ではなく、総合事務所へと向かった。今朝提出した申請書類の審査が終わっているはずだったからだ。

　当然のようにレインは申請が受理されるものと思っていた。

　だが、受付窓口で返却されたのは、「不許可」の印が押された入寮申請書であった。

「これは、どういうことですか？」

　レインが受付窓口の向こうにいる事務員に問いかける。初老の事務員はめんどうくさそうな目をレインに向けた。

「悪いがね、バラード家のお嬢さんの入寮は許可できない」

　彼はいがらっぽい声でそう答える。

「おまえさん、聖徒会執行部の役員だろう」

「ええ」

「バラード家の娘と親しいのか？」

「どうでしょう」

　レインは肩をすくめた。

「バラード家にはかかわらんほうがいいぞ」

　レインはまじまじと、その事務員を見つめかえした。よく見れば、事務員の左目には魔術義眼がはめられていた。虹彩部分に薄く刻印が浮かんでいる。顔がひきつれているところを見ると、きちんと適合していないのだろう。戦場での仮処置を施された者によく見られる症状だ。そして、彼らの多くは帰国後も仮処置のままで放置している。

　新しい義眼を買うお金の余裕がないからだ。

「理由をお訊ねしても？」

　彼のほかにも数人の事務員が作業をつづけていた。それぞれがそれぞれのやり方で、こちらを気にしていることがわかる。

「バラード家の財産は差し押さえられている」

「財産が、差し押さえられている……？」

「そうだ。爵位も剥はく奪だつされているし、保証人の欄も無記名だ。悪いが学聖寮は慈善事業でやっているわけじゃない」

「奨学金制度があるじゃないですか。それを使えば寮にも入れるのでは？」

「もちろん、そのとおりだ。しかし、奨学金制度を利用するには入学試験で一定以上の点数を獲得する必要がある。つまり奨学金とは、援助を与えてでも入学してほしい優秀な聖徒に支給されるべきものなのだ。残念ながら、バラード家のお嬢さんはそれを満たしていない」

　Ｌクラスのリリアを優秀と呼ぶのは難しいかもしれない。実技が満点でも、筆記は〇点だったのだから。

「なぜ、バラード家の娘を合格させたのか、そもそも疑問だ。なんらかの裏取引でもしたんじゃないかとしか思えないね」

「裏取引、ですか？」

　財産が差し押さえられているのに？

「実情は知らんがね」

　レインはなにも言わなかった。

「バラード家はわが国の恥だ。この学院には相応ふさわしくない」

　国の恥とは仰々しい言葉だ。そう思いながら、ようやくレインは理解する。

「綱渡りを見にくる観客は、曲芸師が落ちることを期待している」

　落ちたほうが、おもしろいから。

　落ちた曲芸師が立ちあがろうとすれば、その無様さを笑う。そういうものだ。

　レインの呟つぶやきに事務員が訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。適合していない魔術義眼がぐるりと回転する。そのさまは少しユーモラスで、それ以上に物悲しい。

「なんだね？」

「いえ、なんでもありません」

　学聖寮にあき部屋がないわけじゃない。リリア一人くらい、本当はどうとでもなる。

　しかし入寮許可はおりない。それはただ一つの理由による。

　バラード家はなんらかの事情で差別されているのだろう。

　国の恥、と彼は言った。爵位を剥はく奪だつされたということは、一族の誰かが、なんらかの罪を犯したのだろうと推測される。

　昨日、レイモンドたちはそのことでリリアをからかったに違いない。Ｌクラスに途中編入した少女の家は没落貴族で、国の恥。そして聖徒会長になろうとしている。

　なかなかおもしろい経歴だ。興味深い。

「お手間をとらせてしまい、申しわけありませんでした」

　レインは事務員に頭をさげた。

「失礼します」

　総合事務所をでてから、突きかえされた入寮申請書はまるめてクズカゴにほうる。レインはその足で学聖食堂へと向かった。食堂はずいぶんと混雑している。

　そんな中からレインはお目当ての人物を見つけだした。

　美しい金髪ブロンドをショートボブにまとめた、青玉サフアイアの瞳ひとみの持ち主。上着ジヤケツトのパッチポケットには簪カンザシが飾られている。

「なあ、メル」

　メル・ホワイトは友人たちと食事の真っ最中だった。レインの声に彼女は顔をあげる。

「やあ、きみか、レイン。ボクになにか用かな？」

「ちょっと頼みごとがあるんだ」
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「ひざまずけムシケラ」

　いきなりそんなふうに言われたので、リリアはカチンときた。勢いで腰のホルダーにおさめている魔銃剣ガンブレードへ手が伸びる。

　言ったのはイヴリンで、レインが彼女のおでこをぺしっと叩たたいた。

「痛いぞ、なにをするっ！」

　書類の束が積み重なっている聖徒会長席。そこで、ふんぞりかえっていたイヴリンは、おでこを押さえて隣に立つレインを睨にらんだ。

「おまえが彼女に暴言を吐くからだ」

「違う違う。勘違いするな。わたしは転入生ではなく、きさまに言ったのだ」

　レインが再びイヴリンのまるいおでこをぺしっと叩いた。

「いたっ！　きさま生意気だぞ。調教してやる。ちょっとしゃがめ」

「うるさい、バカ野郎」

　これはいったいなんなのだろう、とリリアは思った。



　一日の授業が終わったところで、リリアは戦せん挙きよ管理委員会を訪れる予定でいた。

　聖徒手帳によると、聖徒会長に立候補する者はまず戦挙管理委員会にて書類申請をおこなう必要があるということだった。中立機関であるところの戦挙管理委員会はその書類を現役の聖徒会長のもとへ提出しにいく。決闘の方法、場所、日時が決定され、戦管をつうじて挑戦者に知らされる、という仕組みだ。

　けれど、リリアが戦挙管理委員会を訪れる前に、校内放送が鳴り響いたのだった。

『えー、リリア・マリアス・バラードさん、リリア・マリアス・バラードさん。至急、聖徒会室まできてください。くりかえします。リリア──』

　その声はレインのものだった。

　無視しようかとも思ったのだけれど、レインには一宿一飯の恩がないわけでもない。あんなのお節介以外のなにものでもないけど……。

　相手は敵である聖徒会だ。油断は禁物である。

　でも、これは敵を知るための好機チヤンスかもしれない。なんのつもりで自分を呼びだしたのか知らないけれど、利用しない手はない。

「よし、いってやろうじゃない！」

　気合いを入れて聖徒会室にやってきたところ、第一声が、イヴリンの「ひざまずけムシケラ」であった。

　ぜったい倒す！　と、リリアは心に誓う。

　イヴリン・ブラッドベリ。

《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》と呼ばれ、おそれられているグライムス学院の聖徒会長。

　その姿は、まるでよくできた陶人形のようだった。触れたらとけてしまいそうな美しい銀色の髪、金色ゴールドのつぶらな瞳ひとみ、まるみをおびた頬ほおに、桃色のくちびる。手足は細くて華きや奢しやだった。制服をきちんと着るのが好きではないらしく、なんとなくだらしない。

　とてもじゃないけど、学院の聖徒会長が務まるようには見えなかった。最初に勘違いしてしまったように、まだしも彼女の隣に立つ彼のほうが《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の名に相応ふさわし……くもないか。

　レイン・レッドハート。

　卑怯者フオツクスと、聖徒たちに呼ばれ、侮られているグライムス学院の聖徒会書記。

　彼は〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉だ。魔法学校の聖徒なのに、魔法を使うことができない。

　ダークブラウンの髪はくせ毛なのか、あちこち跳ねている。瞳は琥珀色アンバーで、口もとには皮肉めいた笑みがはりついている。典型的な詐欺師の顔立ちだった。

　背は特別高いほうでもないのだろうけれど、リリアよりは高い。立って並べば、見あげなければならないから、なんとなく癪しやくに障る。昨夜もリリアでは届かなかった棚の上に手を伸ばしていて、なんだか変に意識してしまった……。

「それで、わたしはどういう理由で呼ばれたわけ？」

　互いの頬ほおをひっぱりあう聖徒会役員を見つめながらリリアは訊ねた。

　二人は手をとめて居住まいを正す。

「ふむ、きさまを呼んだのはほかでもない。小娘」

「どちらかと言えば、おまえのほうが小娘だけどな」

「話の腰を折るな！　死に至らしめるぞ！」

　レインによれば、ブラッドベリの一族は呪のろわれているために、ひとを殺すことができないのだそうだ。誰も殺せない殺し屋。ゆえに最強。

「こほん。あー、小娘」

　イヴリンがリリアに向きなおった。しぱしぱと大きな目を瞬しばたたかせる。



「今この瞬間から、きさまを聖徒会執行部の準役員に任命する」



　それは予想もしない言葉だったけれど、

「お断りだわ！」

　リリアは胸を張って即答する。

「──ああ？」

　リリアの態度にイヴリンが眉まゆをひそめた。

「なによ、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》？」

　二人のあいだに静かな紫電が生じる。

「きさま、このわたしにたて突く気か？」

「だったらなに？」

「いい度胸だ。目障りな胸だしな」

「む、胸は関係ないでしょ」

「よし、処刑してやる」

　イヴリンが立ちあがりかけ、リリアは魔銃剣ガンブレードのグリップを握る。

「ちょ、待て待て。ちゃんと説明させてくれ」

　そこへレインがわって入ってきた。

「なによ、説明って？」

「リリア、きみには聖徒会執行部の雑用を頼みたいんだ。ご覧のとおり書類は山積みだ。目をとおすそばから積みあげられていく。片づけるのを手伝ってほしい」

「言ったでしょ。お断りよ。どうしてわたしが、そんなことしなくちゃならないわけ？」

　リリアの言葉にイヴリンが余裕をとり戻す。再び、椅い子すにふんぞりかえり、机の上に足をなげだした。うにうにと裸足はだしの指を器用に動かしている。

「きさま、住む家がないそうだな」

　リリアはとっさにレインを睨にらみつけた。

「しゃべったの!?」

「だいじょうぶ、学院には報告してないから」

　レインにはまるで悪びれた様子もない。その顔に浮かぶ詐欺師めいた笑みに、またしても腹が立った。そもそも卑怯者フオツクス呼ばわりをされているのに、へらへらしているところが気に入らない。こんなやつが約束を守って、黙っていてくれると信じたのが間違いだった。リリアは自分の迂う闊かつさを今さらながらに嘆く。

「安心しろ」

　イヴリンがひらひらと小さな手をふる。

「わたしも学院側に漏らす気はない。せっかく弱みを握ったのだから、飽きるまで存分に利用させてもらう。まずは聖徒会執行部の準役員になれ。そうすれば聖徒会特別寮での生活を特例として認めてやる。もちろん立ち入り禁止区域に無断侵入したことにも目をつむってやる」

「脅しってわけ？」

「きさまにもメリットがあるだろ。それとも今夜の宿に当てでもあるのか？」

「そ、それは……」

「ちなみに、聖徒会役員でもないやつに二日も三日も寮を使わせるわけにはいかない。これは、はっきりさせておこう」

　にやり、という具合にイヴリンは微笑ほほえんだ。小粒の歯がきらりと光る。

「そ、そんなのわかってるわよ。でていくつもりだったわよ！」

「今朝、きみの入寮申請をしにいったんだ」

　と、レインが口を挟んだ。

「残念ながら却下されてしまったけど」

「わたしに断りもなく勝手にやったの？」

「よかれと思ったんだけど。寮に入れないとなると、町で部屋を借りなくてはならないだろ。でも、それにはお金がかかる。もちろん、きみを洞どう窟くつに戻すわけにもいかない」

「だから聖徒会特別寮に住まわせてやる。そういう話だ。部屋は余っている。学院からの距離は一般寮とくらべると遠いが、洞窟にくらべれば快適だろう」

　さて、とイヴリンは仕切りなおした。

「もう一度言う。今この瞬間からきさまを聖徒会執行部の準役員に任命する」

　リリアは口を開こうとしたが、イヴリンがそれを許さなかった。

「これは会長命令だ。きさまに拒否権はない。なおも断るのであれば、きさまを学院にいられなくする」

　リリアはこぶしを握り締めた。奥歯も強く噛かみしめる。

「ここでなおも突っぱねるのはそれほど難しいことじゃない」

　と、レインが柔らかい口調でつけくわえた。

「でも、それが得策でないことくらい少し冷静に考えればわかるだろう？」

　その穏やかさが、ひどく鼻につく。

「……い、いいわよ。わかったわよ。雑用でもなんでも受けてやるわよ！」

　勢いに任せてリリアは大声をあげた。そして二人を強く睨にらみすえる。

「でも、これだけは言っておく。ひとの弱みにつけこんで、にやにや笑っているなんて、あなたたち最低よ！」

　イヴリンはふっと微笑ほほえんだ。

「褒め言葉として受けとっておく」



　こうして、リリアの聖徒会執行部準役員としての仕事がはじまった。

　それから、あっという間に三日が経過する。

　やるべきことは簡単だけれど、その量が尋常ではなかった。レインの言うとおり、片づけた端から新しいものが積みあげられていくのだ。

　そのあいだの生活はよくも悪くも変化はなかった。寮は広く、レインのことも避けようと思えば避けられた。教室では否いや応おうなく顔をあわせることになるけれど、無視していればいいだけのことだ。放課後になったら聖徒会室にて、ひたすら書類を読みこむ。聖徒会長であるはずのイヴリンはなにもせず、寝転がって漫画本カートウーンを読んでばかりいた。あとは、ときどきレインとケンカをしたり。

　リリアはできるだけかかわらないように努めた。

　そんな三日間だった。

　しかし、その日は違った。

　放課後になって、聖徒会室へ向かおうとしていたところをレインに呼びとめられた。

「今日は買いだしにでかける」

　と、レインは言った。



　ダイロン市内は活気にあふれていた。

　石畳の大通りを四輪馬車と混合動力車ハイブリツドキヤリツジが走りぬけていく。立ち並ぶ商店、青果店、肉屋、靴屋、硝子ガラス職人の工房。店の前で商人が声を張りあげ、子供たちが笑いながら駆けていく。

　レンガの壁を泳ぐ影魚シヤドウフイツシユ、道に茣ご蓙ざを敷いた占い師と彼の肩にとまる模造鳥メタルパラキート、美しい衣装ドレスに身をつつんだご婦人と、彼女をエスコートする紳士、そのうしろをトコトコと歩く発条人形ピノツキオは荷物持ちなのだろう。

　リリアの足もとを縞しま模も様ようの猫がてけてけと歩いていく。一度立ちどまり、リリアを見あげた。猫は「なに見てんだよ」とでも言いたげにひと声鳴くと、そのまま物陰に隠れてしまった。

　なにを買いにきたのか、レインからは聞かされていなかった。リリアを連れてきたということは大荷物なのかもしれない。べつに興味なんてないけど。というのは本当は嘘うそだけれど、興味があると思われたくなかった。

　つーんとすましつつ隣を歩くレインをそっと窺うかがう。

　彼は学院指定の上着ジヤケツトを脱いで片手で持ち、ワイシャツの袖そではまくりあげていた。ベストは着ていたけれど、ネクタイは緩めている。

　紳士とは程遠い。

　髪の毛もぼさぼさだし。なんだかちょっと、だらしない感じだ。

　一緒に町を歩くなら、もう少し身だしなみくらい……。

　──って、なにを考えているのだろう。

　こいつがどんな格好してようと関係ないじゃないか。

　同年代の男の子と二人で歩くことなんて今までなかったから、変なことを考えてしまった。急いで頭の中から追いだそうとして、ぶんぶんと顔を横にふる。

　そのせいで足もとがおろそかになっていた。なにかにつまずく。石畳の道はところどころで敷石が抜けている。そこに足をとられたらしかった。

「うきゃっ」

「なにしてんだよ？」

　レインが転びそうになったリリアの手をとり、からだを支えていてくれた。

「うきゃって小猿みたいな悲鳴だな」

「な、ななな、なによ！　気安く触らないで！」

　レインの手を乱暴に払う。レディに向かって小猿とか、ありえない。

「なんだよ、助けてやったのに」

「た、頼んでないわよ！」

「はいはい、そうかよ」

　レインはぶっきらぼうに言って、また歩きだした。

　その背中をリリアはふくれっ面で見つめる。

　強く言ってしまったけれど、今のはちゃんと感謝しなきゃいけないところだった。それくらいわかっていたけれど、今さらありがとうなんて言えない。

　リリアは小走りでレインを追いかけ、その隣に並んだ。やっぱり感謝の言葉はでてこなくて、しかたなく、べつの話をふった。

「なんかあの書類の山って嫌がらせみたいよね」

「ああ、そのとおりだよ。あれは嫌がらせなんだ」

　レインはそれがごく普通のことであるようにさらりと答える。

「なにそれ、どういうことよ？」

　嫌がらせみたいとは言ったけれど、本当に嫌がらせとは、どういうことなのだろう？

「聖徒会執行部には敵が多い。彼らは執行部を失墜させようと必死なわけだ。単純に仕事を増やせばミスをする確率も高まる。ぼくらがミスをすれば嬉き々きとしてそこをついてくる。戦わずして、イヴを会長の座からひきずりおろし、空席を懸かけてみんなで争うというのがシナリオだ。今なら学園祭に向けて架空の申請をしたり、わざと内容を重複させたりして、ぼくらに無駄な仕事をさせる。予算は決まっているわけだから、配分を間違えたり、一部に肩入れするような結果になれば、それはこちらの落ち度となる」

「好きじゃないわ、そういうやり方」

　リリアが率直に感想を述べると、レインは顔に緩い笑みを浮かべた。

「な、なによ？」

「きみはいい子なんだなと思って」

　バカにされてるみたいでとても腹立たしい。リリアは「ふんっ」と言ってそっぽを向いた。すると、子供たちが路地裏でカードゲームに興じているのが目に入る。カードに刻まれている汎はん用よう魔法式の効果で、魔法適性を持たない子供でも、絵柄のキャラクターを実際に召喚することができる、というおもちゃだ。もちろん、本当の戦闘力はないのだけれど。栗くり色いろの髪をした男の子が、火焔蜥蜴サラマンダーを召喚していた。

「リリアもぼくらを利用すればいい」

　不意にレインが言って、リリアは横から彼を見あげる。

「イヴは誰にも負けない。ぼくはそう思っているけど、それはぼくの主観にすぎない。世界の法則でもなんでもないわけだ。もし、きみがイヴを倒したいのなら、そばであいつを観察すればいい。今のこの状況をすべて利用してね。ぼくには見つからないけど、リリアならあいつの弱点を見つけられるかもしれない」

「あなた、誰の味方なわけ？」

「ぼくはいつだって、ぼくだけの味方だ──っと、あぶない、見逃すところだった」

　レインが急に方向転換をする。

「なに、ここ……婦人服専門店？」

　大きくて立派な看板がかけられていて、リリアはぽかんとそれを見あげる。ウィンドウに豪ごう奢しやな衣装ドレスが飾られていた。レインはドアをあけて、ずんずんと中に入っていく。リリアもすぐにつづいた。店内には、きらびやかな布地がたくさん並んでいる。

「ここは一階が布地屋で、二階で仕立てもやってくれるんだ」

　おしゃれな格好の男女で賑にぎわっていた。

　どうやら、男性が意中の女性に衣装ドレスをプレゼントするようだ。

　ということを理解して、

「え、これ、あの……」

　突然の状況にリリアは混乱する。

　ひょっとして、レインはリリアのために服を買おうとしているのだろうか。

　というか、それ以外にこんなところへ自分をつれてくる理由が思い当たらない。

　でも、どうして？

　リリアがいつも制服しか着ていないからだろうか？

　さっきはレインの格好をだらしないと心の中で思ったけれど、レインのほうもリリアの格好をみすぼらしいと思っていたのだろうか？

　リリアは実は制服以外にきちんとした服を持っていなかった。まったくないわけではないけれど、年とし頃ごろの女の子が着飾るかわいらしい服は一つも持っていない。

　急に顔が熱くなってくる。きっと今、自分の顔はりんごみたいに真っ赤だ。

「これなんかどうかな？」

　レインは見本の布地を手にとって、リリアのほうに示した。

　それは海を思わせる深い藍あい色いろの布地だった。

「え？　あ、いや、えと、あの、その……」

　本当はもっと明るい色が好みだったけれど、男の子に服を選んでもらったことなんて今まで一度もなくて頭の中がパニックに陥ってしまった。わたわたと手を宙に彷徨さまよわせる。

「どうした？　顔が赤いけど、気分でも悪いのか？」

「そ、そういうわけじゃ、ない、けど……」

「なんか変だぞ？」

「あ、いや、その、だから……そういうの、わたし、困る」

　リリアはぎゅっと目をつむった。

「なに言ってるんだ？　この色、どうかなって訊きいてるだけじゃないか」

「い、色は……もうちょっと明るいほうがいいかも……というか、えっと」

「ふーん、そうか。明るいほうがいいか。じゃあ、こっちは？」

　レインがまたしても見本をさしだしてくる。

　今度のは、藍色にほんの少し赤がまじっていた。紫水晶アメジストの色だ。

「へ？」

　声が裏返ってしまう。

「えっと、あの、い、いいんじゃない？」

　思わずリリアは言ってしまった。しかし、口にしたとたんに後悔の念が襲ってくる。ああ、なんてことを言ってしまったのか。レインは、言ってみれば、敵だ。……敵のようなものだ。リリアの弱みを握って、利用しようとしている最低な男なのだ。宿を借りているとは言っても気を許してはいけない。彼からこれ以上施しを受けるべきではない。

　やっぱり断らなくちゃ。

　あの、と声をかけようとすると、レインが満足げに頷うなずいた。

「よかった。やっぱり女の子についてきてもらって正解だったな。いつもイヴの私服を選ぶのは大変なんだ。適当なの買ってくと怒るし、って、あれ、なんでそんな怖い顔してんの？」

「し、知らないっ！」

　その大声に、店の従業員並びにお客さんがもれなくリリアをふりかえった。



「ぼくがなにをしたって言うんだ……」

　まだ赤く腫はれている頬ほおを押さえながら、レインがリリアにジト目を向けてくる。

「自分の胸に手を当ててよく考えてみればいいわ」

　そう言ってやると、レインは自分の手を律儀に胸に当てていた。

「……さっぱりわからん」















　などと呟つぶやいている。

　転んで泥だらけにでもなってしまえばいいよ、クズめ。

　リリアは心の中で毒づいた。

　レインの手も、リリアの手も、お菓子やら漫画本カートウーンやらで溢あふれている。ぜんぶ、イヴリン・ブラッドベリのものらしい。リリアは、結局は荷物持ちとして呼ばれただけだった。

「聖徒会長ってのは、いいご身分ね。こんなのぜんぶ自分で買えばいいじゃない」

　リリアが愚痴をこぼすと、

「あいつは学院の敷地内からでられないからな」

　と、レインが答えた。

「学院からでられないって……、それ、どういうこと？」

「グライムス学院の聖徒会長に選ばれた者は、二年間の任期をまっとうするか、あるいは途中で辞職ないし解任された場合を除き、学院の敷地内に軟禁される」

「どうして？」

「強制力が働くからだ。学院にはグライムスの魔導具が保管されているんだけど、それは知ってる？」

「《聖者の歯車ロードギア》、《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》、《憑匣パラダイス０》、《愛匣パラダイス４》、《病人形マイ・フエア・レデイ》」

「そう。それらは学院のどこかに保管されている。でも、普段は誰もそれを見ることはできない。というのはグライムス自身が高度な回廊魔法をかけ、誰も保管室に辿たどりつけないようにしたからだ。聖徒会長にも同じような回廊魔法がかけられている。聖徒会長に就任すると石板モノリスに名前が刻まれるんだけど、そのときから、魔法が発動するようになっていて、外へでられなくなる。呪のろいみたいなものだな」

　どうしてグライムスは聖徒会長に回廊魔法をかけたのだろう？

　リリアが疑問に思ったそのとき、

「あの」

　不意に声をかけられた。リリアは足をとめる。

「お花はいかがですか？」

　目を向けると、そこには幼い少女が立っていた。すすけたブラウスとスカート。手には花の入ったカゴがある。彼女は花売りの少女のようだ。

「お安くしておきますよ？」

　か細い声だった。少女はぎこちなく微笑ほほえむ。

　カゴの中には白や赤やピンクの花が詰まっていた。甘い香りが漂っている。

「わあ、きれい。それにいい香り」

　言って視線を落としたリリアは、花売りの少女が靴を履いていないことに気づいた。

「芳香種なんです。お部屋に飾るととてもいい香りがしますよ。いかがですか？」

「うん、それじゃあ……」

　しかし、リリアはそこで言葉を飲みこんだ。リリアは自分で自由にできるお金を持っていなかった。花の一本も買えない自分に気づいて、息が苦しくなる。

「あ、えっと……」

　リリアは口ごもった。花売りの少女は控えめな笑みを浮かべてリリアを見あげている。

　どうしよう。リリアはこぶしを握り締めた。

　すると、

「ユリの花を一本くれるかい？」

　レインが言った。柔らかな声だった。荷物を置いてしゃがんだレインは、その幼い少女と目線をあわせている。優しいまなざしだった。リリアの知る軽薄な彼とは、まるで別人みたいだ。

「ありがとうございますっ」

　レインは代金を払い、少女の手から白いユリの花を受けとった。

「あの、お二人は恋人同士なんですか？」

　少女が恥ずかしそうに、そしてどこか羨うらやましそうに口にする。

「どう見える？」

「とてもお似合いのお二人だと思います」

　違うけど、違うなんて言えなかった。リリアはぐっと堪える。

　レインがその一瞬だけ勝ち誇ったようににやりと笑って、リリアを見た。むかつく。

「ありがとう」

　レインは少女にお礼を言った。少女も頭をさげて、小走りで駆けていった。

　花売りの少女が見えなくなってから、リリアはレインの足をげしっと蹴ける。

「なんだよ」

「……べつに」

　レインはユリの花を手の中でくるくるとまわしている。

「それ、どうするのよ？　部屋に飾るの？　似合わないわね！」

「白いユリの花言葉を知ってる？」

　レインはリリアの嫌味なんて無視して訊ねてきた。

「……『勇壮』よ」

　白いユリの花は勇ましさの象徴だ。

「そう。気高くあり、無む垢くでもある。おそれず、媚こびず、後退しない」

　言ってから、レインがリリアを見つめてくる。琥珀色アンバーの瞳ひとみは太陽の光のもとではきらきらしていて、すごくキレイだった。

「な、なによ？」

「リリアみたいだなと思って」

　急速に顔が熱くなるのを自覚した。いや、騙だまされてなるものか！

「バ、バカにしてるの!?」

「ぼくが？」

「あなたが！」

「きみを？」

「わたしを！」

「バカにしているって？」

「そうだって言ってるでしょうが！」

「誤解だよ。ぼくは生まれてこのかた、きみをバカにしたことなんて一度もない」

「その言い方が腹立たしいのよ！」

「よく言われる」

　レインは笑った。へらへらした顔もむかつく。

　と、そこで、

「ほら、やるよ」

　レインが手の中のユリの花をリリアに差しだしてきた。

「うなもっ！」

　それはまったくの不意打ちだった。

「な、ななな、なんでよ？」

　女の子に花を贈るってことは、それはもしかして、もしかして──。

「いや、さっき、もの欲しそうに見てたじゃないか。でも、お金持ってないんだろ？　しょうがないからぼくが立て替えて、痛いっ！」

　リリアはもう一度レインの足を、さっきよりも強めに蹴けっておいた。

「もの欲しそうになんて見てないわよ！　ヤなやつ！」

　角に足の小指でもぶつけて粉砕骨折してしまえばいい。
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「なにをしている、ブラッドベリ？」

　オスカー・ベネトンは封ふう規き委員長の席を占拠しているイヴリンに訊ねる。

「暇なんだ。わたしの相手をしろ、オスカー」

　イヴリンは勝手にひきだしをあけ、中身を物色していた。

「目障りだ、失うせろ」

　オスカーの厳しい言葉など気にする様子もなく、イヴリンは執務机に足をのせた。きしきしと椅い子すを軋きしませる。銀色の髪がさらりと流れた。

「封ふう規き委員というのは気がきかない連中だな。茶の一杯もでないとは」

　部屋の中にはオスカーとイヴリン以外に誰もいない。全員が避難したあとだった。それでいい。イヴリン・ブラッドベリに近づいてはならない。

「もう一度言う。失うせろ」

　イヴリンはぷっくりと頬ほおを膨らませた。

「なんだ、つまらないやつめ。ああ、退屈だ」

　幼子のように、ばたばたと足をばたつかせる。

「フォックスとでも遊んでいればいいだろ」

「あいつは買いだしにいっているから留守だ」

「……ブラッドベリ、おまえ、あの転入生を執行部にひきこんだらしいな。どういうつもりだ？」

　史上二人目のＬクラス聖徒、リリア・マリアス・バラードが、レイン・レッドハートにつづいて聖徒会執行部に入ったという情報は早い段階でオスカーの耳に届いていた。

　いや、オスカーだけではない。今や学院内で知らない者はいないだろう。

「レインが勝手にやったことだ、わたしは知らない」

「バラード家のことはおまえも知っているだろう？」

「先の大戦時に同盟側に情報を売っていたとかなんとか」

「品位を問われるぞ」

「品位？　はて、そんなもの誰に問われると言うのだ？」

　イヴリンがオスカーに冷たい金色ゴールドの視線をかえす。

　オスカーは返事ができなかった。自身のアッシュブルーの髪をなであげる。

　それを見て、イヴリンはまだ多分に幼さの残る顔に邪悪な笑みを浮かべた。彼女の小粒の歯は、しかし、気の抜いたところを見せようものなら獰どう猛もうな牙きばと化すだろう。

「ときにオスカー。ご両親はご健勝か？」

「……でていけ」

　オスカーは視線を鋭くし、低い声で答える。

「今すぐだ」

「ふん、つまらん男だ」

　イヴリンは執務机より足をおろし、立ちあがった。オスカーのすぐ横をとおりすぎようとして、立ちどまる。長身のオスカーと並べば、イヴリンの背の低さはなお際立つ。

「きさまとなら、いつでも勝負してやるぞ？　それなりに楽しめそうだ」

「身の程はわきまえている。正攻法で戦っても、おまえには勝てない」

「小さい男だな。器が知れるぞ」

「おまえは化け物だ」

「褒め言葉として受けとっておく」

「だが、必ず、ひきずりおろす。首を洗って待っていろ」

「楽しみにしているよ」

　誰もいなくなった封ふう規き委員会室にオスカー一人が残される。オスカーは思い切り壁を殴りつけた。
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　必要なものは買いそろえた。あとは聖徒会室に戻るだけ……なのだが。

　さっきからレインの背中に突き刺さる視線。ふりかえると、ジト目のリリアが三歩ほどうしろからついてきていた。リリアの上着ジヤケツトのパッチポケットにはさっき花売りの少女から買ったユリの花が飾られている。

「なんなんだよ？」

「なんでもないわよっ！」

　顔を赤くし、頬ほおを膨らませて憤慨しているリリア。

　よくわからないものだ。まあ、いいけど。

　と、レインはそこで立ちどまった。

「ふなっ」

　リリアがレインの背中にぶつかってくる。

「だいじょうぶか？」

　レインはふりかえった。リリアは鼻の頭を押さえて涙目になっている。

「急にとまらないでよ！」

「いや、あれ、見つけたからさ」

　レインは聖人の像が建てられている円形広場のほうを指さす。そこには人だかりができていた。歓声と口笛、拍手も聞こえてくる。

「なに、あれ？」

　ちょっと赤くなった鼻の頭を押さえながらリリアが訊ねてきた。

「旅芸人の一座だ。近くにいってみよう」

　国中を旅して、娯楽を提供し、金品を得る、それが旅芸人だ。とはいえ、名の知れた本格的な一座から、失業したためにしかたがなく芸を披露する魔導師の集まりなど、ひと口に旅芸人と言ってもピンからキリまである。

　もちろん、観みる者からすればそんなことは関係ない。その一瞬が楽しければ、きちんと代価を払うし、金銭を持たない者は惜しみない拍手を送る。そういうものだ。

　レインとリリアはひとごみをかきわけて前のほうへと進んだ。

　広場のまん中には大型の馬車がとまっている。その前で、二つの頭を持つ大きな蛇を首に巻いた女のひとがお辞儀をしていた。彼女は露出の多い踊り子の衣装ドレスを身にまとっていた。深々と頭をさげたまま自身の影の中に沈んでいく。

　観客はそれだけでどよめいた。拍手が送られ、彼女と入れ替わるように、口くち髭ひげを生やした小柄な男がひょこひょこと前にでてくる。どうやら彼が座長であるらしい。

「さて、つづいて皆さまにご覧いただきますのは、世にも美しき魔性の歌姫デイーヴアにございます。その歌声はさながら、航海者を惑わす悪女セイレーンのごとし。ひとときのあいだ、皆さまを幻想と怪奇の世界へ誘いざなうことでしょう」

　座長の影より、ゆっくりと浮きあがる一人の女性。

　長い黒髪、褐色の肌、瞳ひとみは燃えるように赤い。闇やみ色いろの衣装ドレスをまとっている。それはどこか喪服を思わせた。彼女のかたわらに置かれる竪琴ハープ。演奏者がいないにもかかわらず、竪琴ハープが音楽を奏ではじめる。

　それにあわせて彼女も歌いはじめた。透きとおるような歌声だった。どこか物悲しく、どこか不気味で、それでいてなぜか温かい。耳に心ここ地ちよく、なのに不安な気持ちをかきたてられ、にもかかわらず聴くことをやめられない。そういう歌だった。

「……きれい」

　思わず、といった調子に、レインの隣でリリアが呟つぶやいていた。

　歌姫の彼女が紡ぎだす音階が、空気を震わせ、色づき、現実を侵食する。

　歌にあわせて空がとけはじめていた。

　まるで、氷菓子アイスクリームのように。

　とけた空は石畳にしみこんでいく。

　今度はそこから、水晶クリスタルの植物が顔をだす。

　それはゆっくりと成長し、彼女の歌にあわせて、弾はじける。

　七色の破片が飛び散り、それは球体となって弾はずんだあと蝶ちようになる。

「幻視魔法だ」

　レインは呟いた。

　歌姫の彼女は、その歌声に魔力をこめているに違いなかった。聴覚を刺激して、観客に幻想を見させているのだ。この世のものとは思えない摩ま訶か不ふ思し議ぎなる光景。

　やがて幻想は終しゆう焉えんを迎える。彼女の歌は優しく途絶え、現実が幻想を駆逐する。

　歌姫の彼女は深くお辞儀をした。

　拍手が飛びかう。レインの横でリリアも大きく手を叩たたいていた。

　鳴りやまない拍手の中、再び中央に座長が現れる。

「今一度、盛大な拍手を！」

　歌姫の次は道化師クラウンが登場した。

　二人の道化師クラウンが互いに三本ずつナイフをとりだして、ジャグリングをはじめる。が、ナイフの受けとりに失敗して、六本のナイフが一人の道化師クラウンのおなかにことごとく刺さっていった。もちろん血は流れないし、これで成功なのだ。道化師クラウンが声もださずに、痛みを表現する。

　あちらこちらから笑い声があがった。

　リリアも笑っていた。

　レインは笑おうとして、失敗した。

「そろそろ帰ろうか」

　リリアに向かってレインは言った。

　日は傾き、足もとにできる影は長い。やがて夜が訪れる。



　　　　　†



　ああ、これは夢だ。リリアにはちゃんとわかっていた。

　だって、食卓にお父さまとお母さまの姿があるのだから。

　二人とも笑っている。

　リリアも笑っている。

　ずっと前に失われてしまったもの。とても懐かしくて、少し悲しい光景。

　テーブルにはリリアの大好物が並んでいた。しっとりしたラズベリーパイに、色とりどりの砂糖菓子、パーティーのときだけ子供でも特別に飲んでいい、甘い甘い果実酒。

「どうしたの、お父さま、お母さま？　今日はなんのお祝いなの？」

　お母さまが微笑ほほえむ。笑ったときに目め尻じりにできるシワを、お母さまはすごく気にしていたっけ、と不意に思いだした。

「それはもちろん、わたしたちのかわいいリリアがお嫁にいくお祝いですよ」

　突然の言葉に、リリアはぎょっとした。

「お、おお、お嫁ってなんの話？」

「なんだい、リリア」

　と、お父さまは少し苦い笑みを浮かべた。それって、娘を婿にとられてしまうことを寂しく思う父親みたいな顔じゃない。

「リリアとレインくんの婚約のお祝いに決まっているだろう？」

「レインっ!?」

　リリアはテーブルをばしんと叩たたいて立ちあがった。グラスが倒れそうになったけれど、誰かがひょいとそれを支える。

「あぶないじゃないか」

　声がしてそちらに目を向ければ、軽薄そうな笑みを浮かべたレイン・レッドハートがバラード家の食卓についているではないか。しかも、レインはリリアのために用意されたはずのラズベリーパイをもぐもぐと頬ほお張ばっている。なんて図ずう々ずうしい！

「今さら恥ずかしがることないだろ、リリア」

　そんなセリフをのたまって、リリアの手に自分の手を重ねようとする。

「ぎああああっ！」

　リリアはレインを突き飛ばそうとした。でも、どういうわけかレインはびくともしなくて、リリアのほうが反動でひっくりかえってしまった。

　──そこで目が覚めた。

「あ、ありえない……悪夢だわ……」

　リリアは額の汗を拭ぬぐう。ありえなすぎる。あんなやつ、ぜんぜんタイプじゃない。むしろ嫌いだ。はあ、と息をつき、それから自分のからだをそっとかき抱いた。

「……お父さま……お母さま……」

　呟つぶやいた声は自分でもびっくりするくらい細かった。

「って、ダメダメ。暗くなってる場合じゃない」

　自分の頬をぺしん、ぺしんと叩たたく。リリアはベッドからからだを起こした。水差しを手にとり、コップに注ぐ。こくり、こくり、とのどを鳴らした。

　窓の外から月明かりが差しこんでいる。その淡い光に歌姫が紡いだ幻想を思いだした。

　レインからもらったユリの花はコップにさして飾ってある。

　指先でちょんとそれをつつく。

　ちょうどそのときだった。不意に窓の外でなにかが動いているのが見えた。リリアは目を凝らす。それはひとの影に見えた。誰かが聖徒会特別寮のまわりをうろついている？

　いや。

「あれは……」

　聖徒会特別寮のまわりを何者かがうろついていたわけじゃない。むしろ、その逆だ。寮からひとがでていったところだった。月明かりのおかげで、はっきりと見えた。

　レイン・レッドハートだ。

　でも、どうしてこんな時間に？

　もしかしたらイヴリン・ブラッドベリに会いにいくのかもしれない。聖徒会長に就任した者はグライムスによる回廊魔法の呪のろいによって、学院の敷地内から外へでられないと聞いた。イヴリンは一人学院にとり残されている。

　こんな遅い時間に男女が会う理由……。

「──っ!?」

　想像して顔が赤くなる。まさか、いや、でも……。

「ふ、不潔だわっ！」

　いやいや落ちつけ、とリリアは自分に言い聞かせる。

　レインは言ったじゃないか。この状況を利用すればいいと。

　なら、これは弱みを握る好機チヤンスなのかもしれない。

　もちろん、ただの散歩という可能性だってある。それならそれでいいじゃないか。

　リリアは慌てて服を着替えて、フードのついたマントをかぶると、魔銃剣ガンブレードをおさめたホルダーを手にして部屋から飛びだした。

　かなり急いだつもりだったのだけれど、寮の外へでると、レインの姿はどこにもなかった。早くも見失ってしまったのかと思い、あたりを見まわす。

「いた」

　レインは黒いシャツに黒いズボン、黒いブーツをあわせている。ポケットに両手をつっこみ、思いのほか軽やかな足どりで歩んでいた。

　向かったのはグライムス学院──ではない。

《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》と会うつもりではない？

　それならば、どこへいこうとしているのだろう？

　彼は敷地からはなれ、ダイロン市内へと向かう坂をくだっていく。リリアはレインとは一定の距離を保って、尾行をつづけた。

　夜のダイロン市内は、昼間とはうってかわって無愛想だった。古びたレンガや石づくりの家々が寄り添いあうように軒を連ねている。街灯の明かりと、ゆっくりと回転する奇鋼歯車フライホイールのかすかな音だけが聞こえる。ひとの姿はほとんどない。

　レインはどこを目指しているのだろう？

　その足どりに迷いは見られない。ただの散歩でもなさそうだ。

　一瞬。

　レインがこちらをふりかえった。

　リリアは慌てて建物の隙すき間まに身を寄せる。

　バレただろうか？　心の中で一〇数えてから、リリアはそっと顔をだした。

　レインはもうすでに歩きはじめている。

　今のはあぶなかった。もう少しで見つかるところだったけれど、幸運にもレインは気づかなかったらしい。ほっと息をつく。リリアはレインに気づかれないように尾行を再開した。先をいくレインがレンガづくりの建物を左に曲がる。

　リリアもそれにつづき、

「やっぱり、きみか」

　目の前にレインが立っていた。驚きのあまり、リリアは悲鳴をあげそうになる。レインが素早くリリアの口を押さえた。

「おいおい、夜中なんだから、でかい声はだすなよ。警官がきたらめんどうだろ」

　レインは軽薄そうな笑みを浮かべながら言った。そうっとリリアの口から手をはなす。どういうわけか、レインは自分の手をテープでぐるぐる巻きにしていた。

「こんな夜中に女の子一人で出歩くなんて、襲ってくださいって言ってるようなものだぜ？　なにしてたんだ？」

「……あ、あなたこそ、こんな時間にこそこそと、いったいなにしてるわけ？」

　レインは肩をすくめる。

「なんだよ、そのマント。ぼくをつけてきたのか？」

　レインがそう言ったときだ。二人をとり囲むように五人の男たちが現れた。五人が五人とも、堅気の人間とは思えない、とがった空気をまとっている。

　リリアはぎりぎりまで気づかなかった自分の迂う闊かつさを嘆いた。リリア一人ならば、まだしも、レインがいることが問題だ。彼を戦力とカウントしてはいけない。リリアはゆっくりと魔銃剣ガンブレードに手を持っていく。

「レイン、さがって」

　すると、顔が傷だらけスカーフエイスの男が一歩前にでてきて言った。

「なにか問題か、フォックス？」

　リリアは男の言葉でレインを見やる。

「フォックス……？」

　それは学院内でのレインの蔑べつ称しようのはずだ。どうして、この男がレインをそう呼ぶのか？　というか、この男たちとレインは顔見知りなのか？

　レインは困ったような笑みを浮かべながら、スカーフェイスの質問に答える。

「問題ない。彼女はぼくの友人だ」

　レインがそう言ったにもかかわらず、一人の男がリリアの右腕をつかんだ。

　瞬間、リリアは素早く反応し、男の腕をとって、関節を逆にねじりあげる。男は悲鳴をあげた。腕をとられているその男以外の全員が消音器サイレンサーつきの自動拳銃ハンドガンを抜いた。

「彼女に手をだすな」

　レインがリリアの前に飛びだす。

「いくらフォックスの友人でも、このまま帰すわけにはいかない」

　自動拳銃ハンドガンを構えたまま、スカーフェイスが応じた。

「彼女はなにも知らないさ」

「だとしても、ボスの判断を仰ぐ必要がある」

「あそこに連れていくのか？」

「そうだ」

「それこそ本末転倒だ。彼女に知られてしまう」

「おまえの意見は重要じゃない。彼女にはわれわれの顔を見られてしまった。われわれとおまえがいるところを、だ」

「あんたたちが勝手にでてきて、顔をさらしたんだろ？」

　スカーフェイスが、ちらりとリリアに視線を向けてくる。男の顔にある傷は刃物で切りつけたようなものから火傷やけどのようなものまで様々だ。拷問を受けた痕あとなのかもしれない。

「好奇心旺おう盛せいなこのうら若きご婦人ヤングレデイは、帰れと言って、おとなしく帰ってくれるとは思えんが？」

　しばしの沈黙。誰も微動だにしなかった。リリアは魔銃剣ガンブレードを抜くタイミングをはかる。自分の呼吸と男たちの呼吸を重ねる。額を、一筋の汗がとおりすぎる。

　そして──、

　今だ！

　と、最初に動いたのはレインだった。まるで、リリアの行動を読んでいたみたいに。

「わかったよ、みんな銃をおろしてくれ。もう少しハッピーにやろう」

「この状況で、なに言ってるのよ、レイン！」

　レインがリリアをふりかえって、笑った。

「リリア、これからきみをある場所へ連れていかなきゃならなくなった。悪いけど、つきあってもらう」

「どういうことよ？　このひとたち、なんなの？　どこにいくつもりなの？」

「すぐわかる。きみの目で直接見るといい」

「なによ、それ？　あ、ちょっと！」

　レインはリリアの言葉を半ば無視すると、男たちを伴って歩きはじめた。一人がまたしてもリリアの腕をつかもうとするので、ふり払う。

　なんだか、よくわからない。でも無性に腹が立つ。リリアは憤然とした足どりでレインを含めた男たちを追った。

　会話もないまま一行は夜のダイロン市内を歩いた。静かな町の中に陰いん鬱うつな足音だけが響く。やがて建物の姿も減り、明かりも乏しくなってきた。緩い坂をのぼっていく。

　そうして訪れたのは……。

「な、なに、ここ……お墓？」

　墓地だった。いくつもの墓石が無言のまま佇たたずんでいるさまは不気味以外のなにものでもない。直前まで風船みたく膨らんでいた怒りが、急速にしぼんでいく。べつに怖いからじゃないけど。

　レインたちはまるで気にするでもなく、門をくぐっていった。

「ね、ねえ、勝手に入って怒られないの？」

「だいじょうぶだよ」

　リリアはどんどん不安になってきた。どこへ向かっているのか見当もつかない。

　いや、レインたちが立ちどまる。

　そこは石づくりの小さな建物──霊れい廟びようの前だった。先ほどのスカーフェイスがカギをとりだし、石の扉を開く。むわりとした熱い空気がこぼれて、リリアの頬ほおを撫なでた。

「なんなのよ、ここ？」

　下へ向かって階段が伸びている。

「ついてくればわかるよ」

　レインが先をいく。階段の途中にはところどころロウソクが用意されていて、ほのかな明かりを提供していた。おりるほどに空気は湿気と熱気を帯びていく。

　最後の段をおりると地下通路へでた。足もとを大きなネズミが走っていく。

「うきゃあ！」

　リリアが悲鳴をあげると、男たちが苦笑を浮かべる。

「だいじょうぶか？」

　レインに訊きかれて恥ずかしくなった。顔が赤くなるのを自覚する。

「ちょ、ちょっと驚いただけよ」

　やがて、なにか大きな音が聞こえてくる。それがなんなのかリリアにはよくわからなかった。ただ不安ばかりが募っていく。地面が、かすかに揺れているような……。

　通路のつきあたりには鉄の扉があった。レインがそれを押し開く。

　うねるような凄すさまじい熱気。割れんばかりの声。リリアは目を疑う。

「……これは」

　そこは地下とは思えないほどに広い空間で、深夜だと言うのに、ひとで溢あふれていた。

　中央には金網で囲われたリングが据えられている。そこで屈強な二人の男が殴りあいをしていた。背の高いほうの男が腹を殴られ、膝をつく。そこへもって顔面に強烈な蹴けりが入り、うしろへ倒れる。血が飛び散り、歓声があがった。

　レインはそちらに目をくれることもなく歩いていく。

　と、

「あら、子こ狐ぎつねちゃん、ずいぶん遅かったじゃない」

　野太い男の声がして、リリアはそちらに目を向けた。身長は一八〇センチくらいあるだろうか、全身をかなり鍛えているらしく、腕も脚も筋肉が盛りあがっている。髪は青く、ボブカットにしている。どう見ても男性なのだけれど、深いスリットの入った女性ものの衣装ドレスを着ていた。顔には濃い化粧も施している。彼の付き人らしい、黒服の男が二人、左右に控えている。

「べつに遅刻ではないでしょう、接続ツナギ屋さん」

　接続ツナギ屋。無許可で魔術義手や義足を接続している非合法の医療売人のことだ。聞いたことがある。

　突然、接続ツナギ屋と呼ばれた彼がリリアにぎろりと目を向けた。

「あら、かわいらしい子」

　彼はにっこりと笑った。

「女の子を連れてくるなんて珍しいじゃない」

「まあ、ちょっと」

　と、レインは肩をすくめた。

　先ほどのスカーフェイスが前にでて、接続ツナギ屋に事情を説明している。

「なるほどね」

　接続ツナギ屋はあごの下に手を添えて、うんうんと頷うなずく。

　リリアはわずかに身を硬くした。

「子こ狐ぎつねちゃんのお友達なのでしょう？　なら、べつに構わないわ」

　接続ツナギ屋は、あっさりとリリアの存在を許可した。

「恩に着ます。それで、重ねて申しわけないんですけど、ちょっとのあいだ、彼女をお願いしてもいいですか？」

「もちろんいいけど、あたしでいいのかしら？」

　思わせぶりな流し目をして、接続ツナギ屋は言った。

「一応、信用してますから」

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　まったく理解が追いついていないのに、勝手に話を進められても困る。リリアはレインを呼びとめた。

「いったい、なんの話よ？　ここはいったいなんなの？」

　レインは困ったような顔をリリアに向けた。

「ここは〈生ける屍の国シツクスフイートアンダー〉──地下闘技場だよ」

「地下、闘技場……賭かけ試じ合あいってこと？」

　レインの手を見る。テープでがちがちに固めた、その手を。リリアはごくりと唾つばを飲みこんだ。一つの可能性が浮かび、でも、そんなはずないと心の中で打ち消す。

「それって……」

「きみはここで待っているんだ」

　リリアの言葉を遮るように言って、レインは背を向けた。



　一二年前にはじまり、八年前に終結した連合国と同盟国の戦争は、多くの利益を勝利国へもたらした。ということになってはいるけれど、しかし実際のところ、恩恵を受けられたのはごく一部の者にかぎられた。徴兵された多くの者が帰国後、職を失っている。

　一つには戦時中に魔法解析技術が向上したため、人間の労働者がそれほど必要なくなったことにある。工場では、ミスをせず、愚痴も言わず、賃金を払わなくてもいい魔法機構搭載の人形ドールズが採用された。

　今や町中に汎はん用よう魔法式が溢あふれている。

　また、帰還兵の多くが負傷兵であったことも職を失う原因となった。腕、足、視力や聴力を失った者は満足な補償も受けられず、その場しのぎの仮処置のまま解放されたのだ。

　職もなければ懐も寂しい彼らは新しい義手義足を購入することもできなかった。そうなればますます再就職の当てはなくなる。負の連鎖だ。

　そんなとき、各地で自然発生的に生まれたのが賭かけ試じ合あいだった。

　挑戦者に身分は関係ない。真剣勝負をして勝てば賞金フアイトマネーが得られる。試合にはでられないという者でも、金さえ払えば賭けには参加できる。人生の一発逆転を狙う者たちで会場は溢れた。

　最初は小規模だった賭け試合は、次第に口伝えで広まり、裏の一大産業と化していく。裏の、という以上は、当然のことながら非合法である。政府は規制を強化し、関係者の摘発にのりだした。

　賭け試合はいっそう地下へ地下へ、闇やみの中へ闇の中へ、と潜っていく。

　シックスフィートアンダー。

　棺ひつぎを埋めるための墓穴の深さ。

　そうして生まれたのが、この地下闘技場なのだ。



　レインの対戦相手は、鋼のような筋肉を蓄えている、身の丈二メートル以上の大男だった。右手は機械義手をしていた。軍用らしい武骨な機械義手だった。右目も魔術義眼をはめているようだった。リングの下からでも左右の色が違うのが見てとれる。大男はかつて軍人だったに違いなかった。

　その大男とくらべると、リングの隅で柔軟体操をしているレインはいかにも貧弱だった。

「とめなきゃ」

　大男を見てリリアは言った。

「あら、どうして？」

　ねっとりした口調で接続ツナギ屋が訊ねてくる。

「あいつ、弱いんです。とめなきゃ殺されちゃう」

　あんな大男に勝てるわけがない。

「ああ、そうね。そういう設定だったかしらね」

「設定？」

　なにを言っているのだ。わけがわからない。今わかっているのは、レインが自ら危険に飛びこもうとしているということだ。こんなの無謀すぎる。本当に死んでしまう。

　接続ツナギ屋の、のんびりした口調からは、彼に試合をとめてもらうのは不可能と思われた。そうであるならば、リリアがいかなければならないだろう。

　腰の魔銃剣ガンブレードに手をかける。

　邪魔をすればきっとみんなが敵にまわるだろう。

　この人数をさばけるだろうか？　いや、逃げることに専念すれば──。

「お嬢ちゃん」

　接続ツナギ屋の剣けん呑のんな声が聞こえる。

「おとなしくしていなさい。もし、邪魔をすれば容赦しない」

　いつのまにか黒服たちに囲まれていた。接続ツナギ屋の手には自動拳銃ハンドガンが握られており、銃口がリリアを向いていた。

「安心なさいな。子狐ちゃんはぜったいに負けないから」

「ぜったいに、負けない？」

　リリアの不安などまるで無視して、ゴングが鳴り響いた。

　リリアはリングに視線を戻す。

　そして否いや応おうなく目撃することとなる。

　リリアの知らない、もう一人のレイン・レッドハートを。

　ゴングと同時に仕掛けたのは大男のほうだった。機械義手がレインに向かって伸びる。からだの大きさがスピードを鈍らせるということもなく、そのこぶしは確実にレインを捉とらえていた。

　頭を潰つぶされてしまう、リリアはそう思った。

　しかし、レインは大男のこぶしに抗あらがうことなく、流れるような動作でこぶしをかわす。

　流れるような動作というのであれば、それは大男のほうも同じだった。からぶった右手をそのまま利用して回転、見事な円運動の結果として左の裏拳をレインにはなつ。レインはこれもまた冷静にさばく。そして、男の間合いから一歩分抜けだす。

　たったそれだけの攻防で、観客たちは歓声をあげる。闘技場が揺れていた。

「な、なんなの……？」

　今見たものを信じることができない。これは、実は夢なのではないかと本気で思って、頬ほおをひっぱってみた。痛かった。でも、痛いのもこみで夢なのではないだろうか。

　だって、リリアの知っているレインはこんなに強くない。

　上級生に殴られてもへらへらしているだけ。

　なら、あれは誰だ？

　あんなやつ知らない。

「子こ狐ぎつねちゃんはね」

　接続ツナギ屋が言った。

「あたしが出資してる子の中でも有力株なのよ。現在五連勝中。熱くならない、あの戦い方がいいわ。いいえ、必死にそうふるまってる感じがたまらない。なにかとても大切なものを背負って戦ってる男の子の顔でしょう？　大切なものを壊さないように、怯おびえながら戦っている子の顔でしょう？　ぞくぞくするわ」

　接続ツナギ屋は微笑ほほえむ。

「ここでは一つ勝つたびに、一つ誇りが失われるの。それでも勝ちつづけなければいけない。そういう世界なの。ああ、素敵」

　ねえお嬢ちゃん、と接続ツナギ屋に呼びかけられる。

「もし気があるなら、鎖にでもつないで閉じこめておきなさい。あの子はきっといい男になる。逃したらもったいないわ」

　リリアは返事ができない。

　レインの動きにはまるで無駄がなかった。流れるように動き、攻撃をさばいていく。まず先に相手を動かせる。それがレインの戦術らしい。

　大男が強烈な蹴けりをはなつ。

　どのように動いたのか、レインはダメージを殺しつつ、相手の足をとると、からだを回転させた。大男をリングに叩たたきつける。大きな歓声が沸いた。
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　レインはすかさず大男の機械義手に組みついた。両足で挟みこみ、全身をつかって義手を破壊しにかかる。大男の攻撃主体はこの機械義手だ。これさえ無効化できれば敵ではない。

「クソ！　はなせ！」

　大男が左のこぶしをレインに浴びせかける。レインはひるまず両腕に力をこめた。ギシッギシッギシッギシッ。義手の肘ひじ関節が軋きしみ、歯車が歪む。

　だが、もう少しで機械義手を折ることができるというところで、

「調子にのるなよ、ガキが！」

　大男は右手の機械義手を操作した。内燃機関エンジンがうなりをあげる。

　瞬時にレインは大男の腕を解放した。

　けれど、その判断は一秒遅い。

　大男の機械義手の中には、螺ら旋せん状じように回転刃チエーンソーが仕込まれていたのだ。耳をつんざく轟ごう音おんをまき散らしながら、刃がレインの左腕を切り裂いた。

　熱した鉄板に押しつけたみたいに左腕が熱い。切り落とされなかったのは幸いだが、大量の血液が傷口から溢あふれてきた。

「……それは反則でしょう？」

「うるせえ、これで、てめえを挽き肉ミンチにしてやるよ！」

　こんな状況になっても歓声が沸くだけで誰もとめに入ってきたりしない。試合は続行ということだ。

　大男がレインに突進してきた。大上段からこぶしをふりおろす。

　レインは素早く反応して、こぶしをよける。今しがた立っていた場所が回転刃チエーンソーによってえぐられてしまっていた。傷口からぼたぼたと血が滴したたった。

「くっ……」

「おら、どうしたよ？　ビビってんのか？　ああ？」

　大男がまた踏みこんでくる。レインは大男の懐に飛びこむようにして攻撃をかわした。そのまま大男の股またの下を前転しながらとおり抜ける。ふり向きざまに足払いを食らわせるつもりで両手を地面につけた。しかし左腕に激痛が走って失敗する。思いのほか深くやられたようだ。レインは傷口を見やる。

「……やばい」



　えぐられた傷口からは、血とともに、黒いもやがにじみはじめていた。



　闇やみ色いろのそれが左腕を覆いつくそうとしている。レインは強く傷口を押さえる。

　と、そのときだった。

「反則よっ！」

　リリアがフェンスにしがみついて、ガシャガシャと音を立てる。

「そんなの反則でしょ！　反則負けよ反則負け、今すぐ中止しなさいよ！」

　接続ツナギ屋の部下がリリアのマントをつかんでひきずりおろそうとしていた。接続ツナギ屋本人はにやにやと笑っているだけだ。周囲の観客はなぜこのような場所にリリアみたいな少女がいるのか訝しんでいる様子だった。

「さがってろ！」

　レインはリリアに向けて叫んだ。

「バカ、なにこっち見てんのよ！」

　リリアもレインに怒鳴りかえしてくる。

「よそ見は禁物だぜ？」

　一瞬の油断だった。リリアに気をとられたその一瞬で、大男がレインの真横に立っていた。機械義手がふりあげられる。

　同時に、

「目を閉じて！」

　リリアが声をあげる。

　敵がすぐそばにいるのに、目を閉じろだなんてイカレてる。

　思いながら、レインは強くまぶたを閉じる。

　まぶたに閉ざされた向こうの世界が真っ白に染まった。

　リリアが魔銃剣ガンブレードを使って閃せん光こう弾だんをはなったのだ。

「ぐあああああああ、クソが!?」

　大男の苦く悶もんの声が聞こえる。閃光をまともに見てしまったのだろう。

　次いで、レインのからだは突き飛ばされた。うまく受け身がとれず、左腕にまた痛みが走る。

「レイン！」

　リリアは閃光弾をはなった直後、接続ツナギ屋の部下をふり払ってリングにあがったらしい。レインを突き飛ばすことで大男の次の攻撃から守ってくれたのだ。

「……もう少し優しく助けてほしかった」

　目をやられた大男は左手で顔を覆いながら、右腕をふり回していた。

「クソがああああああああああああああああああああっ！」

「なにバカ言ってるのよ！　それより傷は？」

　リリアがレインの左腕を乱暴につかんだ。

「どうしたの、これ……？」

　傷口から血液と一緒に溢あふれだしている闇やみ色いろのもや。

　けれどリリアに触れられたとたんに、もやが傷口の中に吸収される。

「なに、今の……？」

　リリアが紅玉ルビーの瞳ひとみでレインを見つめてくる。

　でも、それに答えている余裕なんてレインにはなかった。

「ガキども！　二人ともまとめてぶっ殺してやる！」

　リリアの背後に顔を醜く歪ませた大男が立っていたからだ。大男がうなりをあげる右腕をふりあげる。

　レインは血に濡ぬれた袖そでをひき裂いた。ひも状になったそれをムチのようにふるい、大男の右腕に巻きつける。すると、勢いよく回転する刃が濡れた布を巻きこんで、エンストを起こした。

「クソが！」

　大男はかまわずに機械義手のこぶしをふりおろす。

「リリア」

　レインは目の前の彼女に呼びかける。

「動くなよ」

　リリアが息をとめた。

　レインの頭の中にイメージされているのは──卵だ。

　戦うときに力を入れてはいけない。卵を割ってはいけない。

　相手の無駄な力を利用して戦う。関節は柔らかく、視野は広く。

　そう教わった。

　その卵を、今だけ握りつぶす。

　唐突につながる回路サーキツト。

　心臓が高くはねあがる。痛みが消える。後頭部が痺しびれる。

　高速で打ちこまれる機械義手。

　視界を覆う鋼鉄のかたまり。

　レインは機械義手をさけない。

　左のこぶしでまっすぐ迎え撃つ。

　互いのこぶしがぶつかりあう。

　愚直なまでの力勝負。

　骨が軋きしみ、肉が切り裂かれ、血管が破けた。

　そして──機械義手がへしゃげた。

　歯車が吹き飛び、パイプから液体がこぼれ、オーバーヒートして火花が散る。



　少し冷たい風が、からだの中にたまっていた熱を和らげてくれた。

　町から学院につづく長いのぼり坂道の左右には背の高い草が茂っている。そこは降り注ぐ月明かりの音まで聞こえてきそうなほどに、どこまでも静寂で満たされていた。先ほどまでの熱狂が冗談みたいだった。

　やがて石づくりの校舎が姿を現す。当然のようにひとの姿はない。

　……気まずい。

　試合を終え、地下闘技場をでたレインとリリアとのあいだに会話はなかった。レインのうしろを歩くリリアは無言のままで、表情を窺うかがうこともできない。

　そもそも自分の油断が原因でこうなったのだ。寮を抜けだす際に、リリアに気づかれる心配をしなかったのは、自分の慢心だった。

　突然、視界の隅を淡い光が通過して、レインは立ちどまる。

「…………蛍フアイアフライ」

　リリアがぽつりとこぼすように口を開いたので、レインはふりかえった。

「いや、あれは発光天使エンジエルフライだな」

　ダイロン市内に放流されている微細魔術機関マイクロマシンの一つである。昼間は硝子ガラス筒の中で眠り、夜になると活動する。ひとの姿を感知すると発光し、道を照らしてくれる彼らはどことなく健気けなげだ。

「こんなふうに外を飛んでいるところは、はじめて見たわ。きれい」

「あくまでも人工物だから天然の蛍には敵わない気もするけど」

　リリアはそっと指を伸ばした。そこに豆粒ほどの発光天使エンジエルフライがとまった。照らされた銀の指輪が冴さえ冴ざえと光る。規則正しく点滅する発光天使エンジエルフライの光を受けて、リリアは小さく微笑ほほえんだ。

「きみは」

　と、レインは話の口火を切った。

「ぼくの弱みを手に入れた。これからは立場が逆転だな」

　冗談めかして言ってみる。リリアがレインを見つめかえしてきた。指にとまっていた発光天使エンジエルフライを空に逃がし、リリアは無言のまま腰のホルダーから魔銃剣ガンブレードをとりだした。魔法式が浮かびあがり、刃が起動する。その鋭利な切っ先がレインに向けられた。

「わたしと勝負して」

「暴力反対」

　レインは両手を肩の高さにあげた。リリアはレインの軽口を無視して、踏みこむ。フードのついたマントが影のように揺れた。草むらから、発光天使エンジエルフライが一斉に飛び立つ。

　魔銃剣ガンブレードの冷たい刃がレインの首筋で、ぴたりと静止している。

「レインはわたしの剣なんて、いつでも簡単によけられたのね」

「簡単ではない。いつだってギリギリだ」

　攻撃をよけるために一番大切なことは目を閉じないことだ。でもこれが難しい。反射的にひとは目をつぶってしまうものなのだ。臆おく病びようだからというわけじゃない。それは生物としてとても正しい反応だ。あるいは、臆病な生き物こそが生き残る権利を持つ。攻撃を最後まで見届けようなどという者はきっと早死にするだけだろう。

「レイモンドってやつに殴られたときもそう」

　リリアに手をあげようとしたレイモンドに、レインは殴られた。

「とっさだったから、よく覚えてないよ」

「嘘うそ。本当はあんなやつら蹴け散ちらせたはずよ」

「三人を同時に？　無理無理」

「今さらそんな言いわけがつうじると思う？」

　レインの左腕は──今はもう少し腫はれているだけだった。傷は塞ふさがっている。

「どういうカラクリなの？」

　はぐらかしてもよかったのだが、それはフェアではないなと思ったから、レインは答えを口にする。

「知ってると思うけど、人間ってのは全力をだすとからだが壊れるようにできていて、半分くらいしか力が使えないようになっている。でも、ぼくはその制御リミツターをはずすことができる。そう訓練した」

「そんなことしたら死んでしまうわ」

「そう。だから、ちょっとだけズルもしている」

「ズル？」

「血液中に極小汎用魔法式機関ナノマシンを回遊させている。そのおかげで、ぼくのからだは常人よりも数倍早く怪け我がが治る。これは戦時中に開発された技術だけど、重い副作用があるから現在は認可されていない。もちろん、魔法だって使えない。ぼくは〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉だ」

「接続ツナギ屋にやらせたのね」

「ああ。非合法医療なら彼らの専売特許だからね」

「副作用って、どうなるの？」

「単純に寿命が縮まる。ぼくはたぶん長生きできない」

　リリアが絶句した。けれど、すぐに表情をあらためる。

「なぜ、無能である演フ技リをしているの？」

「処世術だよ。魔法適性がない者があの学院で生き残るには、それなりの戦略を必要とする」

「レインはどうしてグライムス学院に入学したの？　聖徒会長になるつもりはないと言った、あれも嘘うそなの？」

　刃が押しこまれる。あと少し力を加えるだけで、レインの頸けい動どう脈みやくは切断される。

「ぼくのことなんて、どうでもいいだろ？」

「どうでもよくない。レインが嘘つきである以上、聖徒会長の座を狙っていないという言葉を信じることはできない。なら、レインはわたしの脅威となりうる」

「それは安心していい。ぼくは聖徒会長を目指していない。その必要がないからだ」

「どういう意味？」

　レインは、それには答えなかった。

「わたしは《聖者の歯車ロードギア》を手に入れるためなら、なんでもする」

「バラード家を再興させるために？」

　リリアの目が見開かれた。かすかな狼ろう狽ばいが瞳ひとみに宿る。

「知って、いるの？」

　リリアの入寮申請の許可はおりなかった。レインに応対した事務員はあからさまにバラード家を差別していた。レイモンドたちもバラードの娘であるリリアをからかっていた。

　どうやらバラード家というのはなんらかの問題を抱えているらしい。

　だからレインはメルに頼んだのだ。ホワイト家お抱えの探偵にバラード家の実情を調べてほしいと。

「バラード家は古くからエクスターの地を治めていた領主の家系なんだそうだね。きみのお父上は政治家であり、同時に魔法解析士でもあった。町の人々には慕われていた。きみの幼少期はきっと幸福だったことだろう。でも先の世界大戦ワールド・ウオーにより、すべてが狂った」

　リリアが強くレインを睨にらむ。そうしてレインはようやく気づく。彼女の瞳はなにかに似ているとずっと思っていた。それがなんなのか、ずっとわからなかった。でも気づいてみれば、なんのことはない。鏡に映った自分の目によく似ていた。

　リリアはレインの相似形だ。

「きみのご両親は投獄された。罪状は国家反逆罪。敵国に重要情報を売っていた」

「違う！　お父さまもお母さまもそんなことしていない！」

「ご両親は、当局の手が伸びる直前に、幼いきみを国外へ逃がした。きみは海外で暮らす伯父方にひきとられる。戦火に巻きこまれることも免まぬがれ、きみはすくすくと、あるいは粛々と育った。その後、お父上は獄中にて亡くなられている。死因は肺炎ということだったけれど、遺体をひきとることができなかった以上、定かではない」

　リリアが震えている。そのせいで、レインに突きつけられている刃も震えた。レインの首筋から、すっ、と血が流れていく。

「やがて戦争はブリトニアの勝利で終結した。女王陛下の恩赦により一五〇人の罪人が釈放された。書類上ではきみのお母上も含まれていた。バラード家は爵位も財産も失ったが、罪は帳消しとなり、一からのスタートを許されたわけだ。しかし、きみのお母上は帰ってこなかった。現在も行方不明のまま。きみは必死に勉強したんだろう。祖国に戻り、この学院へ入学を果たす」

　発光天使エンジエルフライがレインとリリアの目の前を横切る。

　リリアはくちびるを噛かみしめていた。

「きみの入試結果も知っている。きみは、実技試験は満点だったが、筆記試験が〇点だった。でも、いくらなんでもこの結果は不自然すぎる。入試で〇点というのはそう簡単にとれるものじゃない。何者かの意図が働かないとね。つまり、採点者のある種のミスにより、きみは〇点となった。そう考えた方が自然だろう」

　バラード家の娘を学院に入学させないために誰かがそう仕組んだ。入寮申請が却下されたように。

「おもしろいのは実技が一〇〇点だったということだ。なぜ、筆記で〇点なのに、実技が満点なのか？」

　制限時間内に魔法空間で発生する五つの障害をクリアし、施錠魔法のかかった扉のカギを解除して脱出する、というのが実技試験の大まかな内容だ。



「きみは、本当は魔法が使えない。そうだろ？」



　リリアの顔色がかわる。ごくりと、のどが上下するのがわかった。

「……どうしてそう思うの？」

「ぼくはリリアが自分の力で魔法を使っているところを見たことがない。その魔銃剣ガンブレードに使用されている魔法式はきみのお父上が組みあげたものだろう。べつにきみに魔法適性がなくても構わないわけだ。閃せん光こう弾だんもそう。最初は魔法弾だと思ったけれど、単純に科学的な反応でも再現できる」

　リリアは答えない。

「実技試験では、それぞれ『火・風・水・地・空五大元素』にかかわる魔法障害がランダムで発生する。この試験では知識を実戦で応用できるかどうかを見られる。魔法式を相殺するのが正しい対処方法だけれど、きみの魔銃剣ガンブレードさばきを見れば、それらの障害をクリアすることはそれほど難しいことじゃなかったはずだ」

　しかし、とレインは言葉を切った。

「きみは、本当は実技で一〇〇点をとってはいけなかった」

　リリアは口をつぐんだまま、レインの話を聞いている。

「なぜなら、最後の扉は対魔法強化素材でつくられていたからだ」

　対魔法強化素材、魔法の影響を受けにくい、または弱める物体をそう呼ぶ。罪を犯した魔導師を拘束する手錠や、護送車などに使用されている。

　入学試験の数日前に、学院内に最高級の対魔法強化素材が搬入されたところまでは突きとめている。聖徒会の特権を使えば、それくらいは調べられた。

「筆記試験にも実技試験にも、どちらにも細工があった。きみを不合格にするための対策は万全だった。そのはずだった。誰もきみが魔法を使えないなんて知らなかったからね」

　リリアは無言だった。

「もちろん、魔銃剣ガンブレードも対魔法強化素材にはきかないだろう。魔法式を弾はじいてしまうからね。なら、きみはどうやって脱出できたのか？」

　レインは右の手のひらを開く。閉じて、もう一度開くと、人差し指と中指のあいだにコインが現れる。もう一度閉じる。次に開くとコインは消えている。

「魔法じゃない。初歩的な手品だ。手品にはトリックがある。それは往々にして単純なものが多い。見えている部分よりもずっと地味だ。誰かが扉のカギをあけてくれた。そう考えればいい。きみには協力者がいる」

　その人物は対魔法強素材の導入を知っていた。リリアの魔銃剣ガンブレードも使えないとわかっていた。そして、扉のカギをあけることもできる。

「そうだな、たとえばアイリーンはどうだろう。きみの実技試験の際、監督官の一人だったそうじゃないか。現在はきみの担当教官でもある」

　レインは微笑ほほえんでみせたが、リリアは笑わない。

「不思議なのはきみが学院内部の情報にあまりにも疎かったことだけど、それはきっと二人の関係が露呈すると困ると考えたアイリーンが、わざと伝えなかったのだろうと想像できる」

　あるいは、アイリーンはリリアになにも教えないことで、聖徒会の準役員になるところまで見こんでいたのではないだろうか。そう考えるのは深読みのしすぎか？

「安心していい。今のところ、きみが魔法を使えないと知っているのはぼくだけだ」

「レインの推理は途中で破は綻たんしてる。協力者がいるなら、魔法が使えるか使えないかは関係ない」

「あ、バレた？」

　レインは微笑んでみせたが、リリアは笑わない。

「でも、協力者はいるんだね？」

「ぜんぶ、あなたの妄想だわ」

「その可能性は、まあ否定できないけど。とにかく、きみはいくつかの苦難を乗り越えて、念願の入学を果たした。《聖者の歯車ロードギア》を手に入れるためにね。目的は屍し者しやを生きかえらせることか、失われた名誉を回復するためか、それとも復ふく讐しゆうか」

「あなたはなにもわかっていない」

「ひとはわかりあえない。そういうものだ。でも、リリアの必死さはわかるつもりだ。その上でもう一度言う。きみはイヴには勝てない。そうでなければ困る」

「困る？」

「ああ」

「あなた、いったいなんなの？　レインこそ、どうしてこの学院にいるの？　なにを考えているの？　地下闘技場に参加するということはお金が必要ということでしょう？　それをどうするつもり？」

「お金はあって困るものじゃない」

「そんなレベルじゃない。あなた、なんなの？　何者なの？　なにを考えているの？」

　矢継ぎ早にリリアが問いを投げかけてくる。

「ぼくは──」

　レインは微笑ほほえんだ。

「ぼくは、ただの聖徒会書記だよ」










　　第四章　傷は成熟し、罪は風化する



　無罪なれど無実とはかぎらず、

　有罪なれど有害とはかぎらず。

　彼はおどけるように言った。

　最期の、その最後まで、彼はそのスタンスを崩すことはしなかった。

「ああ、憐あわれなことだ。おまえたちは誰よりもこの国を愛する男を失う」
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　夢を見た朝は、気分が悪い。

　オスカー・ベネトンは封ふう規き委員の証あかしでもある白いコートに袖そでをとおしながら、かすかな頭痛を覚えた。

　こんな朝は、自分がなにかとてつもなく醜い存在なのではないかと思う。この白いコートを穢けがしてしまうのではないかと、おそれる。



　オスカーの父、オリバー・ベネトンは先の大戦時に、政府に雇われた機械義手の整備士だった。

　当時、機械義手は非常に高価なもので、一般人に手がだせる代物ではなかった。従って簡単に供給できるようなものではなかったのだが、コストを抑えた新型機械義手の導入を進言し、成功させたのがオリバー・ベネトンであった。

　一介の機械整備士とは思えないほどの斬ざん新しんな汎はん用よう魔法式を構築し、それを採用したオリバーの機械義手は連合国軍の公認軍需品として買いあげられた。

　こうして、わずかな期間で財産を手に入れたオリバーが最初にしたことは爵位を買うことだった。かくして、ベネトン家は五等爵の第五位、男爵をたまわる。

　それまで生活してきた工場二階の部屋を処分し、大きな屋敷を買い、その屋敷の中は高価な調度品で溢あふれ、雇われた使用人たちが屋敷の中を歩きまわる。

　暮らし向きはかわった。着ている服がかわり、食べられるものがかわった。

　しかし、オスカーにはそのすべてが羞しゆう恥ちの象徴でしかなかった。

　成金趣味の下品な父親。ありもしない誇りをオスカーに詰めこもうとする母親。手に入れた権力でひとを傅かしずかせることしか頭にない兄。ベネトン家に集まる親類縁者たちの下卑た笑み。

　すべてがオスカーにとって恥ずべき存在でしかなかった。

　ベネトン家の一員であることが、オスカーにとっての足あし枷かせだ。

　学院への入学は自分で決めた。両親は喜んでくれたが、彼らを喜ばせたくて入学を決めたわけではない。ベネトン家と決別するために、オスカーはグライムス学院へやってきたのだ。



　白いコートを翻しながら、オスカーは早朝の、静かな学院を歩む。この静寂だけがオスカーを慰める。しかし、その静寂はあっけなく破られた。

「よお、オスカー」

　背後より声をかけられ、オスカーはふりかえった。廊下の先に、レイモンド・コーネルが立っていた。右腕がギプスで固定され、それを三角巾でつっている。きき腕を折ってしまったのは悪かったかもしれないとオスカーは今さらながらに思った。

「なんの用だ？」

　オスカーの問いかけに、レイモンドは頬ほおを緩める。生理的に不快な笑みだった。レイモンドはどこか父や兄に似ているのだ。

「いや、あんたの耳に入れておきたい情報があってね」

　レイモンドが写真の束をオスカーに差しだす。
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　朝の聖徒会室である。

「ほれ、ほれ」

　レインの手には猫じゃらしグリーン・フオツクステイルがあった。それでもってイヴリンの顔をくすぐってやる。イヴリンはむにゃむにゃとくちびるを波立たせた。

「いい加減に起きて、ちょっとくらいは手伝えよ」

　目をとおさなければならない書類はたまるいっぽうであった。それなのに、イヴリンは聖徒会室のソファに埋もれて、すぴすぴと惰眠をむさぼっている。絹糸のような銀色の髪は散らかされ、小さなくちびるを半開きにしている。小粒の白い歯が見えた。だらしのないやつである。

「ほら、起きろっての」

　猫じゃらしを揺らす。けれど、イヴリンは目を覚まさなかった。

「ダメだこりゃ」

　レインはちらりと背後をふりかえる。リリアは椅い子すに腰かけ、手もとの書類を読んでいる。彼女からのリアクションはとくにない。まるでレインなどそこにはいないかのような態度だった。

　なにがそんなに気に食わないのかね、とレインが肩をすくめたそのとき。

「がぶっ」

「ぐああああああああああああああああああああああっ！」

　レインの右手はまたしてもイヴリンに食いつかれていた。

「はなせ、バカ」

　また鼻をつまんでやろうとしたが、すんでのところで左手をとり押さえられてしまう。

「もがはがふご」

「うわあ助けてくれっ！」

　レインは救助を求めてリリアを見たが、彼女はわれ関せずを守りとおしていた。

　そこで突然、聖徒会室の扉がノックされる。

「失礼する」

　現れたのは、白いコートに身をつつんだ集団、封ふう規き委員会の一団だった。先頭には、当然のようにオスカー・ベネトンの姿がある。オスカーはレインとイヴリンを見て、不愉快そうに眉まゆを寄せた。

「なにをしている？」

「いえ、ちょっと……」

　レインは言葉を濁した。イヴリンはオスカーに視線を向け、「ぺっ」とレインの右手を吐きだす。とり戻した自分の手は案の定、イヴリンの唾だ液えきでべとべとになっていた。心なしか右手の皮膚がふやけている。もう少し長い時間くわえられていたら、とけていたのではないかと想像して、背筋が寒くなった。

「どんな口の構造してんだよ、怪物め」

「褒め言葉として受けとっておく」

　イヴリンは薄い胸をはると、オスカーのほうへ向きなおった。

「で、なんの用だ、オスカー？」

「聞き捨てならないうわさを耳にしたので真相を確認にきた」

　オスカーの声は硬質な、なにかの鉱石みたいだった。

「ふん、言ってみろ」

　するとオスカーはイヴリンからレインに視線を移した。鋭い視線に射貫かれる。

「フォックス、昨夜、おまえはどこにいた？」

　思いがけない質問だった。昨夜、レインは……。

「寮にいましたけど」

　息をするように嘘うそをつく。

「証明できる者は？」

「さあ、部屋で寝てましたから。いったい、なんなんですか？」

「昨夜、おまえが非合法の地下闘技場に出入りしているところを目撃した者がいる」

「ぼくが？　地下闘技場に？　なんでそんなところに？」

「賭かけに参加したのか、それとも出場したのか、それは知らない。重要なのはおまえがそこにいたのかどうか、というそれだけだ」

「いません」

「誓うか？」

「誓います」

「では、これはなんだ？」

　オスカーがレインのほうに紙の束をほうる。それは写真だった。写っているのはレインだった。墓地からでてくるレインの姿が写っている。そのうちの何枚かにはリリアの姿もあった。

「弁明を聞こうか」

「似てるけど別人じゃないですかね？」

「ミス・バラード、きみはどうだ？」

　あくまでもオスカーの声は冷たい。

　リリアがなにか答える前にレインは口を挟む。

「これが仮にぼくだったとして、それでどうだと言うんですか？」

「自覚がないほどに阿あ呆ほなのか、それともとぼけているだけなのかは知らんが、これは由々しき事態だ。おまえの行動は学院の名誉を汚すものと言わざるを得ない」

　オスカーが鋭い視線でレインを捉とらえている。

「よって、レイン・レッドハートの聖徒会役員職解任を求める。ついては、その任命責任を問うものとして聖徒会長の辞職も要求する」

「バカバカしい」

　イヴリンが吐き捨てた。するとそこへ、

「いや、バカバカしくはないよ」

　わりこんできた声は、メル・ホワイトのものだった。封ふう規き委員たちのうしろからぴょこりと顔をだす。金髪ブロンドのショートボブ、青玉サフアイアの瞳ひとみ。その表情はどこか飼い主を困らせて喜ぶ、猫のようだった。

「賭け試合はご法度だ。その場に居合わせただけでもね。ダイロン市警がこのことを知れば、正式な調査がおこなわれるだろうね。へたをすれば学院内から逮捕者がでてもおかしくない。これはなかなかに不名誉なことだ」

　おいおいメル、きみは味方してくれないのかよ、とレインは思った。

「戦せん挙きよ管理委員会がなんの用だ？」

　オスカーもメルに視線を飛ばす。

　二人はべつに結託しているというわけでもないらしい。それなら、メルは独自のルートで情報を手に入れたということになる。メルはメルで油断のならないやつだ。

「戦管はいつだって中立機関さ。よって、このいざこざはボクが預かりたい」

「どういうつもりだ、メル・ホワイト？」

「どういうつもりも、なにもないよ。ここはグライムス学院だよ？　聖徒会長の座を懸かけて、聖徒が戦争をする学院さ。会長と書記を交代させるには戦せん挙きよをおこなわなければならない。とはいえ、総当たり戦というのも芸がないじゃないか。そこでボクは提案したいね」

　メルはもったいぶって一度口を閉ざす。全員の注目が十分に集まったところで、彼女は人差し指を立てた。

「次の学園祭でおこなわれる召喚獣レースに出場して、一位の者が聖徒会長に就任するというのはどうだろう？」
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　グライムス学院の学園祭は、聖徒による研究発表エキシビシヨンがはじまりと言われている。当初は純粋に発表の場だった。次にそこにコンテストの要素がくわわった。次第に娯楽要素が高まり、お祭りムードが加味されて現在に至る。

　中でも召喚獣レースは最も人気が高い出し物である。

　参加資格は学院の聖徒であること、それだけだ。

　毎年、このレースのためだけに特設天空競技場というものが設置される。参加者は幻想生物を召喚し、規定コースを駆けぬける。年ごとにコースは微妙に変化するものの、単なるスピード競技ではなく、障害物レースとなることがほとんどだ。また、幻想生物同士の激しい戦闘も見物となる。



　たまっていた書類を片づけていたせいで、レインが寮に戻ってきたのは日も暮れかけてからだった。なにもやる気がせず、制服のままマットレスに倒れこむ。

　聖徒会執行部にあてられた特別寮は、貴族の邸宅を思わせる豪ごう奢しやな石づくりの建物だ。

　しかし、レインの部屋はその屋根裏にあった。

　傾斜した天井は低く、キルトと毛布をのせたマットレスに、小さな本棚、大型の旅行鞄トランク、文机と椅い子すがあるばかりの質素な部屋だ。衣装箪笥クローゼツトはなく、当然ながら暖炉もない。雪の季節になればここは凍いてつくように寒くなる。だから、質素な部屋ではなく、粗末な部屋と言いかえてもいいかもしれない。

「やべえ、どうすっかな」

　なんとかしなくてはという思いと、なにも考えたくないという思いが拮きつ抗こうしている。

　まぶたを閉じると眠気がやってきた。見る夢はいつもと同じだった……。



　湖の底から浮かんでくるように、目が覚めた。どれくらい意識が飛んでいたのかはっきりしない。上着ジヤケツトにしわが寄っていた。頭が重い。

　リリアはもう寮に戻ってきているだろうか？

　屋や根ね裏うら部べ屋やをでて食堂に向かったけれど、リリアはいなかった。

　まだ帰っていないのかと思ったところで、扉がバタンと音を立てる。

　食堂からエントランスに向かうと、リリアの姿があった。薄手のシャツにハーフ丈のパンツという少年のような格好をしていて、汗をたくさんかいている。いくらか息もあがっていた。外で運動でもしてきたのか。

「おかえり……なにしてたの？」

「答える義務はないわ」

　にべもない。

「リリアは、レース、どうするつもりなんだ？」

「どうするって？」

「きみもぼくも〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉だ。つまり、幻想生物を召喚することができない」

　幻想生物。実際には世界のどこにも存在していない生命体。魔導師たちが、とてつもなく長い時間をかけて空想の中でのみ育成してきた架空の存在。何代にもわたって、魔導師たちがその知識を共有することでのみ、幻想生物は生き長らえてきた。

　つまり、召喚魔法とは術者の能力と想像力を媒介にして、空想世界より幻想生物を一時的に実体化させる魔法のことである。

「わたしは〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉じゃない。そう言ったでしょ」

　言い張るらしい。

「まあ、どっちでもいいけどさ。で、参加はするのか？」

「当然でしょ」

　名将がはなった矢のような、鋭くて明めい瞭りような返答だった。

　それはそうだろう。リリアにとってはまたとない好機チヤンスだ。イヴリンが任期を満了するのを待つという案を除けば、彼女と真っ向勝負をせずとも聖徒会長の座を手に入れられる現時点での唯一の方法と言っていい。

　そう考えるのはリリアだけではないだろう。今日のことが知れ渡れば、参加希望者の数は、激増するに違いない。そして、メルはこれを大々的に宣伝するに決まっている。

「レインこそどうするわけ？」

「さあ、どうしようかな」

　レインは肩をすくめてみせた。答えをはぐらかしたのではなく、本当に迷っているのだけれど、それがリリアに伝わったかどうかはわからない。

　普通に考えれば、レインでは参加できない。魔法適性がないので召喚魔法を使うことができないのだ。でも、リリアは参加すると断言した。

「リリアは、どうやって召喚獣を用意する？」

「敵であるあなたに教える義務はないわ」

「Ｌクラス同士、仲よくしようぜ」

「敵だって言ってるでしょ、気安く話しかけないでよね！」

　リリアはそのまま階段をのぼっていってしまった。どうも、昨日の一件から機嫌が悪いようだ。それもまたしかたのないことか。

「さて、どうしたもんか」
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　日々は慌ただしく流れていく。

　学園祭の開催日が近づくにつれて、学院内もお祭りムードが高まってきた。比例して聖徒会の仕事も増加した。小さなトラブルは数え切れないほど起こったが、相変わらずイヴリンは戦力外であったし、リリアもレインとは満足に口をきいてくれなかった。女の子に無視されつづけるということが地味に辛つらいと知った。

　そのリリアは、どういう意図があるのか知らないが、夜になると寮の周囲を走っているらしかった。汗だくで息を切らせている彼女を何度か見かけた。声をかけても無視されるだけなのでほうっておいたが。



　そして、その日はあっさりと訪れた。

　グライムス学院学園祭初日。

　朝から学院中は文字どおりのお祭り騒ぎであった。屋台が並び、学院の外からも大勢の来場者がやってくる。朝からレインは忙しく働きまわった。楽しむ暇などない。警備と連携して不審者をとり押さえたり、迷子のアナウンスをして両親をさがしたり、はめをはずしすぎた不良教師を軟禁したりと、とにかく忙しかった。

　その日、レインは夢も見ずに眠った。

　眠る前に思ったのは嵐あらしでもきて、二日目が中止になればいいのに、だった。
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「迷惑なまでに晴れやがって」

　雲一つない快晴である。影魚シヤドウフイツシユのおかげで空気も澄んでいた。

　天空競技場は学院の真上に設営される。常に浮かんでいるものではなく、この日のためだけに特別につくられたものだ。学院の教師陣が協力して創造するそれは最大収容人数五万人という巨大コロシアムである。

「それにしても、すごい光景だな」

　ほとんど満席としか思えない観客席を見おろしながら、レインは呟つぶやいた。学院の聖徒のみならず、この一大娯楽エンタテインメントを楽しみにしてきた家族づれ、あるいは魔法解析機関や魔法企業のスカウトマンなどもいるわけだ。

　見渡すかぎり、ひと、ひと、ひとの海であった。

「爆破してみたいなっ！」

　レインの隣で、イヴリンが指をわきわきさせている。天空競技場は学院の敷地内とカウントされるらしく、イヴリンでも参加することが可能だ。

「なに、邪悪なこと言ってやがる」

　すり鉢状のコロシアムの中心は楕だ円えん形けいのフィールドになっている。レインは聖徒会役員として、宣誓台のそばに控えていなければならなかった。もちろん、ここで宣誓するのはレインではない。それでは格好がつかないというものだ。

「ほれ、時間だぞ、聖徒会長。開会宣言してこいや」

「うむ」

　イヴリンは大仰に頷うなずくと、宣誓台の前のほうへと、てくてく進んでいった。マイクスタンドが設置されており、イヴリンがマイクのスイッチを入れると、キーンというハウリング音が響く。



「口を閉じ、謹んで拝聴しろ、愚民ども」



　イヴリンの一喝で会場は静まりかえる。これだけの人間がいて、全員が黙っているという状況はある意味不気味だ。

　場内には巨大スクリーンが用意されていて、そこにイヴリンの顔が大きく映っていた。

　不自然なまでの静けさの中、イヴリンはすぐにはつづけず、会場をぐるりと見渡す。フィールドの中央にはすでに、レインとイヴリンを除いたレースの参加者四五人が集まっていた。当初の応募者は二〇〇を超えていたようだが、そのほとんどが参加意思を撤回した。賢明な判断だろう。

　四五人全員が正装、つまりは学院の制服に身をつつんでいる。その中にはリリアや、オスカー・ベネトン封ふう規き委員長の姿もあった。封規委員は白いコートが正装なので、ずいぶん目立つ。

　みんながイヴリンに視線を注いでいる中、リリアがレインのことをちらりと見た。

　目があったので軽く手をあげて応こたえる。と、大げさにそらされてしまった。

「会長の座がほしいか、ウジムシども？」

　イヴリンの声が拡張されて、競技場の隅々にまで響き渡った。

「ならば、このわたしをひきずりおろしてみろ。手段は問わない。卑ひ怯きよう者ものこそ大歓迎だ。そうであればこそ、わたしも手加減をしなくて済む。全員、八つ裂きにしてくれる」

　一拍置いて、大歓声が沸いた。

　まったく、どいつもこいつもお祭り気分で浮かれているらしい。《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》が手加減をしないと言っているのだ、これほどおそろしいことがほかにあるだろうか？

「以上をもって、第九八回グライムス学院学園祭・召喚獣レースの開会宣言とする！」

　不敵な笑みを浮かべてイヴリンが宣誓台よりおりてくる。

「おまえ、言ってもちょっとは手加減しろよ？　子供の観客だっているんだ。残虐シーンはご法度だぞ？」

「わたしはきさまにも言ったつもりだぞ」

　イヴリンがレインの胸を人差し指でつんと突いた。















「手加減はするなよ」

「もちろん最善はつくすさ。ただ、ぼくとしてはイヴが聖徒会長でいてくれさえすれば、それでいい」

「ふん、つまらん男だ」

　イヴリンはレインの横をとおりすぎようとする。レインはとっさに、その細い肩に手を置いた。

「おい、イヴ」

「なんだ？」

「約束は忘れるなよ？」

「……わかっている。いちいちうるさいやつめ」

　イヴリンはレインの手を乱暴に払った。



「それでは最終コールをおこなうから、参加者はエントリー番号順に並んでくれたまえ」

　戦せん挙きよ管理委員のメルが受付テントの前で声をあげている。

　レインとイヴリンもそちらへ向かった。

　ここで各参加者は自身と召喚獣の参加意思の最終確認をおこなう。エントリーはしたものの、体調不良などを理由に参加を見送る者もいれば、幻想生物が呼びだしに応じないなどという場合もあるからだ。

　レインたちよりも前にエントリーした者たちが次々と召喚獣を呼びだしている。その姿は幻想生物というだけあって奇怪なものが多い。四つの翼を持つ鷹たか、空中を泳ぐ鮫さめ、巨大な蜘く蛛も、複数の獣をかけあわせた合成獣など異形極まりない。

　そんな中、レインがひき連れていったのは馬だった。

　馬術部から借り受けたものであり、召喚したものではない。

　もちろん、ただの馬ではなかった。鋼鉄製のボディ、むきだしの魔術コイルに大小の歯車、パイプから蒸気を噴きだす、魔法仕掛けの機械馬クロツクワークスホースだ。汎はん用よう魔法式が埋めこまれており、燃料を補給しなくとも二四時間フル稼働で一週間も動く。平へい坦たんな道はもちろん、足場の悪い山道でも最大積載量五〇〇キロを悠々と運ぶことができるという優れものだ。

「召喚獣ではないけれど参加は認められるだろう？」

　参加するか否かを迷っていたころに、レースの規程を隅から隅まで読んでみた。

　すると、必ずしも参加者が召喚したものでなくても参加は可能であることがわかった。

　たとえばＡという人物が召喚した幻想生物をＢという人物が操作するという場合でもエントリーは認められるのだ。ただ、実際のところでは、それは多分に危険を伴うことになるだろう。召喚魔法は召喚者のカリスマ性に大きく依拠する。召喚獣を借り受けただけのＢなる人物が簡単に制御できるものではない。

「もちろんだよ」

　メルは微笑ほほえんだ。そのまま、じーっとレインを見つめてくる。

「……なんだよ」

「きみの活躍に期待しているよ、レイン」

「せいぜい怪け我がしないように気をつけるさ」

「ボクはきみが聖徒会長になるという展開も、おもしろいと思っているんだけどね」

　メルがにゅうっと顔を寄せてきた。ほのかに甘い香りがして、レインは一歩後退する。

「なにしてるっ！」

「うおっ」

　突然、服をひっぱられて、レインは転んだ。

「なんだ、イヴか。いきなりひっぱるなよな」

　レインの不平を、しかし、イヴリンは聞いていない。

「メル・ホワイト、わたしの従僕にちょっかいだすな。しばくぞ」

「きみこそ、ボクの大切な友人に手をだすのはやめてくれないか。ボクは前々から、きみのレインに対する扱いに不当なものを感じていたんだ」

「なにをっ！」

「なんだいっ！」

　なぜか二人の瞳ひとみのあいだにバチバチと火花が飛び散る。女の戦いこえー。

「と、ところでイヴ、それはなんなんだ？」

　イヴリンはどういうわけか鉄クズを運びこんでいた。

「幻想生物はどいつもこいつもわたしにおそれをなして召喚に応じないのだ」

　ぷんっと頬ほおを膨らませたイヴリンが、メルから顔をそらしてレインをふりかえる。

「たぶん、食われると思うんじゃないかな」

　イヴリンはくいしんぼうだから。

「であるならばしかたがない」

　イヴリンは鉄クズに手をかざす。

「──射殺された一羽の天使、引き裂かれた悪魔のはらわた、群がる犬は牙きばを抜かれる」

　鉄クズがゴトリゴトリと動きだす。

「──微笑むは聖女、涙に暮れるは魂の囚人、耳を切り落とし、まぶたを縫う」

　鉄は融解し、石や砂は結晶化した。

「──在るものは無く、無いものは在る。現うつつは偽りにして善、夢は真実にして悪」

　鉄クズだったものは粘土細工のように形をかえる。

「──汝の名は絶望代理人、憂ゆう鬱うつを愛めで暗黒に生きる者」

　イヴリンの魔法詠唱の終わりとともに、そこに現れたのは巨大なカエルだった。ところどころ歪ではあるが、そうとわかる。

　最終コールは一つの見せものでもある。観客はイヴリンの魔法を見て歓声をあげた。

「生成魔法か……にしても、なんでカエル？」

「カエルは食べても美味い。鳥肉に似ている」

「くれぐれも食べるなよ。もとは鉄クズなんだからおなか壊すぞ」

「ふん、たとえ鉄だろうとわたしに消化できないものはない」

「おまえが言うとシャレに聞こえん」

「褒め言葉として受けとっておく」

　イヴリンは巨大なカエルの上に飛びのった。べしべしと頭を叩たたくと、ぴょんと跳びあがる。着地と同時に地面がかすかに揺れた。観客がその様子を見てさらに盛りあがる。

「ふん、不細工な魔法だ」

　メルがちくりと言葉を挟んだ。

「とりあえず、イヴリンはこれでいいとして、では、ミス・バラード、きみは？」

　メルの声でレインはうしろをふりかえった。

　そこには挑むような目をしたリリアの姿があった。

「どいてよ」

　と、レインに対して冷たい声をはなつ。

「これは失礼、お嬢さまヤングレデイ」

　レインはおどけて、その場を譲った。

　リリアもレインと同じように〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉だから、召喚魔法は使えない（本人は否定しているけど）。レインのように乗り物を調達してきたのだろうか。どこにもその姿は見えないが……。

「わたしはこれで登録するわ」

　そう言って、リリアがとりだしたのは一枚のカードだった。子供たちのあいだで流行しているトレーディング・カードゲームで、汎はん用よう魔術式が埋めこまれており、魔法を使えない者でも、絵柄のキャラクターを実際に召喚することができるという代物だ。

　ただし、それはそれだけ。見た目は派手だが、実際の戦闘力はゼロだし、一定時間がすぎると消えてしまう。

「ええと」

　さすがのメルも戸惑いを隠せない様子だ。レインにも不可解だった。ほかの参加者はくすくすと笑っている。

「登録は可能だけど、それでレースに参加するのは無謀というものだよ？」

　メルが至極まっとうな忠告をした。

「いいの。これでも登録できるんでしょ？」

「まあ一応は」

　リリアはその場でカードを発動させる。

　現れたのは少しばかり大型の猫だった。うしろ脚で立ち、ブーツを履いている。赤いマントをつけ、頭には帽子もかぶっていた。大きな緑色の目と猫にしては大きな耳、胸の毛が白くてふさふさしている。たぶん、ケット・シーなのだろう。

　だが、とてもじゃないが、リリアをのせて走れるとは思えなかった。

　場内もリリアの子供だましの召喚にざわついている。

「これはまた、ずいぶんとかわいらしい」

　言って、レインはケット・シーに手を伸ばした。小さくてもふもふした生き物というのはとりあえず触ってみたくなるものだ。

　が。

「しゃーっ、ふしゃーっ！」

　ケット・シーは牙きばを剥むき、猫パンチをくりだして、レインを威嚇する。

「うお、こえー」

「ふふん、ざまあみろだわ」

　得意げな顔をしてリリアがケット・シーを抱きあげる。ケット・シーはリリアの豊かな胸に埋もれ、耳と鼻をぴくぴくさせている。エロ猫め。

「ええと、次はベネトン封ふう規き委員長」

　メルの呼びかけで、オスカーが前にでた。それだけで黄色い声援があちこちから飛びかった。アッシュブルーの長い髪、名刀の輝きにも似た瞳ひとみ、いつものように白いコートを着ている。

　オスカーの右手には装飾ナイフが握られていた。鞘さやから抜きだすと、その刃を左手でつつむ。女聖徒たちが一斉に息を飲んだ。オスカーがナイフをひく。当然のように左手の肉は裂かれ、血が滴したたる。オスカーは左手を高く掲げた。



「──You are the king of heavens天の王にして, those who govern the ground地上を統べる者,

　　　burn down the sea,海を焼き払い、 and shoot down the moon月を墜落せしめる者.

　　　I'mわれ、 going to sign the contract汝と血の of blood with you契約を結ぶ.

　　　Prostrate yourself beforeわが前にひれ伏し、 me and eat my meatわが肉を食らえ.

　　　It belongsわが骨の to you to one chip of my bone.ひと欠片までも汝のもの

　　　It belongs to汝の血の me to one drop of your blood一滴までもわれのもの.」



　オスカーの左手から流れた血が、まるで時間を戻すように傷口に戻っていく。

　同時に空が厚い雲に覆われた。雲は雷鳴を響かせながら渦を巻き、そして──。

「竜族ドラゴンだ！」

　どこからか声があがった。会場にいる全員が空を見あげていた。

　黒雲から顔を覗のぞかせたのは竜族ドラゴンの中でも翼種フライトに属する翼竜プテロサウリアだ。体長は六メートルほどで、赤い鱗うろこにおおわれ、鋭い爪つめと牙きばを持つ。翼竜プテロサウリアはオスカーの求めに応じ、そのそばに舞いおりた。翼が生みだす暴風に吹き飛ばされないよう、レインは足に力を入れる。

　一瞬の静寂を挟み、会場は割れんばかりの歓声と拍手につつまれた。

　レインはその巨体を見あげ、息を飲む。

「イヴ、おまえ、竜族ドラゴンなんて呼びだせるか？」

「無理だ。やつらは気位が高い。そう設定されている。だから、召喚者は少なくとも同等の地位の者、実際にはそれ以上である必要がある。ブラッドベリの者では竜族ドラゴンを御し切れない」

　ベネトン家は男爵だが、必ずしも正統とは言いがたい。にもかかわらず、竜族ドラゴンはオスカーの呼びだしに応じた。

「オスカーのカリスマ性か」

　レインはリリアを見やった。猫を抱きかかえ、不安そうな顔をしている。

「ずいぶん仰々しいな」

　イヴリンが声を大きくして、オスカーに話しかける。

「おまえをひきずりおろすと宣言したはずだ」

　あくまでもクールに、オスカーは答えた。

　怖おじ気けづいたのか、参加者の中から棄権者がではじめる。

　会場は異様な興奮につつまれていた。

　オスカーは本気だ。メルの提案にのったのも、勝算あってのことだろうとは思っていたが、ここまでだったとは……。

　さて、どうやってイヴリンを勝たせればいい？

「やばいな、なにも思い浮かばない」



　そしてレースの開始時刻となる。それぞれが召喚獣の背にのり、指定された位置についた。棄権者は一〇人。参加するのは、レインとイヴリンも含めて三七人となった。

　観客の声援がこだまする。

　レインは全参加者の中盤あたりに位置していた。レインが聖徒会長の座を狙っていないというのは本当だ。でも、イヴリンには勝ってもらわないと困る。

　オスカーの翼竜プテロサウリアがやはり一番の強敵か。残念ながら、対策は一つも思い浮かばなかったから、それはイヴリン自身になんとかしてもらうほかない。

　レインの役目は、少しでもイヴリンに有利な勝負となるように手を貸すこと。

　そのためだけにレースの参加を決めたのだ。

　ところで、リリアはどこにいるのだろうか？

　レインはあたりを見まわす。すぐに見つけることができた。美しい、豊かな赤毛は大勢の参加者の中でも目立つ。リリアは、レインよりも前方のポジションをとっていた。かなりやる気満々だ。瞳ひとみにも炎が宿っていることだろう。

　それにしても、ケット・シーを背中にのせているのはどういうつもりなのだろう？

　よくわからない。

　と、そこで合図がなされる。観客が声援を一時的にとめた。

　レインも意識をレースのほうへ戻す。

「位置についてオン・ユア・マーク」

　拡張マイク越しにメルの声が響いた。

「用意ゲツト・セツト」

　メルが空砲ピストルを上へ向ける。

　埋めつくされる静寂。

　そして。

　──パン。

　銃声が鳴り響いた。















　召喚獣たちが一斉に飛びだす。

　レインの操る魔法仕掛けの機械馬クロツクワークスホースもまずまずのスタートを切った。スタートと同時に隣同士が接触して転倒という事態も珍しくはなく、実際、数人の聖徒がそこで脱落したようだ。召喚獣の咆ほう哮こうと、聖徒たちの悲鳴、地面が抉えぐれる音が聞こえた。レインは巧みに馬を操り、転倒した召喚獣をまたいでいく。

　ふりかえる余裕はなかったので、誰が脱落したのかはわからないが、イヴリンのカエルは凄すさまじい跳躍力で先頭集団を牽けん引いんしているし、オスカーの翼竜プテロサウリアもそれにつづいている。

　そして、リリアも無事らしい。

「まったく、うまいことを考えたな」

　リリアは〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉で召喚魔法など使えるはずがない。登録時にとりだしたカードも子供のおもちゃでしかなく、実質的な魔法効果はないに等しい。ケット・シーはリリアをのせて走ることなどできないのだ。

　だから、リリアがケット・シーを背負って走っていた。

　リリアが夜に走りこみをしていた理由をようやく理解する。

　発想の転換というやつだ。

　召喚はおこなわれた。しかし、召喚獣にのらなければならないとはレース規程のどこにも明文化されていない。まさか誰も召喚者のほうが走るとは思わなかったのだろう。

　リリアの脚力は並ではなかった。巨大な召喚獣のあいだを飛ぶように駆けている。短いスカートがひらりひらりと舞っていて、それはなんとも目の毒だったが。

　驚くべきことに、リリアは確実に先頭集団に食いついていた。

　やがて第一の関門が現れる。魔法トラップだ。召喚獣レースはただのスピードレースではない。どちらかといえば障害物競争なのだ。

　先頭集団の足もとから、突如として石柱が生じる。

　バランスを崩した参加者は召喚獣の背中からふるい落とされる。一度、落下してしまえば、レースに戻るのは難しい。残念ながら脱落となる。イヴリンのカエルは石柱をぴょんぴょんと跳び越えていく。オスカーの翼竜プテロサウリアは障害を障害と感じていないように突き進んでいた。同じ封ふう規き委員会から参加している空泳鮫スカイシヤークは石柱をうまくよけながら泳ぎ、女王蜘蛛マザースパイダーも長い脚を駆使して石柱をやりすごしていた。

　リリアもそれにつづく。ひたいに汗を浮かべてはいるが、息はまだまだ余裕という感じだ。

「どんな体力してるんだ」

　純粋な持久力だけで言えば、リリアのほうがレインよりも上かもしれない。

　レインはなんとか順位をキープしてはいたが、それ以上前にでられずにいた。

　魔法仕掛けの機械馬クロツクワークスホースは実際の馬と比べれば疲れ知らずだ。しかし限界がないわけじゃない。無理をさせればオーバーヒートしてしまう。一応、借り物なので、壊して返却するわけにもいかなかった。

　先頭は五人。

　イヴリン、オスカー、封ふう規き委員から二名、最後にリリア。

　くしくも現職の聖徒会執行部と封規委員の対決という形になった。レインの助けなんて必要ないようだ。

　そのままカーブに差しかかり、第二関門へとつづく。

　今度は炎をまとった石柱が虚空より生みだされる。先ほどは飛べばよけられたかもしれないが、次はそうもいかない。発生場所がランダムであるため、上下前後左右、あらゆる空間に気を配らなければならないのだ。

　しかし、イヴリンのカエルは長い舌を伸ばして、石柱をことごとく破壊していく。生成魔法によって生みだされた無機物なので熱にも強いらしい。

「片腹痛いわっ！」

　イヴリンの高笑いがレインのところまで届いた。

　オスカーの翼竜プテロサウリアはもとより障害になっていない。空泳鮫スカイシヤーク、女王蜘蛛マザースパイダー、ケット・シーを背負ったリリアがつづく。

　会場は熱気につつまれている。一つ一つの声はもはや聞きとれず、巨大な声援となって天空競技場を揺るがしていた。

　不意に、リリアの動きに変化が生じた。

　空泳鮫スカイシヤークがリリアの進行方向を塞ふさいでいるのだ。背後からは女王蜘蛛マザースパイダーが糸を吐きだしてリリアを捕らえようとしている。

　どうやら封規委員が二人がかりでリリアを脱落させようとしているようだ。

「おいおい封規委員長、こんなの見すごしていいのかよ」

　あの堅物のオスカーが指示したとは思えない。

　だが、二人は明らかにリリアを狙っている。レース前は、まさか、自力で走る女子がトップ集団の中に入るなどとは考えてもいなかったに違いない。それがずっと食らいついてきたものだから慌てたのだろう。二人は、不確定要素は脅威となる前に排除するという決定をくだしたらしい。

　リリアは腰のホルダーから魔銃剣ガンブレードを抜いた。

　背後の女王蜘蛛マザースパイダーに向けて、引鉄トリガーを絞る。

　閃せん光こう弾だんがはなたれ、一瞬世界が脱色される。空になった薬やつ莢きようが排出された。

　女王蜘蛛マザースパイダーも、騎手も、閃光にひるんだようだが、脱落には至らなかった。リリアに向けて地味な攻撃をつづけている。

　リリアの顔に疲労の色が浮かんでいるのが見てとれた。

「まったく」

　レインは魔法仕掛けの機械馬クロツクワークスホースの腹をかかとで蹴けり、徐々に加速させた。パイプから大量の蒸気が噴きだされる。

　馬の手綱を握りながら、レインはからだを傾けた。地面すれすれに手を伸ばし、破壊された石柱の欠片かけらをつかむ。

「はっ、隙すきだらけだぜ？」

　レインは馬上にて石をふりかぶって投げた。

　石は空泳鮫スカイシヤークを操っていた封ふう規き委員の背中に命中。彼はバランスを崩して地面に落下した。騎手をうしなった空泳鮫スカイシヤークも前方に出現した石柱に衝突し、コースアウト。そこで停止した。これで脱落だろう。

　リリアがこちらを見た。しかし、その表情は険しかった。

「あぶないっ！」

　リリアが叫ぶ。それが自分への呼びかけだと理解した瞬間、目の前が白いもやでかすんだ。女王蜘蛛マザースパイダーの吐いた糸だと気づいたときには、レインは落馬していた。

「くそ、しくった」

　馬術部からの借り物だというのに、魔法仕掛けの機械馬クロツクワークスホースは強力な糸にからめとられ、再起動不能状態に陥っていた。

　しかも、女王蜘蛛マザースパイダーがこちらに追撃をしかけてくる。レインはすぐさま石をつかんで騎手に向かって投げつける。が、それは女王蜘蛛マザースパイダーの吐きだす糸によって、あっけなく無力化されてしまった。

「やばい」

　女王蜘蛛マザースパイダーの長い脚がレインに伸びる。逃げようとしたが、右足首に痛みが走った。どうやら落馬の際にひねったようだ。反応が遅れた隙を見逃してくれる相手ではない。レインは女王蜘蛛マザースパイダーの気味の悪い脚に押さえつけられてしまう。

「くっ！」

　ここまでかと観念した。

　しかし、ほんの一瞬でレインは解放された。

　女王蜘蛛マザースパイダーの背が突然低くなる。それは八本の脚がすべて切断されていたからだ。騎手は落下し、「くそっ」と声を荒らげた。

　レインはのっそりと顔をあげる。

　そこには……。

「なに戻ってきてんだよ、会長の座は諦あきらめたのか？」

「諦めてないわよ」

　リリアは不機嫌そうな顔で答え、魔銃剣ガンブレードの刃をしまう。

「でも、その…………わたしのこと助けてくれたでしょ」

　呆あきれたやつだ。

「リリアを助けたわけじゃない。ぼくはイヴリンの邪魔になるようなやつらを排除するためにレースに参加したんだ。自分の仕事をしただけ。早く戻れよ、手遅れになるぞ」

　リリアは前方に目を向ける。レインもそちらを見つめた。イヴリンとオスカーはレインたちに構うことなく、先を進んでいる。

「レイン、怪け我がしてるでしょ？　動きが変だったわ」

「べつに大したことじゃない。それに……」

　途中まで言いかけて、でも、最後まで言うのはやめた。

　血液中に流れている極小汎用魔法式機関ナノマシンが発動して、どうせすぐに治る。

　リリアもそれを理解しているはずなのに、

「目障りなのよね。こんなところで、ぼけっとつっ立ってたら、ほかのひとにも迷惑でしょうが」

　無理やりレインの手をとって、自分の肩にまわした。リリアの背中で、ケット・シーが「ふしゃー」と牙きばをむいた。はむはむとレインの手に食いついてくるが、痛くはない。

　後方からやってきた召喚獣がレインとリリアを追い越していく。

「リリアはお人ひと好よしだな。そんなんじゃ聖徒会長は務まらないぜ？」

「うるさいっ、黙ってないと舌噛かむわよ。ていうか噛みちぎらせる」

「こえーよ」

　リリアはぷりぷりと怒りながらも、レインに歩調をあわせてくれていた。

　聖徒会長に必要な資質は、たぶん、見捨てる勇気だ。それを勇気と呼んでいいのか、確かじゃないけど、そういう種類の冷酷さが求められる。

　それをわかっていないリリアは聖徒会長に相応ふさわしくない。

　でも、きっと、そっちのほうがいい。

「なによ、そのなまぬるい目は──あっ！」

　リリアは突然レインを突き飛ばし、胸をかばった。走りやすいようになのか、ボタンがはずされて肌がちらりと見えていたのだ。

「ど、どこ見てんのよっ！」

「いや、そんなとこ凝視してないから」

　少なくとも今はね、と心の中でつけたす。

　と、そのときだった。

　オスカーの翼竜プテロサウリアが──。



　　　　　†



　レイモンド・コーネルは見つめていた。オスカー・ベネトンが召喚した翼竜プテロサウリアを。レイモンドではぜったいに召喚に応じてはくれないであろう、誇り高き竜族ドラゴンを。

「おまえが地べたに這はいつくばるところが見てみたいな」

　レイモンドは呟つぶやく。

　しかし、呪のろいにも似たその声は周囲の歓声によってかき消されてしまう。

　レイモンドの左手には《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》が握られていた。

　そのディスプレイには古代語が表示されている。失われてしまったその言語を読める者は少ない。試みに訳せば、そこにはこう書かれている。



　屍し者しやよりもなお死んでいる者に告ぐ。

　そなたは罪深き者なり。

　そなたの心を満たすのは悲しみばかり。

　されど悲しみは麻薬。

　いかな孤独によっても、身を切るような不幸によっても、満たされることはない。

　そなたの欲望を満たすは永久とこしえの涙のみ。

　その鬱うつ々うつとした甘美に溺おぼれるときだけ、そなたは満たされる。

　そなたは神にして奴隷、空に憧あこがれ、地獄に果てる。



　レイモンドの耳もとで誰かが囁ささやく。

「そのボタンを押すのは、あなた」

　その声はあの夜に出会った少女のもののようでもあり……。

　レイモンドは起動スイッチに指をかける。
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　その瞬間、オスカーが呼びだした翼竜プテロサウリアが咆ほう哮こうした。

「なんだ!?」

　オスカーは手綱をひきしぼる。しかし、翼竜プテロサウリアはそれに応じなかった。それどころか翼竜プテロサウリアはオスカーの指示を無視して暴れだす。

「くっ、どうしたというのだ!?」

　翼竜プテロサウリアはその名に恥じぬ巨大な翼を広げ、飛ひ翔しようした。首のまわりに魔法式が浮かんでいる。それは、あたかも首輪のように翼竜プテロサウリアを縛いましめる。

　誰かが魔法を詠唱した？

　そのせいで翼竜プテロサウリアは暴走を？

　苦しげに叫んだ翼竜プテロサウリアは重力に逆らう。凄すさまじい暴風があたりに巻き起った。観客席で悲鳴があがる。オスカーは翼竜プテロサウリアをなだめようとからだ全体を覆う赤い鱗うろこに触れた。同時にオスカーの手に激痛が走る。手のひらに火傷やけどができている。

　そう、今や翼竜プテロサウリアは異常なまでに発熱していた。肉が焼けただれるにおいが鼻をつく。

「どうなっている？」

　現状を制御する方法が思い浮かばない。

「──怨怨怨怨怨怨オオオオオオオン」

　耳をつんざく、翼竜プテロサウリアの絶叫。

　オスカーのからだが炎につつまれる。



　　　　　†



「あぶない！」

　今度はレインが先に反応した。リリアを押し倒すようにして、それをよける。

　オスカーの翼竜プテロサウリアが炎を吐いた。しかし、それは火炎放射などと呼べるものではなかった。まさしく嘔おう吐とそのものだった。

「なんだよ、あれ……」

　レインは自分の目を疑う。

　翼竜プテロサウリアは大量の血と内臓を吐きだしていた。血も内臓も、外気に触れたとたんに発火している。翼はよじれ、赤い鱗は剥はく離りし、ぼたぼたと落下する。その下から現れた肉はぶくぶくと泡立ち、破裂した。まるで煮つめられたシチューみたいに。

　オスカーは無事か？　翼竜プテロサウリアが暴れだすのと同時に、オスカーが炎につつまれ落下したのが見えた。レインの場所からはどこに墜落したのかわからない。

　リリアは口を押さえている。

「どうなっているの？」

「わからない」

　会場のあちこちから悲鳴があがる。翼竜プテロサウリアがでたらめに飛行するために、吐きだした内臓が、さながら火炎瓶のようにふり散らかされているのだ。異臭と熱気がたちこめる。

「くそ、こんなのレースどころじゃないぞ。聖徒を避難させないと」

　レインは急いで立ちあがった。すると、右足首に痛みが走る。

「くっ……」

「ちょっと、そんな足じゃ無理よ」

　リリアがとっさにレインを支えてくれる。

「すぐに回復するさ」

　今さっきリリアを押し倒したときに、ケット・シーの効果は切れたようだ。今はどこにもその姿が見当たらない。

「それより、このままだと大惨事になる」

　緊急時の場合は警報が流れるはずだ。少なくともメルが避難誘導のアナウンスをするだろう。それがないということは放送機器にトラブルが発生していることが予想される。メルは無事なのか？　教師や、レースに参加していなかった封ふう規き委員、戦せん挙きよ管理委員など、リーダーシップをとれる人間が一般聖徒を誘導してくれていればいいが……。

「最悪の場合、天空競技場そのものが落下するぞ。そんなことになったら被害は甚大だ」

「そんな……」

　翼竜プテロサウリアがとうとう墜落した。大きく地面が揺れる。翼は自らの熱でただれ落ちてしまっていた。

　その竜と対たい峙じしているのは──、

「イヴ！」

　グライムス学院聖徒会長──イヴリン・ブラッドベリだ。

　魔法で生成したカエルの上に仁王立ちしている。

「──魚は溺おぼれ、鳥は墜ち、太陽は西からのぼって東へ沈む。

　──屍し者しやは蘇よみがえり、生者は死なず、地獄の門は開かれる」

　レインの耳まで、彼女の魔法詠唱が聞こえてきた。

「──花に刃を、傷口に蜜みつを、われに混こん沌とんの理論を。

　──汝の名は絶滅志願者。自らをも破壊し、むさぼる者」

　イヴリンが手の中の球体を握りつぶした。

　爆風がからだに叩たたきつけられる。レインはリリアを守るように、瓦が礫れきの隙すき間まに身を寄せた。そこから顔をだしてイヴリンと翼竜プテロサウリアの姿を確認する。

　イヴリンの透けるような銀色の髪は爆風にからめとられてなお美しさを失わない。

　いっぽうの翼竜プテロサウリアは空に向かって咆ほう哮こうした。炎の血を吐きだして、のたうちまわる。イヴリンの攻撃は確実に効いている。

　だが、しかし。

　ダメージは翼竜プテロサウリアをより攻撃的にさせたらしかった。巨大なからだをしならせて、翼竜プテロサウリアが暴れはじめる。地面は割れ、血が飛び散ると、そこから炎があがる。まさに地獄絵図そのものだ。

　翼竜プテロサウリアが太く長い尾をしならせた。

「イヴ！」

　イヴの小柄なからだをめがけて、尾がふりおろされる。地面が揺れ、大きなひびが蜘く蛛もの巣のように広がった。土煙がもうもうと舞いあがる。

「イヴ！」

　レインはもう一度叫ぶ。

　次の瞬間、翼竜プテロサウリアの尾が吹き飛んだ。引火したガソリンのように爆発を伴い、周囲に炎をまき散らす。

　イヴリンは翼竜プテロサウリアに潰つぶされてもなお、その場に立っていた。いっぽう、鉄クズで生成されたカエルのほうは原形をとどめていない。にもかかわらず、イヴリンの顔には笑みが浮かんでいる。小さなくちびるから、吸血鬼ヴアンパイアのような歯が剥むきだしになった。



「久しく忘れていたな、この感じ。ああ、こんなにも絶体絶命カイカンだ」



「待て、イヴリン！」

　レインは叫んだが、それはイヴリンの耳まで届いていなかった。あるいは、届いていたのかもしれないが、イヴリンはレインを無視した。

　レインは飛びだそうとするが、

「ダメ！」

　リリアがレインの服をつかんでその場にひきとめた。レインの眼前で炎があがる。熱風にからだがよろめいた。

「くそ、間にあわない！」

　レインの嘆きの声と、

　イヴリンが自らの心臓に向けて爪つめを突き立てるのとは同時だった。

　レインの隣でリリアが言葉を失っている。

　不思議なことに、イヴリンのからだからは血の一滴も流れない。

　まるで、なにかの手品のよう。

　ぜったいに殺人を犯すことのできない殺し屋一族、ブラッドベリ。

　その呪のろいは自分自身にも及ぶ。

　ゆえに、ブラッドベリの者は、たとえそう望んだとしても自殺ができない。

　自分を殺すことができない。

　だからこそ可能となる、制御魔法だ。

　イヴリンは自分の能力を常に制御している。

　そして、今それを解放しようとしていた。

　イヴリンが手をひき抜く。その手に握られているのは匣はこだった。表面に大量の魔法式が刻まれている。レインはその中に入っているものを知っている。



「──赤き夢の祝祭、黒き黄昏たそがれの終しゆう焉えん、白き遠雷の誉れ。

　──神を見殺し、脳髄の快楽におぼれ、電子の海に沈め。

　──汝の名は腐乱性双生児。死してなお美しき、わが片割れ」



　イヴリンの詠唱で魔法式が起動する。匣はこがイヴリンの手から浮きあがった。

　それは、仕掛け玩具パズルボツクスのように、自転をはじめる。

　右にまわり、左にまわり、縦にまわり、横にまわり、正しい位置で静止した。

　匣が、開いていく。

　その中に封じられているもの──それはイヴリンの心臓だ。

　イヴリンは封じられていた心臓を無造作につかんだ。

　小さな手の中で、なおも鼓動をつづけているそれを──、

　イヴリンはひと口で飲みこむ。

「な、なんなのよ、あれ……？」

　リリアが恐怖をにじませた声をもらした。

　それも無理はない。

　心臓をとりこんだイヴリンのからだに急激な変化が生じているのだから。

　魔法式がイヴリンのからだをつつみこんでいた。















「あれが、イヴリン・ブラッドベリだ。本物の、な」

　レインはイヴリンから目をはなさずに答えた。

　イヴリンの銀色の髪が、ゆっくりと波打つ。ただでさえ長かった髪がさらに伸びはじめていた。その色も次第に蒼あおく染まっていく。イヴリンの瞳ひとみが凍る月のような金色に輝いた。

　イヴリン・ブラッドベリは誰にも負けない。

　彼女は常に本気で戦える相手を待っている。

　普段のイヴリンは力を制御した仮の姿にすぎない。

　真実の彼女は──こんなにも美しく、禍まが々まがしい。

　イヴリンは磔たつ刑けいに処された、かの聖人のように手をひろげた。

「ああ、最高の気分だ。力がみなぎる」

　濡ぬれた赤いくちびると、対照的に白い肌。異常なまでに伸びつづける蒼い髪をなびかせて立つその姿は戦場の女神に相違ない。

「わたしを退屈させるなよ？」

　イヴリンの全身にまとっていた魔法式が反応し、翼竜プテロサウリアへと伸びる。魔法式が巨大な鎖のごとく、翼竜プテロサウリアを拘束した。

　イヴリンは翼竜プテロサウリアに向かって跳びあがる。右手をふりあげ、力任せに殴りつけた。その一撃で翼竜プテロサウリアは火を吐き散らしながら咆ほう哮こうし、地面に倒れ伏す。大地が大きく揺れ、深い亀き裂れつが生じる。あたり一帯が炎につつまれた。

　イヴリンは追撃の手を緩めない。翼竜プテロサウリアに向けて、こぶしの雨をふらせた。苦しげな絶叫。翼竜プテロサウリアはそれでも長い首を起こし、イヴリンに食らいつこうとする。鋭い牙きばがイヴリンの肉を食い千切らんとする。

　けれど、魔法式に弾はじかれ、牙はイヴリンの肉体に届かない。

　イヴリンは、飛びあがって翼竜プテロサウリアの首に組みついた。

「その翼は伊だ達てか？　空を飛んでみせろ」

　太い首をねじるようにして、イヴリンは翼竜プテロサウリアを投げ飛ばした。まだ避難を終えていない観客席に翼竜プテロサウリアの巨体が激突する。吐きだされた血液が燃えあがった。とり残された聖徒たちの悲鳴がこちらまで届く。

「まさか、これでおしまいではなかろうな？　まだ準備運動だぞ」

　イヴリンが右手を掲げた。今のイヴリンに魔法詠唱など必要ない。指を鳴らすだけで、かの巨体を消滅させることも可能だろう。だが──。

「バカ、やめろ！」

　レインはそこでイヴリンを制止した。呆ほうけたままつっ立っている場合じゃない。

「観客はまだ避難を終えていないんだ。一般聖徒が巻き添えを食らう」

　イヴリンはつまらなそうにレインを見かえした。

「わたしに意見する気か？」

「おまえは知らなかったかもしれないけど、一応、ぼくも聖徒会役員なんだよ。おまえのわがままにケチをつけるのがぼくの仕事だ」

「なら、きさまがわたしの相手をしろ、レイン」

　イヴリンが、とん、と足を踏み鳴らす。

　同時にレインはリリアを突き飛ばした。

「レインっ!?」

　次いでレインのからだに衝撃が走る。背中を強く打ちつけ息がとまる。イヴリンに押し倒されたのだと気づいたときには、彼女の長く伸びた蒼あおい髪が自分の首に巻きつけられ、ひきしぼられているところだった。

「くっ……」

　イヴリンはレインの上に馬乗りになっている。高速で動いたために生じた衝撃波のせいか、イヴリンの制服はあちこちがひき裂かれていた。陶人形のような白い肌が、この状況ではひどく不釣りあいに思える。

「……悪くない眺めだ。もうちょっと胸にボリュームがあれば、なおいい」

「二度と軽口を叩たたけないようにしてやろうか？」

　魔法でつくられている大地がイヴリンの魔法式と接触して分解されていく。

「ぼくを裏切るのかイヴリン？」

　レインとイヴリンはしばし睨にらみあった。



「契約したはずだぞ。おまえは《聖者の歯車ロードギア》を手に入れ、ぼくに譲る。ぼくはおまえにぼく自身を差しだす。ぼくの傷はおまえのものだ」



　痛いほどの沈黙が二人のあいだに横たわる。

　やがて、レインの首に巻きついていたイヴリンの髪が緩んだ。

　イヴリンはただひと言、

「……飽きた」

　とだけ言って、レインの上から立ちあがった。

　レインはホッと安あん堵どの息をつく。これで終わったのか。そう思い、先ほど突き飛ばしてしまったリリアへと視線を向ける。



　──ドン。



　リリアは変な表情を浮かべていた。せっかくの美少女が台無しだな。

　口を大きくあけて、まるでなにかを叫んでいるみたいじゃないか。

　おかしいな、音が遠い。声が聞こえない。

　リリアの口は「レイン！」と自分の名前を形づくっているように見える。

「なんだよ……？」

　呟つぶやくのと同時に、自分の右肩から血が噴きでていることに気がついた。

　肩から先がなくなっている。

「やべえ、しくった」



　　　　　†



　──時間はわずかに前後する。



「こっちだ！」

　メル・ホワイトは数人の戦管メンバーとともに、観客の避難誘導に尽力していた。

「慌てなくていい、転ばないように確実に歩くんだ！」

　翼竜プテロサウリアの吐きだした炎によって、あちこちの避難経路が遮断されてしまっていた。そのために避難の遅れた人々のあいだでパニックが広がっている。

　集団内のパニックは危険だ。恐怖による思考停止はさらなる悲劇を生みだしかねない。

　メル自身、ここまでの異常事態に遭遇するのは生まれてはじめてのことだったけれど、湧きあがる不安に蓋ふたをして、人々を安全に避難させることにのみ集中した。本当は、すぐにでもフィールドに飛びこんでいきたかったけれど、その気持ちにも蓋をする。

　レイン、きみは無事なのか？

「さあ、こちらだ！」

　そうやって人々を誘導するメルの視界に──、

「なっ!?」

　翼竜プテロサウリアの巨体が飛びこんできた。

　逃げ切れない！

　メルは瞬時に判断し、上着ジヤケツトのポケットから簪カンザシを抜いた。



「防衛倫理プロテクトコード──《赦さずの殻ハート・シエイプト・ボツクス》」



　簪カンザシを媒介に防御魔法を展開する。集中していれば範囲一〇〇メートルは確実に守ることのできる魔法壁だけれど、今は二〇メートルといったところか。

　翼竜プテロサウリアの巨体がメルのすぐそばの観客席に激突した。

　破片が弾丸のように飛び散る。それをメルの《赦さずの殻ハート・シエイプト・ボツクス》が防いだ。人々の悲鳴があがる。けれど、誰にも怪け我がはなかったようだ。

　メルはフィールドのほうへ目をやった。炎と煙に紛れてしまって見渡すことができない。設置されたスクリーンもとっくに破壊されている。

　メルは魔法壁を解除した。

「さあ！　みんな、早く逃げるんだ！」

　泣いている者、恐怖によって足がすくんでいる者、友人や家族をさがそうとして戻ろうとする者。とにかく全員を安全なところまで避難させる。

　気づけば周囲はすっかり瓦が礫れきの山と化していた。壊れた観客席、脱げた靴や帽子、ポップコーンが散らばっている。目につく範囲で逃げ遅れた者の姿はない。

「ホワイト！　われわれも避難するぞ！」

　先輩に呼ばれたメルは、しかし「先にいってください！」と言って踵きびすをかえした。

「バカ、なにをしている!?」

　メルは答えずに走りだす。

　なぜ、こんなことが起きたのか？

　オスカーが意図したこととは思えない。これは彼の手に余る事態だ。しかし、オスカーが制御し切れないのであれば、最初から竜族ドラゴンが呼びだしに応じるはずがなかった。ということは第三者が関与しているのか？　誰がこんなことを……。

　メルは翼竜プテロサウリアのそばに歩み寄る。

　腐りゆく竜族ドラゴンはまだ生きていた。鱗うろこがはがれ、ただれた肉が露出している。ひどいにおいが鼻をついた。近づいただけですさまじい熱風がメルの頬ほおを撫なでる。

　翼竜プテロサウリアが首を起こそうとした。

　その首に、まるで縛いましめのように魔法式が浮かんでいるのが見える。それは奇怪な魔法式だった。古代語で書かれているようだ。

　苦しげに喘あえぐ翼竜プテロサウリアは、その大きな瞳ひとみからぼろぼろと血の涙をこぼした。どろりとした血液は空気に触れると発火する。

　それは、あまりにも悲惨で、心を抉えぐるような悲しげな瞳だった。

「きみの意志ではないんだね？」

　メルは呟つぶやく。残念ながらメルは竜族ドラゴンと意思疎通をおこなう術すべを持たない。

「ごめんよ、きみを助けることはできないんだ。きみは人間を傷つけた」

　メルは簪カンザシの先端を翼竜プテロサウリアへ向ける。

「だから、ボクにできるのはこれだけだ」

　素早く虚空に魔法式を描いた。

「待て」

　そこで声がかけられる。そちらに目を向けると、

「ベネトン封ふう規き委員長……」

　オスカー・ベネトンが立っていた。常に着ている封規委員の白いコートを、今は身につけていない。足をひきずるようにして歩き、女子の心をつかんではなさないその顔かんばせも、すすけてしまっている。

「それは、おれの役目だ」

　オスカーは翼竜プテロサウリアの前まで進み、腕を伸ばした。その鼻に触れる。オスカーの手が熱した鉄にでも触れたように焼けた。それでもオスカーは顔色一つかえない。

「わが呼びだしに応じた貴殿の懐の深さに感謝する。今は安らかに眠れ」

　オスカーが魔法詠唱をおこなう。翼竜プテロサウリアは咆ほう哮こうした。呼びだした者とそれに応じた者にだけ通じるなにかが交わされたようでもあった。

　でもそのとき、

「まだ終わらせねえよ」

　声がした。

「封規委員長！」

　メルは叫ぶ。けれど決定的に間にあわない。メルの視線の先にはレイモンド・コーネルの歪んだ笑みがあった。彼の手にはナイフが握られている。レイモンドはこの騒ぎの中でも逃げることをせずに、この機会をずっと窺うかがっていたのかもしれない。

　刃がオスカーの脇わき腹ばらに突き立つ。

「くっ……レイ、モンド」

　オスカーがレイモンドの胸ぐらをつかんだ。レイモンドのシャツのボタンが弾はじけ飛とぶ。

　するとレイモンドの首にも翼竜の首にあるものと同じ魔法式の輪が見えた。

　あれはいったい……？

　レイモンドはオスカーを乱暴にふり払う。それから見たこともない、奇怪な装置をとりだし、翼竜プテロサウリアに向けた。

「屍し者しやよりもなお死んでいる者へ命ずる。今一度の暴虐を。最悪の悲劇を。イヴリン・ブラッドベリをひき裂け」

　魔法式が反応した。翼竜プテロサウリアは苦しげに咆哮する。首に巻きついている魔法式の輪が翼竜プテロサウリアの首をしめあげた。

　そして──翼竜の首が落ちる。

「なんてことを」

　生首となった翼竜プテロサウリアは凄すさまじい勢いで飛びだしていって──。



　　　　　†



　リリアは目の前で起きていることを正しく理解できなかった。

　レインを押し倒していたイヴリンが彼を解放した瞬間に、なにかがとおりすぎた。

　それは翼竜プテロサウリアの首だった。

　その鋭い牙きばは──レインの右半身をえぐりとっていた。

「レインっ！」

　リリアは叫ぶ。急いでレインのもとへ駆け寄った。大量の血が流れ、レインの顔は真まっ青さおだった。それなのに、

「……いてえな、バカ野郎」

　レインはまだ軽口を叩たたいている。

「しゃべらないで。早く血をとめなきゃ」

　レインは血液中に汎はん用よう魔法式を流しこんでいるらしい。そのおかげで常人よりも怪け我がの治りが早いという。けれど、こんなにも大きな怪我を負って平気なわけがない。リリアは制服をひき裂き、レインの傷にあてがおうとする。

　そこで、

「はなれろ、小娘」

　イヴリンが言った。リリアはイヴリンに視線を向ける。美しかった銀色の髪は、禍まが々まがしいまでの蒼あおに染まり、今なお伸びつづけている。

「こんなときに、なに言ってんのよ！」

　すると、

「……リ、リリア」

　レインが真っ青なくちびるでリリアに呼びかけてきた。

「……早く、逃げろ」

「こんなにひどい怪我してるのに置いてなんていけるわけないでしょ！」

「違う」

　レインは咳せきこみながら、必死に言葉を紡いだ。

「ぼくから逃げろ」

「なに言ってるの？」

「くっ……」

　レインの顔が苦痛に歪む。



　そして、レインの傷口から黒いもやのようなものが湧きでてきた。



　それは地下闘技場でレインが傷を負ったときに見たものだった。リリアが触れると同時に消えた、真っ黒いもや。おそらく、これが血液中に流れている魔法式なのだろうと勝手に理解していた。

　でも、なにかが違う……。

　これはそういうものとは異なるものだ。

　空気がかわる。悪寒が背筋を走った。

　黒いもやは膨れあがり、弾はじけ、分裂し、再び一つになる。ドロドロの溶液のようにうねりながら、やがて人形を形成していく。それはまるで、もう一人のレインのような……。

　レインの影、レインの……闇やみ？

「ここにきて予期せぬサプライズだ」

　イヴリンがどこか歌うような調子で言った。

　レインは再び咳せきこむ。こんな大おお怪け我がをして無事でいられるはずがない。リリアはレインを支えようとする。なのに、レインはリリアの手を払いのけた。

「リリア……早く、早く逃げろ」

「だから、レインを置いてなんて」

　しかし、リリアの言葉をレインは遮る。

「手遅れに、なる前に……逃げるんだ。この闇から、逃げろ。つかまれたら、終わりだぞ」

「さっきから、なに言って……」

　レインの傷口から生みだされている黒いもやは、抜けかけている魂のようにも見えた。今や、確かにレインの形をしている。影は指でピストルをつくると、うずくまるレインのこめかみにつきつけた。



「──前提条件ゼンテイジヨウケン《死刑囚の良心Killing In The Name》、追加条項ツイカジヨウコウ《虚栄Vainness》《怠惰Laziness》《暴食Overeating》」



　影が魔法詠唱をはじめる。

　でも、そんなことはありえない。

　だって、レイン・レッドハートは〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉なのだから。



「──解放言語カイホウゲンゴ《名もなき怪物Pulse Of The Maggots》、免罪特権メンザイトツケン《孤独羊Creeps》」



「イヴリン」

　レインが息も絶え絶えに呼びかける。いくつかの言葉を飲みこんだようでもあった。

「必ず、ぼくを、とめろよ」

「ちょうど体力を持て余していたところだ。任せて、眠れ」

　レインの影が悪魔のように笑い、親指の撃鉄をおろした。



「──構築コウチク・発動ハツドウ《偽善不全悪夢症MEGA-paranoia》」



　そして世界は暗黒に飲まれる。
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　レインの最初の記憶は、まさしく暗黒だ。

　物心がついたとき、レインをとりまく環境は最底辺だった。孤児院とは名ばかりの労働施設でレインは育った。与えられた衣服はぼろきれ同然で、食事はじゃがいもと豆のスープを一日一回かぎり。

　両親の記憶はなかった。気づけば自分はそこにいた。捨てられたのか、それとも両親の死後ひきとり手がなく預けられたのか、それも知らない。

　空腹をしのぐためにネズミをとらえ、それを食らう。庭に生えている草を掘りかえし、その根を噛かむ。孤児たちに名前はなかった。全員が首にぶらさがっていた識別票ドツグタグの数字で呼ばれた。

　レインは三三一番だった。

　ある夜のことだ。職員のミスにより、寝所から外へつづく扉のカギが開いたままになっていた。レインはそれに気づいて、仲間たちに逃げようと提案した。

　けれど、レインに賛同する者はいなかった。

　そのことにレインは深く傷ついた。

　自由への扉は開いている。鎖につながれているわけでもない。なのに、誰も逃げようとしなかったのだ。一緒に逃げようと言ったレインをみんなが冷たい目で見つめているだけだった。

　レインは説得を諦あきらめ、一人で施設を飛びだした。

　その後、仲間たちがどうなったのか、レインは知らない。

　レインは自由を手に入れた。しかし、幼い子供が一人きりで生きていくには困難な世界だった。家はなく、食べるために作物を盗んで住人に袋ふくろ叩だたきにあったこともある。それでも必死に生きた。生き延びた。自分を見送った仲間たちの冷たい目を思いだし、あんなふうにだけはなりたくないと心を奮い立たせた。



　その日は朝からしとしとと雨がふっていた。風もなく、霧に似た細かい雨がレインのからだを濡ぬらしていた。レインは少しでも雨をしのごうと広場の隅で蹲うずくまっていた。広場には旅芸人の一座のものらしい馬車がとまっていたけれど、うっとうしい雨のせいで観客はいなかった。

　レインはじっと馬車につながれている馬を見つめていた。生きている本物の馬だった。盛りあがった脚の筋肉、黒い鬣たてがみ、絵で見たよりずっと大きかった。

　あれに乗れば、どこか遠くへいけるだろうか。

　そんなことを考えた。

　同時に、それがなんの益にもならない空想であるとも理解していた。

　どこにも逃げられない。逃げ場なんかありはしない。

「坊主、おまえ名前は？」

　不意に呼びかけられてレインは顔をあげた。声をかけられるまで、まったく気づかなかった。そこには道化師クラウンが立っていた。泣き化粧を施しているのに、顔は笑っている。

「おれはスノー。おまえの名前は？」

　レインは答えずに道化師クラウンから顔をそむけた。

　いかにも浮浪児である自分がどうして声をかけられたのか。どうせろくなことなどありはしない。そう思ったのだ。

　するとどういうわけか、道化師クラウンがレインの隣に腰かけ、右手をさしだしてきた。そこにはなにもなかった。逆になにかを要求されているのかと思い怖くなった。

　道化師クラウンは右手を閉じた。次に開くと、なにもない手のひらから蝶ちようが飛び立った。

「……すごい、なに今の？　魔法？」

　レインは生まれてはじめて見た不思議なできごとに驚き、興奮していた。

「残念ながら魔法じゃない。ただの手品さ」

　蝶は雨の中をひらひらと飛び、そのままどこかへ消えてしまった。

「さて、坊主。おまえの名前は？」

　レインはずっと自分が三三一番だと思って生きてきた。だからそう答えた。

「なんだ、辛気臭いガキだな」

　と、彼は笑った。それからどんよりした空を見あげた。

「雨の日は憂ゆう鬱うつだ。だから今日からおまえの名前はレインだ。いい名前だろ？」

　スノーは言った。

「雑用の手が足りないんだ。暇なら手伝えよ、レイン」



　彼は旅芸人の一座に身を置く道化師クラウンだった。スノーの演技に誰もが心を奪われる。泣いていた子供も必ず最後は笑顔になる。

　戦時中だというのに、スノーの一座が芸を披露すると町は華やいだ。

　彼に教わったことはいくつもある。食事のマナーに、あいさつのしかた、綱渡り、バク転、ジャグリング、ケンカ、それから女の子のくどきかた……。

　生まれてはじめて絶望以外のことを覚えた。仲間たちに慕われていたスノーをレインは尊敬した。いつかは彼のようになることが生きる目標になった。もちろん、そんなことは恥ずかしくて彼には言えなかったし、レインはことごとく彼に反発したのだけれど。

　レインでも何者かになれる。生きていける。生きていてもいいのだと知った。

　しかしスノーはレインの前から消えた。永遠に。

　旅芸人の一座は地下抵抗組織レジスタンスの隠かくれ蓑みのだった。そばにいたのにレインはそのことを知らなかった。誰もレインに教えてはくれなかったのだ。

　活動が当局にバレて大勢が捕まった。なにも知らなかった幼いレインは罪を免まぬがれたが、取引に応じなかった仲間たちは見せしめのために、処刑されることが決まった。

　レインの目の前で。

　今でも、夢に見る。

　あの地獄。

　広場でひざまずかされたスノー。化粧がはげて、素顔だった。驚くほど端正な顔をしているのに、頬ほおには三本の大きな傷があった。

「じゃあな、レイン」

　と、彼は言った。まるで動揺のない、いつものふざけた口調で。

「今度は顔色の悪い死人どもでも笑かしてくるさ」

　誰かスノーを助けてとレインは叫び、泣いた。

　罪を免れた一座の一人がレインをぎゅっと抱きしめてくれた。

　見ちゃダメ、とそのひとは言った。

　頭を強く抱えられたので、だから正確には、レインはスノーの魂がこの世から消える瞬間を目撃していない。

「無罪なれど無実とはかぎらず、有罪なれど有害とはかぎらず」

　彼の声だけが耳に残っている。

「ああ、憐れなことだ。おまえたちは誰よりもこの国を愛する男を失う」



　すべてが再び奪われた。世界は暗黒に閉ざされた。神さまなんていないのだ。いや、もしかしたら、いるのかもしれないけれど、そいつは愚かな人間たちが右往左往するのを眺めて笑っているようなやつに違いなかった。

　この世界は、はじめからなにかが間違っている。

　世界の理ことわりがこんなにも狂っているのなら、だったら、こんな世界いらない。

　壊れてしまえばいい。

　壊れろ。
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「なに……これ……」

　リリアの心に暗黒が流れこんでくる。それはレインの悪夢トラウマだった。

　情報が洪水のように頭の中を駆けめぐり、パンクしそうになる。ひどい頭痛と、吐き気がした。寒い。でも暑い。まともに立っていられずに、リリアはその場で膝をつく。空気が淀よどんでいる。まるで泥沼にでも、からだを浸しているかのよう。からだが重い。重力が増してきている？　酸素が薄い。息ができない……。

　ぽたり。

　リリアの頬ほおになにかが滴したたった。手のひらで拭ぬぐうと、それは、

「血……？」

　赤く濁った雨。生臭く、ねっとりとする。

　それだけではない。

　どすん、どすん、どすん。

　空から無数の骸がふり注いでいた。

　それらは地面に激突すると、肉がひしゃげ、血を飛び散らせ、グロテスクな血肉の華と化したのちに、幻のように離散した。一体消えても、また一体落下してくる。ほとんど無限とも思える、人体落下。正視に耐えない暗黒の光景だった。

「なにが起こっているの……？」

　ただ、その不吉さだけが現実だった。

「なんなのこれ、なんなのよっ！」

　しかし、レインは反応しない。その目は虚ろそのものだ。

「おもしろい」

　イヴリンが言った。禍まが々まがしい蒼あおに汚染された髪をなびかせる。彼女の周囲に浮かぶ魔法式が、降り注ぐ骸むくろと血液をことごとく結晶化し、消し去っていく。

「これがきさまの闇やみか。傷しよう喚かん魔法なのか。ますます、きさまがほしくなった。もうがまんできない。ああ、いっそ、きさまを食べてしまいたい」

　魔法式が無数の刃に変化する。

「わたしを満たせ、レイン！」

　刃が弾丸のように射出された。

　そのことごとくが──レインを貫く。

　リリアは息を飲んだ。

「……レ、イン？　…………レインっ！」

　大小様々な刃に串くし刺ざしにされたレインは、なんの反応も見せない。おびただしい血液が傷口から流れて──いいや。

「ククク……」

　笑っている？

「ククク、ハハハ、ハハハハハッハアハハハハハハハアハハハハハッ！」

　嗤わらっている。影だ。レインの傷口から生みだされている人形の影が嗤っていた。レインのからだを刺し貫いていた刃が、もとの魔法式の姿に強制変換され、離散する。

「ハハハ、マッタク、酷イコトヲ、スル」

　レインの傷口から生じている影はねっとりした口調でしゃべった。その不気味な声音にリリアは寒気を覚える。

「アア、カワイイ、カワイイ、俺ノ、イヴリン」

　ゆらりとレインが立ちあがる。でも、その顔に生気はない。まるで操り人形のように覚束ない足どりで一歩、また一歩と前進する。まるで、じゃない。レインは今、影のほうに操られているのだ。

「気安く呼ぶな」

　イヴリンが指揮者のごとく手をふった。すると無詠唱で魔法が発動する。レインの足もとが数十もの巨大な蛇に変化、彼ののど笛に、その腕に、足に、食らいつく。

「さあ、舞踏ダンスの時間だ」

　イヴリンが跳びあがる。

「踊れ」

　魔法式で組みあげられた蛇は鎖のようにレインを縛りつけている。イヴリンは動くことのできないレインに向けてこぶしをふりおろす。

　それを、レインの影が受けとめた。

「残念ダヨ、イヴリン。オマエジャ、俺ハ、倒セナイ」

「たかが傷の分際で生意気な」

「ハハ、褒メ言葉トシテ受ケトッテオク」

「ひとのセリフをパクるなっ！」

　イヴリンが無数のこぶしを弾丸のように浴びせかける。その動きはまったく洗練されていない。野蛮デタラメで、非効率的メチヤクチヤだ。にもかかわらず、それは完成された演舞のようだった。長く伸びた蒼あおい髪が鞭むちのようにしなる。

　しかし。

　レインの影はそのすべてを受け切っていた。その動きは流れる水のようだった。

　イヴリンの型にはまらない打撃をすべてきれいに受け流している。

　攻防の結果として暴風が生みだされた。魔法式に反応して結晶化した血液が弾はじかれて砕ける。レインの肉体に食らいついていた蛇も耐えきれずに引きちぎられた。

　と、イヴリンの蹴けりをレインの影がつかんだ。

「掴ツカマエタ」

「はなせ、傷風情が」

　イヴリンは魔法を行使する。影の手が肉にく腫しゆのように内側から膨れ、爆発する。泥のような暗黒が飛び散った。

　それをきっかけにイヴリンは地面を蹴る。回転しながら、うしろへ大きく跳躍。着地と同時に、手のひらを大地に置いた。

「きさまを治療してやろう。そしてわたしに跪ひざまずけ」

　魔法式が新たに構築されていく。

　虚空に生みだされる砲身。

　それは大ぶりの狙撃銃スナイパーライフルだった。

　自動で弾丸が装そう填てんされ──発射。

　銃声が轟とどろく。

　影の額にくっきりとした穴が穿うがたれていた。

「無駄ダッテ、言ッタロ、イヴリン」

　それでも影に動揺はなかった。

「コンナ痕アト、一瞬デ……」

　しかし、そこで影が言いい淀よどむ。

「……ッ!?　何故ダ？　何故、塞フサガラナイ？　ナ、ナンダ、コレハ!?」

　額にできた穴が広がっていた。少しずつ影を侵していく奇怪な空白。同時にレインの影が結晶化をはじめていた。穴を中心にベキベキと音を立ててヒビが走る。

「イッタイ、何ヲシタ、イヴリン！」

　影の絶叫に、イヴリンが答える。

「タネも仕掛けもない──ただの魔法さ」

　邪悪な笑みを浮かべたイヴリンは、長く伸びすぎた蒼あおい髪をひきずりながら、レインのそばに歩いていく。

「クッ、馬バ鹿カナ、修復デキナイ」

　イヴリンは影の首あたりをつかんだ。そのまま力任せに持ちあげる。

「治療の醍だい醐ご味みは手術だな。どれどれ」

　あいている手を、影の額に穿たれた穴に突き入れる。

「グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　レインの影が獣のような声をあげた。

「脳みそを改造してやろう」

　それを見たリリアは、ようやく恐怖の呪じゆ縛ばくから解かれた。怯おびえている場合じゃない。

「や、やめなさい、ブラッドベリ！　もう勝負はついたでしょ！」

「なんだ、小娘。まだいたのか。逃げろと言われただろう？」

「あんたが勝った。もう、それでいいでしょ！」

「なにを言っている？」

「これ以上やったら、そいつ死んじゃう」

「わたしは誰も殺せない」

　そうだ。ブラッドベリの血族はひとを殺せない殺し屋だ。けれど殺せないのであれば、これは永遠につづく拷問儀式ではないか。

「レインは、あんたの仲間でしょ！」

　悲鳴にも似た声を絞りだす。

　イヴリンは、憐あわれむような目でリリアを見た。

「わたしに仲間なんていない。こいつにもだ。わたしたちはお互いを利用しあうだけの関係にすぎない。二人なのではなく、一人と一人なんだよ」

「そんな……」

　ずっと一人ぼっちだったリリアには、心を許せる仲間なんていなかった。だからなのだとわかってる。聖徒会室の片隅で、リリアはずっと思っていた。羨うらやましいと。じゃれあう二人がどうしても眩まぶしかった。でも、それがすべて偽りだったって言うのか……。

「とにかく、もうやめて！」

　涙がこみあげてくる。それしか言えない自分がひどく惨めだった。

　けれど、リリアが言いはなった直後、

「がはっ」

　イヴリンが血を吐き、地面に膝をついた。

「ブラッドベリ!?」

「アア、カワイイ、俺ノ、イヴリン。トテモ、惜シカッタネ」

「気安く、呼ぶな」

　影の手からぽたぽたと血が滴したたる。イヴリンの腹部は真っ赤に染まっていた。リリアがイヴリンをとめたせいで……いや、あいつは最初から遊んでいたのか。

「デモ残念。サヨナラダ、イヴリン」

　刹せつ那なのうちにイヴリンの傷口から闇やみが噴出した。それは拘束具のようにイヴリンのからだを覆いつくす。

「くっ！　はなせえええええええええええええ──っ！」

　イヴリンが暴れるほどに闇は幾重にもからまる。イヴリンの小さなからだは、たちまち闇につつまれて、サナギのように丸くなってしまった。

「アッケナイ……。サテ、次ハ、オマエカ？」

　リリアはレインに目を向ける。彼の目はいまだに虚うつろで、意識をとり戻しているようには見えない。あくまでも影のほうが主体だった。

「あんた、いったいなんなの？」

「俺ハ、コイツサ。コイツハ俺デ、俺ハコイツ。ドチラガ消エテモ、成リ立タナイ。俺タチハ、一人ト一人ジャナイ。二人ボッチダ」

「なに言ってるの？」

「俺ハ闇ヤミデ、コイツハ光。俺ガ救イデ、コイツガ暗黒」

「なぞなぞで遊んでる暇なんてないのよ！」

「俺ハ、レインノ心。心ナンテ、誰モ制御デキナイ」

「レインの心？」

「世界ノ、終ワリヲ、願ウ、レインノ心」

　ついさっき、頭の中に流れこんできた悪夢を思いだし、リリアは言葉を失った。

「サア、皆殺シノ時間ダ」

　レインがゆっくりとリリアに近づいてくる。

「楽シモウゼ」

　総毛立つ。

　リリアはすぐさま、魔銃剣ガンブレードをレインに向けた。

「こないで！」

「ゴメンヨ、リリア。コイツニハ、誰ノ声モ届カナイ」

　レインはとまらない。一歩ずつリリアに近づいてくる。

　その目にはなにも映っていない。その耳にはなにも届いていない。

　──ぼくから逃げろ。

　レインの声が蘇よみがえる。

　──闇から、逃げろ。つかまれたら、終わりだぞ。

「くっ──見捨てておけないでしょうが！」

　恐怖を閉じこめ、リリアは地面を蹴けった。魔銃剣ガンブレードを閃ひらめかせる。しかし、渾こん身しんの一いつ閃せんは、レインの影によって簡単に受けとめられてしまう。

「コレデ、オシマイ？」

「くっ、うああああああああああああああああああああああっ!!」

　咆ほう哮こうし、魔銃剣ガンブレードの持ち手に全力を注つぎこむ。骨が軋きしんだ。魔銃剣ガンブレードがまとう魔法式は、レインの影とぶつかりあって、消滅していく。それが小さな嵐あらしを生みだし、リリアの頬ほおを髪を服を指を切り裂いていく。

「悲シイネ、リリア。君ハ、ココデ、死ヌンダ」

　死ぬ？　こんなところで？

　そんなわけにはいかない！

　まだなにもなし遂げられていない！

　リリアの押しこみにより、レインの足もとにヒビが広がっていく。

　けれども同時に、魔銃剣ガンブレードの刀身が赤く染まっていった。熱を帯びているのだ。火花が飛び散り、リリアの顔を照らす。

　やがて。

　魔銃剣ガンブレードは耐久度の限界を迎え、まん中から折れた。

「──なっ!?」

　弾はじかれた刃がリリアの頬ほおを切りつける。刃はそのまま空を舞い、地面に突き立った。

「バイバイ、リリア」

　レインの影が腕を伸ばす。

　リリアの胸を貫こうと。

　ダメだ、とリリアは思った。

　回避できない。

　脳裏をよぎったのは家族のこと。

　レインが調べたというバラード家の事情は間違っていない。リリアの両親は国家反逆罪の罪で投獄された。父親は牢ろうの中で息絶え、母親は行方ゆくえ不ふ明めい。すべて本当のことだ。

　お母さまをさがさなければいけない。死んだ者は戻らないけれど、生きている者ならば見つけられる。そのためにも自分は強くあらねばならない。

　幼いころよりリリアには魔法適性がなかった。でも、それがなんだというのだろう。自身がぜったいに折れることのない剣つるぎであればいいだけのことだ。

　けれど。

　今、リリアの魔銃剣ガンブレードは折れてしまった。

　次の一手が思い浮かばない。

　リリアは歯を食いしばり、強く目をつむった。

　お父さま、お母さま、不ふ甲が斐いないリリアをお許しください。

　レイン、あなたは何者なの？　いったい、あなたは……。

　思考は寸断される。

　リリアはただ形見の指輪を握りしめた。

　そのとき──。
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　豊かで、心ここ地ちよい暗黒。

　ここは地獄の最前線であり、

　ここが悪夢の特等席である。

　そのはずなのに。

　なにかが輝いた。

　白く、強く、清浄で、温かい──光。

　塗りこめられた暗黒の中でレインは目を開いた。

　意識が戻った。

　なぜだ？

　リリア・マリアス・バラード。

　光の源は彼女だった。神こう々ごうしいまでの輝きが風を生みだしている。リリアの赤い髪が逆巻く。レインの影がひるんだように固まる。

「ナンダ？」

　光る銀の指輪から、ユリの紋章が浮かびあがる。

　それは──無詠唱魔法式だった。

　刻まれる祝い名は《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》。

　魔法適性のないリリアがなぜ？

「ナンダ、ソレ？　聞イテナイゾ！　ナンダヨ、ソレッ！」

　レインの影が恐怖をにじませ、無様に叫ぶ。

　同時に、指輪より翼が生みだされた。

　まるで天使を召喚したかのような眩まばゆい光景。

　翼が空をひとかきすると、レインの胸を光が穿うがった。痛みはない。むしろ痛みは癒いやされていくかのようだった。意識がクリアになる。からだに自由がとり戻されていく。

　レインの右半身を食い千切った翼竜プテロサウリアが最期に声をあげた。まるで感謝するかのように。そして静かに砂さ礫れきと化していく。

　これは回復魔法なのか？

　いや、競技場の大地はリリアを中心になぜか崩落を加速させていた。

　光の中で、リリアの顔がはっきりと見える。紅玉ルビーの瞳ひとみは驚きに見開かれていた。彼女もまたなにが起きているのかわかっていないのだ。

「レイン！」

「リリア……？」

　二人の視線が交差する。

　リリアがレインに向かって手を伸ばした。

「レイン、こっちへ！　早く！」

　レインは無我夢中でリリアへと手を伸ばす。けれど、レインを押しのけるようにして、リリアに伸びる闇やみがあった。傷口からあふれているレインの影だ。影はリリアの光と接触して、崩壊しはじめていた。

「殺シテヤル殺シテヤル殺シテヤル！」

　レインは出現している自分の影をうしろからつかむ。

　影が醜い顔をしてふりかえった。

「ナニシヤガル！」

　自分にそっくりの顔が腹立たしい。

「うるさい、おまえの居場所はぼくの中だけだ。ひきこもってろ」

「フザケルナ、フザケルナ、フザケルナッ！」

　具現化された心の闇。かつて育はぐくんだ己の暗黒。

　レインはそいつを傷口に押しこむ。再び痛みが全身を駆けめぐった。

「うがあああああああ「アアアアアアアアアアアアアアアアアッ」ああああああああっ！」

　レインの傷口に、闇が飲みこまれていく。

「忘レルナ。俺タチハ一ツダ。ドッチガ欠ケテモ、『レイン・レッドハート』ジャナイ」

「ほざいてろ。おまえは、二度と、逃がさない。お仕置き、してやるから、覚悟しろ！」

「逃ゲラレ、ネエノハ、オマエモ同ジダ！　イツカ、テメエヲ、食イ破ッテ──」

　最後まで言わせずレインは影を飲みこんだ。闇は払われ、風もやみ、静寂が耳を打つ。

　レインはその場に膝をついた。力が入らない。目もかすんだ。頭が重い。やけに眠い。右腕は失われたままなので、バランスが悪い。そのまま前のめりに倒れそうになる。

「レイン！」

　リリアが叫び、レインを支えてくれた。柔らかい手だった。すでに翼は消えている。光も収束し、不思議なことに大地の崩落もそこでとまっていた。

「レイン！　しっかりして！　しっかり……しっかりしなさいよっ！」

　レインはリリアの顔を覗のぞきこむ。リリアの瞳ひとみは涙で滲にじんでいた。髪は乱れてしまっているし、せっかく新しかった制服もあちこち破れていた。

　レインは呼吸もやっとだったけれど、リリアを安心させようと思って、なんとか笑みを浮かべてみる。ちゃんと笑顔になっていればいいのだけれど。

「逃げろって、言っただろ」

「しゃべっちゃダメ。右腕、ひどい傷なのよ？　すぐに手当てしなきゃ」

　レインを支えてくれているリリアの手が、じんわりと温かい。

「ふむ、いい胸だ」

　レインはおどけるように言った。

「大切にするといい」

　制服がひきちぎれてしまったせいで、胸元が大きく露出していた。

「あ、あんたって……」

　リリアは顔をくしゃっと歪める。怒っているようにも見えるし、泣きだしそうにも見える。それでいて笑っているようにも。

「ほんとバカ。救いようのないバカ。バカここに極まれりね。キング・オブ・バカ！」

「ぼくもそう思う。気があうじゃないか」

















　　　　　†



　崩落の中断した天空競技場。その一角にて、レイン・レッドハートとリリア・マリアス・バラードを見おろしている一つの影があることを、当の本人たちは知らない。黒い傘パラソルをさした、黒い衣装ドレスの少女。

「レイン・レッドハート、傷しよう喚かん師……彼の子供……おもしろい」

　影は呟つぶやき、そして消える。










　　　　　　　　エピローグ



　グレートブリトニアの異形都市ダイロン。

　町中はいつものように活気にあふれている。レインはポケットに手をつっこみ、ひとの波をすり抜けるようにして歩いた。露店からいい香りがしたので、そこで焼き立てのパイを買い、頬ほお張ばりながらひょこひょこと進む。

　やがて、ヴァレンタリア駅の外観が見えてくる。巨大なターミナル駅であるヴァレンタリア駅には飲食店、土産みやげ物もの屋、花屋、本屋などが揃そろっている。通路の隅では幼い子供が靴磨きの仕事をしていた。ギターを膝にのせ、高らかに異国の歌をうたう者の姿もある。

　何本ものレールが並列しているプラットホーム。高い天井に、赤い風船がひっかかっていた。ひとの出入りが激しい。レインは迷うことなく一本の列車にのりこんだ。荷物を出し入れする乗客の横をとおり抜け、そのままボックス席の一つに腰かける。

「やあ、リリア」

　声をかけると、俯うつむいていたリリアが驚いたように顔をあげた。

「……な、え、ど、どうして、ここに？」

「どっかの誰かさんが、あいさつもなしに学院を去ろうとしているって知ってね」

　リリアの紅玉ルビーの瞳ひとみに困惑がまじった。くちびるを強く結ぶ。

「エクスターに戻るのか？」

　レインは訊ねた。リリアはぎゅっとスカートをにぎりしめている。しばしの沈黙ののちに彼女はこくりと頷うなずいた。

「理由を訊きいてもいいかな？」

「…………覚悟が、たりてなかった」

　リリアは凛り々りしい眉まゆを寄せて、溺おぼれているみたいな声で答えた。

「覚悟？　ずいぶん仰々しい言葉だ」

「わたしは、誰の夢を傷つけることになっても、踏みにじることになっても、ぜったいに諦あきらめない覚悟でグライムス学院にやってきた。そのつもりだった。でも……」

　リリアは視線を足元に落とす。レインは先を促すこともなく黙ってつづきを待った。

「無理だった。わたしにはレインほどの覚悟がないってわかってしまった」

　顔をあげたリリアがまっすぐレインを見つめてきた。大きな目の輪郭がふわりと揺らぐ。でも、リリアは涙を流したりはしなかった。

「あなたはいったい何者なの？」

　レインは握手でも求めるみたいに、リリアの前に右手を突きだす。

　医療班による魔法手術の結果、奇き蹟せき的てきにもレインの右腕はつながった。神経も元通りに結合したのは、極小汎用魔法式機関ナノマシンのおかげかもしれない。

　開いた右手を閉じる。次に開くと、コインが生まれている。

「ぼくはただの道化者だよ」

　レインは言って、コインを弾はじく。高く飛ばしたコインは重力に従い落ちてくる。キャッチして、手の甲に隠した。

「表か裏かデス・オア・グローリー？」

「どっちでもない。だって、コインはそこにはないから」

　レインが手をどけると、リリアの言うとおり、コインはあとかたもなく消えていた。

「正解。なかなかの動体視力だ。でも、きみの胸ポケットに入れたのまでは気づかなかったみたいだけど」

　リリアははっとした顔で胸のパッチポケットに指を入れる。中からコインをつまみだし、苦い表情になった。

「どうやったの？」

「手品師マジシヤンがトリックのタネを語るのは、落ちぶれたときか、さらなる奥の手を持っているときか、どちらかだ。ぼくはまだここで終えるつもりはない。きみの胸には触ってない、とだけ弁明しておこう」

　リリアはレインを見据えている。

「ぼくは自分が何者なのか知らないんだ。ぼくにとって親と呼べるひとはスノーだけ。ぼくにとって家族と呼べるものはあの旅の一座だけ。でも、戦争がすべてをかえた。ぼくからすべて奪った」

　レインはもう一枚コインをとりだす。それをとおりすぎる老人の上着ジヤケツトに忍ばせた。老人は気づかずに通路を歩いていく。

「レインは《聖者の歯車ロードギア》を手に入れて、どんな願いを叶かなえようとしているの？」

　イヴリンとの契約。イヴリンは《聖者の歯車ロードギア》をレインに譲り、レインは傷しよう喚かん魔法をイヴリンに譲る。そのために、レインは聖徒会に所属している。

「ぼくは、ぼくの国を手に入れる」

　大したことでもないようにレインは答えた。実際、大したことじゃない。

「どういう、こと？」

　レインは車窓から外を眺める。これから列車にのりこもうという人々や見送り人で、ホームは混雑している。弁当売りの前に行列ができていた。

「グレートブリトニアをぼくのものにする」

　リリアが一瞬、絶句した。

「それは王室や政府を敵にまわすということ？」

「一番大切なことは、みんながハッピーエンドを迎えるために、どうするのが最善かを考えることだと思う」

　リリアはまだ困惑の表情を崩せないでいる。

「正義を履行し、筋をとおすこと。強くあり、ぜったいに折れないこと。それは正しいことかもしれないけれど、でも、それはそれだけだ。そのせいで犠牲になるひとがいるのなら、その方法を選ぶべきじゃない」

「でも、そんなの、ただの理想論よ」

「誰も理想を語らなくなったら終わりだ。そうなったら、もう滅ぶべきだ」

　レインの言葉にリリアは口をつぐむ。

「なあ、この世界はなにかが間違っていると思わないか？　なにが間違っているのか誰にも指摘できなくなってしまうほどに、もうなにもかもが間違っているとは思わないか？　世界がこのままで本当に構わないと思っているのか？　戦争は終わり、平和が訪れた。でも、かりそめだ。この世界は偽りにすぎない」

　だから。

「ぼくは、ぼくの国をつくる。すべてやりなおす。ぼくが世界を救ってやる。スノーの遺志を継いで」

「……そんな大それたこと、本当にできると思ってるの？」

「できる。ぼくは嘘うそつきで、弱虫で、卑ひ怯きよう者もので、恥知らずだ。だから正義を履行せず、筋を曲げ、いつでも逃げだせる。逃げながら戦える。だからできる。やってみせる」

　レインはリリアを見つめた。

「そこで提案だ。リリア、きみを正式に聖徒会役員として迎えたい」

「……期待には応こたえられない。わたしには、あれがなんなのかわからないのだもの」

　リリアの右手の人差し指には銀の指輪がある。その指輪が発動させた《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》は暴走したレインの傷しよう喚かん魔法を食い止めた。

　同時に、大地の崩落を加速させてもいた。

　それはなぜなのか？

「ぼくの推理が正しければ、あれは魔法無効化魔法だ」

「魔法、無効化……？」

　そう理解すればすべての説明がつく。魔法で具現化されたレインの闇やみは払われた。天空競技場も魔法でつくられていたから崩落を進めた。

　魔法が生みだす結果を弱める、ないし防ぐという魔法は珍しくない。対魔法強化素材もその一つだ。しかし、魔法的結果を完全に無効にしてしまうほどの強力なものは見たことも、聞いたこともない。

「どんなに強力な魔法でも無効化できるなら、それは最強だ。イヴでもきみには勝てないことになる。もちろん、ぼくも」

　レインはリリアを見つめる。

「ぼくは自分の力を制御できない。あれは純粋な憎しみだ。憎しみは原動力になる。それに身をゆだねたこともある。でも、なにもうまくいかなかった。憎しみで世界は救えない。きみならぼくの憎しみを制御できるかもしれない」

　リリアは指輪をつつみこみ、怯おびえたような瞳ひとみでレインを見つめかえす。

「きみの夢はぼくが叶かなえてやる。きみの母親をさがし、バラード家をもとに戻そう。だから、ぼくの夢を叶えるために力を貸してほしい」

　レインはリリアに手を差し伸べる。

「いや、言いなおそう。きみは夢を叶えるためにぼくを利用しろ。ぼくもきみを利用する」

　リリアは甘く、くちびるを噛かみしめているばかりで、返事もせず、レインの手をとることもなかった。

　沈黙のときがゆっくりと流れていった。

「一応、伝えるだけは伝えたから」

　レインは席を立つ。ただ、すぐには立ち去らず、ポケットから白いハンカチーフをとりだした。

「ずっと借りっぱなしで、かえすのを忘れてたよ。ありがとう」

　リリアにそっと手渡す。リリアはハンカチに視線を落としていた。

「ちゃんと洗ったから、きれいだよ。……じゃあな」

　返事をしないリリアに背を向け、レインは列車をおりる。



　あれだけの大惨事だったというのに（いくらかは自分のせいでもあるが）、死者がでなくて本当によかった。怪け我が人にんも、さしあたって命に危険のあるような者はいないらしい。

　オスカーは翼竜プテロサウリアの暴走時に全身を焼かれたが、すぐに封ふう規き委員のコートを脱ぐことで大事には至らなかった。その後、イヴリンに投げ飛ばされた翼竜プテロサウリアを葬ろうとしたが、突然現れたレイモンド・コーネルに刺されたそうだ。その場に居合わせたメルがすぐさまレイモンドを拘束し、駆けつけた救護班がオスカーの命を救った。

　翼竜プテロサウリアは、最期は静かに旅立っていった。そう信じたい。でなければ、あまりにも悲しすぎる。でも、これは身勝手な願いか。

　この大惨事によって勝負の結果は曖あい昧まいとなり、レインとリリアが地下闘技場に出入りしていたかどうかという問題も、ひとまずは不問となった。接続ツナギ屋には、落ちつくまで顔をだすなと釘くぎを刺されている。

　翼竜プテロサウリアの暴走については目下調査中であった。メルの証言によるとレイモンドが関与していたということだ。専門家の調査結果が待たれる。

　ただレイモンドはひどい精神的なダメージの中にあるらしい。今もまだ病院で伏せっているそうだ。うわごとのように「おれのせいじゃない」「黒い女が」などと言っているとか。メルの証言にでてくる翼竜プテロサウリアをおかしくさせた『奇怪な装置』とやらは現場からは発見されていない。

　あの事件の中で、聖徒の被害が最小限で済んだのは、メルがとっさにみんなを避難させたからだ。聖徒会長よりもよほど頼りになる。

「一つ貸しだよ」なんて、メルは言っていたか。

　イヴリンはもういつもどおりだ。お菓子を食べ散らかし、漫画本カートウーンを読みふけり、惰眠をむさぼる。髪は能力を再び封印しても伸びたままだったので、レインが散髪してやった。

「ぼくの言いつけを破った罰として、変な頭にしてやる」

「そんなことしたら、きさまを丸坊主にしてやるからな」

　なんてやりとりがあったくらいだ。

　彼女の秘密は、そしてレインの秘密も、誰にも知られていない。はずだ。



　汽笛が鳴り響く。

　列車の発車時刻になった。リリアがホームにおりてくる気配はなかった。ゆっくりと列車が動きだす。窓から身をのりだす男性と、それを見送る婦人がいる。夫婦か恋人か。列車は速度をあげていく。

　ダメか、とレインは思った。ポケットに手を入れ、出口に向かって歩きだす。

　そのときだ。

「レイン・レッドハート！」

　声がして、レインはふりかえった。列車の最後尾にリリアが立っていた。

「途中で夢を投げだしたりしないかっ！」

　大声で叫ぶので、みんながこちらを見ていた。

　恥ずかしいやつめ、そう思いながら、レインは答える。

「ああ、ぜったいにしない！」

「ぜったいに、ぜったい？」

「ぜったいだ。誓う」

「なら」

　リリアは旅行鞄トランクを地面にほうり捨てた。列車はスピードにのりはじめていた。煙突から煙が吐きだされ、パイプから蒸気が噴きでる。

「あんたを信じて、利用してあげる」

　リリアが柵さくに足をかけた。

　レインはリリアの着地に間にあうように、全速力で走りだす。

　リリアが柵さくを蹴ける。風を受けて長い髪が舞いあがり、スカートが翻った。

　レインは両手を広げて、リリアを受けとめる。

　が、バランスを崩して、リリアの下敷きとなった。

「……いつつ、まったく無茶をしてくれる」

「わたしも、ちょっと無茶だったと思って反省してる」

「反省してるなら、おりてくれないか」

　リリアは起きあがり、ぱんぱんとほこりを払った。それから、まだ地面に腰をつけているレインに手を伸ばしてくる。レインはリリアを見あげた。

「手を貸してあげようか、レイン？」

　にっこりというよりは、にやりに近い感じでリリアが笑った。

「ああ──ぜひとも」

　レインはリリアに向かって手を伸ばす。



ＥＮＤ
















あとがき



　こんにちは、カップ麺めんはお湯を注いでから一分くらいで食べはじめてしまう二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。バリバリと麺を噛かみ砕くのが好き。せっかちという説もある。

　このたびは疑惑の……じゃなかった、『偽悪の王』をお手にとっていただき、ありがとうございます。魔法の呪文とか、変な剣とか、竜のゾンビとか、強気な女の子とかでてくる趣味全開の作品となりました。楽しんでいただけたでしょうか？

　イラスト担当のvane先生が「こんなんどうよ？」と様々なアイディアを投げてくださり、それを「バカな、作者を上回る発想力だと……それ、いただきます」みたいな具合にとりこんでいって『偽悪の王』は完成しました。vane先生、ありがとうございました。担当さまや、本書の出版に携わったすべての方々にも感謝いたします！

　二階堂的には本書で通算一〇冊目の出版だったりもして感慨深かったりします。作家歴も五年目くらい。それを記念してというわけでもないのですが、今回は二シリーズ並行で本が発売されます。詳しくは巻末に広告が載るはずです。そちらも、どうぞよろしく！

　そして最後の最後にお断りを。本文中に「浮浪者」という言葉がでてきます。「路上生活者」では意味合いが変わってしまうので使用しました。ご理解ください。ではまた。
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